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一章








１












　土砂降りの雨が降っていた。黒い雲が重く垂れこめ、ゲリラ豪雨という言葉が誰の頭にも浮かぶような雨の中、誰もが傘をさし、そうでもなければ走って、あるいは屋根の下に逃げ込み雨宿りをする人がいる道を、山やま瀬せ由ゆ香か利りは傘もささず、強い雨に打たれながら歩いていた。

　午後四時の突然の豪雨に、明るいはずの空は夜のように暗い。時折真昼のように照らす雷光が濡ぬれた路面をぬらぬらと光らせる。足元を流れる川のような雨水を素足にはいた白いサンダルが蹴け散ちらす。

　白いキャミソールにオレンジの薄手のカーディガン。薄いピンクの膝上のスカート。そのどれもがずぶ濡れで、腰まであるサラサラの髪も今はベッタリと肌に張り付いている。

　傘もささず通りをうつむいたままゆっくりと歩く由香利に誰もが奇異な視線を向けたが、すぐにその目は他に向けられた。大雨の大都会では、自分のことに忙しく人にかまってる暇はなかった。

　ムシムシと熱気が体にまとわりつくような、うだるような暑さの日本の夏。しかし、今は豪雨によって気温は下がっている。痛いほどの大粒の雨が由香利の肌を打ちつけ、冷たい雨は体温を奪っていた。しかしそれを気にすることもなく、由香利はあてもなくふらふらと歩いた。

　ふと自分がなにも持っていないことに気づき、彼氏の家に何もかも置いてきたのだと思い出す。思い出した途端に由香利は眉根を寄せた。あんな奴を思って泣きたくない。そうは思っても瞳からは涙が伝う。が、すぐに雨と混じって流された。それが由香利にはありがたかった。




『は？　処女？　うわっ、面倒くせぇ。しかもその年で』




　彼氏の蔑さげすむような言葉が、思い出したくもないのに脳裏によみがえる。

　雨と一緒に嫌な記憶も流せればいいのに。ついでに処女膜も流れてしまわないだろうか。

　そんなことを考えながらしばらく歩き続けた由香利は、何かが聞こえた気がしてふいに足を止めた。あたりを見回せば、左側に暗い路地が見えた。路地に人の気配はない。大通りから一本向こうの通りへと抜けるためのものだが、暗く狭い路地は誰にも使われていないようだ。暗く沈んだ路地は一歩前すら雨のカーテンで見えない豪雨の中、妙にはっきりと由香利の目に飛び込んできた。

　由香利はそのまま路地に足を向けた。

　一直線に延びる道に、ビルの薄汚れた裏口が設置してある。ゴミ箱からはゴミがあふれていて、誰も通らない理由が由香利にも理解できた。よどんだ路地は今の由香利の心を表しているようで、由香利は自じ嘲ちょうの笑みを浮かべた。

「このまま別の場所に行けたらいいのに」

　小さな呟きが由香利の唇から漏れた。

「そんなに処女は駄目なのかな」

　二十八にもなってと彼氏は言っていた。確かに今時の女子は高校生や早ければ中学で処女を好きな男性に捧げる。しかし由香利は処女を大事に守ってきたのではなく、ただ二十八年間そういった相手に恵まれなかっただけだ。今までつき合ってきた男性と、そういった雰囲気になることなく別れてしまい、たまたま処女喪失の機会がなかっただけではないか。

　特別美人でもないし、出てほしいところは出ず、出ないでいいところが出ている体つきは確かにセクシーとは言いがたい。性格は控えめとは口が裂けても言えないし、男女関係についても押しが強いほうではない由香利だ。相手を押し倒してまでことに及べなかった結果、二十八年もたってしまっていただけだ。

　だが、果たしてそんな由香利を相手にしてくれる人がいるのだろうか。

　別に運命の相手じゃなくてもいい。優しくて経験豊富で、ついでに由香利のわがままな性格も処女も面倒だと言わずに相手をしてくれる男。

　日本にいるだろうか？

　世界中を探し回れば、幾人かは見つかるかもしれない。そんなことを思って立ち止まり、由香利は唇をかんでうつむいた。

　その肩が小さく震える。

「ああっ、馬鹿馬鹿しい！　やめたやめた、考えるのやめっ」

　一瞬後には空に向かって叫んでいた。怒りのために震えていた肩をブンブン回す。

　由香利は首を振って気持ちを入れ替えた。悲劇のヒロインごっこはもうやめだ。自分には似合わない。あんな男のために時間を割くなど金こん輪りん際ざいやめよう。男を見る目がなかったのだと、勉強になったと思おう。

　いつものポジティブ思考の由香利に戻って鼻息も荒くくるりと踵きびすを返すと、来た道を引き返した。

　彼氏の家に戻って荷物を引き取る。そのあとは家に帰って熱いシャワーを浴び、早めに眠って嫌なことはすべて忘れよう。

　一発、奴をぶん殴れれば僥ぎょう倖こう。

　由香利は勇いさんで足を速めた。気持ちも新たに路地から大通りに出る──はずだった。

　路地を抜けた途端、由香利はその足を止めた。

　目の前の通りは雨にかすんでいて、人々は雨を避けるように走ったり、雨宿りしたりしている。それは先ほどまでと変わらない。だが、その人々の格かっ好こうが先ほどとは違う。

　古代のヨーロッパを思い起こさせる風景。女性は傘をさし華美なドレスではないが、誰もが膝下までのスカートをはいている。肌に張り付くような暑さではないが、じっとりとした空気は熱い。なのに誰一人肩を出している者はいなかった。皆一様に肌を隠すような衣服を身にまとっている。一方、男性は傘をさしている人は誰もいない。女性と違ってラフな格好が多いが、タンクトップにジーパンというような軽装の者はいない。なのに髪の色は派手だった。金髪、赤髪、銀髪と日本ではおよそ見ないような髪色の人が多い。というよりも、黒髪の割合が絶対的に少ない。

　下を見れば地面はアスファルトではなく土で、雨によってグズグズになっている。二階建ての建物が多く、そのどれもが漆しっ喰くいの壁で日本で見られるような外壁の家は見当たらない。建物を見ても思い出すのはヨーロッパの古い町並みで、当然ガラス張りのビルなどどこにもない。

「あ、あれ？」

　思わず来た道を振り返ってみるが、そこに先ほどまでの路地はなく、クリーム色のくすんだ家の壁がずっと先まで続いていた。路地裏には違いないが、先ほどまでのものとはまるで違う。

　到底日本には見えない風景に由香利は首を捻ひねる。外国に来たにしては建物が現代的ではなさすぎるし、だいたい日本の路上を歩いていても海外に行けるわけがない。

　由香利はもう一度通りに目を向け、まさかと首を振る。

　これはまさかあの有名な、異世界とやらだろうか。王子様とか騎士とかがいる、地球とは異なる世界。

　なぜとか、どうして、という言葉よりも、由香利の頭に最初に思い浮かんだのは、




　きっとここに、処女喪失を手伝ってくれる相手がいる！




　という残念な思考だった。

（きっと神様が不ふ憫びんな私を思って転移させてくれたんだ）

　前向きというよりは、そう思わなければ納得できない今の状況に由香利は一人うなずく。無理やりな考えではあるが、実際に目の前にあるのだし全身で感じてしまっている以上、今更なぜとか考えても意味はない。

　雨足は幾分か弱まったものの、まだ降り続いている。由香利は空を見上げてみた。夕やみ迫る中、どんよりとした雲が空一面に広がっている。

　日本と同じような雲に少しだけ安心する。視線を再び下に向け、由香利はそのまま固まった。

　通りに男が一人立っていた。雨に打たれているのに身じろぎもせず、由香利を見つめている。

　褐色の肌をした二十代くらいの若い男。精せい悍かんな顔をした右目の瞳は黒い。左目は額ひたいから頬ほほにかけて真一文字に傷があり、瞼まぶたは閉じられていた。灰色の髪は短く、張り付いた前髪をうっとうしそうに男はかき上げる。

　その腕の筋肉に由香利は目を丸めた。腕だけではない。全身が筋肉の鎧よろいをまとっているようだった。鍛え上げられ、引き締まった筋肉。むき出しの二の腕の太さは由香利の腰くらいある。濡れた黒いシャツが肌に張り付いて、分厚い胸板や割れて盛り上がった腹筋もはっきりと見て取れた。背が高く二メートル近い。縦にも大きく、横幅も厚く、見下ろす瞳が厳いかめしくて威圧感が凄まじい。

　対して由香利は百六十三センチの背丈で、日本人の一般的な女性の平均身長。男の顔は見上げなければならないほど高い位置にある。

　さらに視線を下げて由香利はそれに目が釘くぎ付づけとなった。腰にさされた幅広の剣。実用性を重視しているためか装飾はほとんどない。武骨なそれが余計に本物であることを表しているように見えた。

「来い」

　低い声で男が声をかけた。その声の低さに一瞬由香利の肩が揺れる。見上げるほどの大きな身長に低い声は由香利をたじろがせるのに十分だった。

　半歩足を引いた由香利に男は目をわずかに細めるとその太い左腕を差し出した。何をされるのかと体を硬くした由香利だが、男はそれ以上何もせずそのまま動きを止めた。

「行く当てがないんだろ？　今夜は俺が面倒を見てやる」

　言われて由香利は目の前の男を凝視した。

　男は由香利を保護してくれるというのだ。まるで捨て猫を拾うように、由香利の身の上も話も聞かずに。

　何か裏があると勘かんぐっても仕方のない状況に、しかし由香利ははたと思う。

　自分にいったい何があるのだろうかと。持ち物もない、お金も持っていない。正真正銘身一つの由香利に何を求めるというのか。

　由香利の命を狙ねらっているとすれば、男は帯たい剣けんしているのだから問答無用で切られてもおかしくない。また仮に男女の関係を求めているのだとすれば、それは由香利にとっては望むところでもある。

　ごくりと唾を飲み込んで、由香利はおずおずと右手を差し出した。けれどやはりどこか躊躇ためらいがあってその手が空中で止まる。その手を男は何も言わずに掴つかんだ。驚いて引こうとした手は、しかし逆に引っ張られた。強い力で手を引かれ、男の腕に中に飛び込むようにして抱きとめられる。

　抗あらがおうとしたものの、その力の強さと胸から伝わる心臓の規則正しい鼓動の音に、由香利は冷静さを取り戻した。

　今この手を放して、どこに行こうというのか。

　由香利はそっと男を見上げた。すると男も由香利を見下ろしていた。一つしかない黒い瞳に浮かんでいるのは嫌な光ではなく、凪ないだ海のような穏やかな光だった。

　由香利は少し躊躇ってから小さくうなずく。それを見て取って男は目を細めると由香利の腰に手を当てて歩き出した。由香利も背中を押されるようにして男について行く。

　背中を押されるといってもその手に強制力はなく、ただ本当に軽く添えられているだけで逃げようと思えば逃げ出せそうな力だった。だが由香利の中で逃げるという選択肢はすでになくなっている。

　背の高い男と由香利では足の長さもまるで違う。ちょこちょこと小股で歩く由香利に合わせてか、男は大股でゆっくり歩く。優しさがうかがえるその行動に、歩きながら由香利は男をそろりと見上げた。

　逃げる気は失うせたものの、これで本当によかったのかとわずかに疑問が残る。が、ここがどこかわからないうちは男に従うしかないとも思える。帰れるものなら日本に帰りたいが、帰り道がわからない。路頭に迷うくらいなら男に従っていたほうがいいような気がした。

　男は強面こわもての顔をしているものの、その行動は穏やかで優しい。

「わっ……と」

　男の顔を盗み見ながら歩いていたためか、慣れないぬかるんだ道に足を取られた。ふらついた由香利の腰を男の手が支える。細い腰を包み込むように大きな手が添えられている。その手の大きさと感触に、由香利は急に気恥ずかしくなってうつむいた。

　そんな由香利をちらりと見下ろして、男は黙ったまま再び歩き出す。

　いくつかの角を曲がり、もう元の通りには戻れないだろうなと由香利がため息を吐いたころ、その家にたどり着いた。

　周りと同じ平屋なのに、どこか存在感のある家が由香利の前にあった。クリーム色の漆喰が塗られた壁はどこか温もりが感じられた。すべての窓に白いカーテンが掛けられていて見えないが、家の中は暗く沈んでいて今は誰もいないことを告げている。

　あたりは雨のせいかしんとして、物音ひとつしない。

　男は慣れた手つきで家の扉の鍵を開けた。男でも余裕でくぐれるほどの大きな木製の扉を由香利は物珍しげに見上げながらくぐる。男は由香利の後から入って扉にしっかりと鍵をかける。カチャリと鍵の締まる音が静かな部屋に響いた。

　家の中は意外に質素で片付いていた。

　右側の六畳ほどの土間に竃かまどと巨大なかめがあり、その奥にやはり大きめの木の扉がある。正面の玄関から一段上がった板間には大きめのテーブルと椅い子すが四脚。その奥に小さな暖炉がある。左奥には布製の衝立があり、その向こうの広い部屋に由香利が四人横になれそうな巨大なベッドとタンスがあった。

　質素というよりも、何もないとも言える室内を見渡して、由香利はその天井の高さにあんぐりと口を開けた。

　天井まではどう見積もっても四メートルはある。吹き抜けのような天井は、夏の暑さに対するものなのか、部屋の中はムシムシする外と違って意外に涼しい。ひんやりとした空気に由香利は思わず濡れた腕をさすった。

　男は奥の部屋にずんずん進んでいく。由香利はどうしていいかわからず玄関でそのまま待った。濡れた衣服のままで板間に上がるのは気が引けた。目線だけで男を追う。

　玄関にいても男がいる奥の部屋まで見渡すことができる家は、衝立があって仕切られているものの日本の古民家を連想させた。天井の高さと土間や竃がそれをさらに強調する。見知らぬ土地なのにどこか懐なつかしさを感じるたたずまいに由香利はほっと肩の力を抜いた。

　男は奥のタンスからタオルを取って戻ってくると一枚を由香利に渡し、自分もタオルで乱暴に体を拭ぬぐう。体を拭いながら由香利の横をすり抜けると、土間の先にある扉を開けた。男に続いて扉をくぐった由香利は歓声を上げた。

「お風呂」

　土間の扉の奥には風呂が備え付けられていた。板塀で囲まれた三畳ほどの庭のような場所に五右衛門風呂のような風ふ呂ろ釜がまがある。風呂釜は男が入っても十分な広さがあり、上には屋根がかけられていて快適そうに見えた。風呂にはすでに水がいっぱいにためられている。男は下にある竃に薪を入れて火をおこした。

「どうせ汗をかくんだし、風呂と飯は後でいいだろ」

　竃の火の調節が終わった男が立ち上がってそう告げる。男の手際のよさに感心しきっていた由香利は何を言われているのかわからず男の顔を見上げた。その頬に男の手が添えられる。先ほどまで同じように雨に打たれ続けていたのに、男の手は温かかった。

　温かい手に由香利の意識がいっている間に、男の唇が由香利のそれをふさいだ。

「ん、んっ！」

　突然のことに由香利は身じろぎした。腕を突っ張り男の胸を押す。だが男の体はビクともせず、逆に由香利が体勢を崩した。その腰に太い腕が回されて体が引き寄せられる。頭の後ろに大きな手が添えられ、さらに深く角度を変えて口づけられた。

「……………っ」

　かみつくような激しい口づけに呼吸が苦しくなって空気を求めて口を開けば、そこから男の太い舌が入り込んできた。歯列を撫で、逃げようとする由香利の舌を執しつ拗ように追いかけて絡めとる。何度も角度を変え、そのたびに深くなる口づけに由香利は翻ほん弄ろうされた。痺れそうなほど舌を吸われ、息もつかせぬほどの口づけに由香利は怖いと感じた。こんな激しい口づけをされたことはない。意識までもっていかれそうになって、男の濡れたシャツを由香利はきつく握りしめる。

　やがて男が唇を離すころには、由香利はすっかりと腰が砕けたようになっていた。男の腕が由香利の腰を支えていなければ崩れ落ちていただろう。荒い息を吐いて、由香利は男の厚い胸板に体を預ける。ドクドクと力強く脈打つ鼓動までもが逞しく思えた。

　男はわずかに腰を落とすと、由香利の膝の後ろに腕を回して持ち上げた。

「きゃっ」

　男は右腕一本で軽々と由香利の体重を支える。子供を抱くような格好に、由香利は顔を赤らめた。バランスが取れなくて、目の前にある男の太い首にしがみつく。その行動に男の口角がわずかに上がる。まるで重さがないもののように扱われ、それも当然かと男のたくましい肩と腕に目をやった。

　扉をくぐり、男はそのまま由香利をベッドサイドまで運ぶとそっと降ろした。

　さすがにここまで至って由香利もこれから自分の身に何が起きるのかがわかった。一宿一飯の代わりに、己の身を差し出せということだ。

　由香利はごくりと唾を飲み込む。

　男についてきた時からなんとなくこうなることは予想できた。それでもついてきたのは、男の優しさがうかがえる行動と、男に嫌悪感を感じなかったからだ。

　それでもこれほど早く処女喪失の機会が訪れるとは思っていなかった。しかも、顔に傷のある筋肉男に奪われるとも思っていなかった。けれど、これは神様の与えてくれたチャンスなのだと内心決意を固める。

　相手の男はどう見てもただ者ではないが、色事に経験豊富そうに見えた。それにここまで連れてきてくれた態度を思い返してみれば、女性に対して乱暴を働くようには思えない。由香利を優しくリードして、ちゃんと処女喪失を手伝ってくれるに違いない。

（この人なら大丈夫、きっと大丈夫だから）

　由香利は自分に言い聞かせるようにそう思い込む。そうして自分を鼓舞していなければ、恐怖でここから逃げ出してしまいそうになる。

「あのっ！」

　手が肩にかかって、由香利は男の顔を見上げた。

「何だ」

　低い声で聞かれ、しかし由香利は男を見上げたまま固まった。言うべき言葉が口から出てこない。たった一言の言葉なのに言えなくて、真っ赤になって口をパクパクさせる。

「何だ？」

　再度聞かれて由香利は深呼吸する。一つしかない男の瞳が突き刺さるようで、落ち着かない気持ちを抑えるように胸に手を置いた。

「や、優しく、してください」

　声が震えるのは止められなかった。それに、最後は囁ささやくような声になってしまっていた。言葉以上にそのことが恥ずかしくなって、由香利は真っ赤になった顔を隠すように両手で顔を覆う。それでも赤くなった耳までは隠せない。

　男はそんな由香利に目を見開き、大きな手で口元を覆った。

「お前、それは煽あおってるのか」

「違いますっ。ただ優しくしてほしくて………」

「もういい。喋るな」
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　男はそう言って顔を覆おおっている由香利の両手を掴んで降ろさせると、再びその唇に口づけた。先ほどよりはゆっくりした口づけに、由香利は目を閉じて体の力を抜いた。

「ふ、んんっ」

　耳たぶに口づけられて由香利はくすぐったさに首をすくめた。その首筋に男が舌を這わせる。男の手が由香利の濡れた衣服に伸びる。カーディガンをはぎ取り、カップ付きのキャミソールを脱がすと白い胸があらわになる。スカートも脱がされると由香利はショーツ一枚の姿になった。

　男の視線を感じて、由香利は胸を腕で隠した。その様子に男は唇を歪ゆがめる。じっと見つめてくる視線だけで犯されている気分になり、由香利はうつむいて視線を彷徨さまよわせた。肌の奥がむずがゆい。

　男は視線だけで由香利を犯しながら、自分の着ていた衣服を乱暴に脱ぎ捨てた。下着一枚になった男の褐色の体は、シャツで覆われていた時よりも逞しく感じられた。無駄な贅ぜい肉にくがなく、どこもかしこも鍛えられていて、さながら彫刻のようだ。由香利はどこに視線をやっていいのかわからなくて、男の顔を見上げた。その唇にまた柔らかな唇が重ねられる。

　触れるだけの口づけを繰り返し、男は由香利の背を支えてベッドへ横たえさせた。男の顔と体格からは想像もできない、優しい手つきに由香利はどぎまぎした。

　顔に影が下りてきて、また唇をふさがれる。口づけされると全身の力が抜けていく。下唇を食はまれて、全身がジーンと痺れた。胸を隠していた腕がそっと取り払われ、男は深く由香利の口内を探りながら由香利の白く小さな膨らみを揉みしだいた。

　赤く染まった頬へ、細い顎あごへ口づけを落とす。首筋を唇がたどり、鎖さ骨こつに舌を這はわせた。胸の頂いただきにある蕾つぼみを指がこする。さらにそれを口に含むと由香利の息が弾んだ。舌で転がすようにすれば、抑えきれない声が由香利の唇から漏れる。

　触れている手が与えるのは妙な感覚だった。くすぐったいのに、体の奥からにじみ出てくるような感覚に口から出るのは笑いではなく吐息だった。

「ん……ん、ふっ」

　体の奥にポッと火が灯ともる。それは熱となって徐じょ々じょに体中に広がっていき、下腹のあたりに集中するように熱が集まる。トロリと下腹部が溶けそうな感覚に、由香利は吐息ではなく声を上げた。

「んぁ」

　甘い声が自分の口から出たことに由香利は驚き、思わず両手で口を押さえた。

　興味本位で見たピンクな題名のＤＶＤでは、女性は恥ずかしげもなく声を上げてよがっていたことを思い出す。あの時はあんな声を出せるものなのかと首を傾かしげたものだ。何をどうされればあんな鼻にかかる掠かすれた甘い声が出るのかわからなかった。しかし実際そういう行為をされて、自分の口からこんな熱を含んだ声が出るなどと思っておらず、あの女性のようになっているのかと思うと声を出すのも聞かれるのも恥ずかしい。

「押さえるな。声を聞かせろ」

　それに由香利は首を振った。自分の声がたまらなく恥ずかしい。男は片眉を上げると、さらに由香利を追い詰めるように愛撫を繰り返す。

　ピンと尖って存在を主張する薄紅色の蕾に舌を這わせ、唇で食み、歯を立てて軽くかむ。指でくすぐるように触り、摘つまみ、押しつぶす。膨らみ全体をやわやわとさすり、時に形が変わるほど強く揉む。

　白い肌に褐色の指が這う。それが妙に艶なまめかしい。全身に指を這わせながら、蕾を唇で愛撫する。蕾を強く吸えば由香利の腰がピクリと跳ねる。

　由香利は両手で唇を押さえつけ、真っ赤になりながら首を振って快感をやり過ごして声を我慢した。全身をくすぐるようにふわふわと撫でていた指が、強情な由香利の態度に腰をたどってさらに下へと向かう。ショーツの中にまで男の手が潜り込み、優しく和にこ毛げを撫でられる。自分以外には誰も触ったこともないような場所に男の手を感じ、由香利は戸惑いながら黒い瞳を凝視した。

「強情だな。そんなに声を出すのが嫌か？」

「ち、違うっ。は、恥ずかしい……」

　与えられた快楽に耐え切れず潤んだ瞳をした由香利の囁くような言葉に、一瞬男の攻撃の手が緩む。

「お前、煽るなと言ってるだろう。それ以上煽ると、優しくできなくなるぞ」

「煽ってないって、やあぁぁっ!!　…………っ」

　花芽を人差し指でこすられ、由香利が喉を反らして嬌きょう声せいを上げた。が、上げると同時に指をかんで声を殺す。

「こら、自分を傷つけるな。声は出していいんだ。もっと、声を出してよがれ」

　秘裂に指を添わされて、背中がゾクゾクと震えた。敏感なところを何度も撫でられトロリとしたものが尻に伝う感触に、由香利は恥ずかしさで死ぬかと思った。

「恥ずかしいと言いながら、ずいぶんと濡れてるな」

「やっ！　言わないでっ」

　男がいやらしい笑みを見せて由香利の耳に囁く。もともと雨で濡れていたショーツは、雨でなのか蜜でなのかわからないくらいぐっしょりと濡れている。ただ、雨とは違うぬめりを帯びた水気が確かに感じられて、由香利はますます追いつめられる気持ちになった。由香利は顔を逸らしてぎゅっと目をつむる。その耳たぶを甘あま噛がみされて、背中が跳ねた。

　男の手が秘部に伸び、クッと蜜口に太い指が入り込む。

「いっ、んくっ」

　まだ入り口近くに侵入されただけなのに、快感よりも異物感を感じて由香利は無意識に腰を引いた。その声と指を締め付ける中の狭さに、男が動きを止める。すぐに指を抜いて、信じられないというように由香利を見つめる。

「お前まさか、初めてなのか？」

　男は自分の指と由香利の顔を交互に見やる。疑問の形で聞きながらも男は間違いないと確信していた。

　優しくしてほしいと言ったり、声を出すのを異常に恥ずかしがったり。そして指先しか入れていないというのに自身を締め付ける中の具合と痛がり方。

　その言葉に由香利は不安げに男を見つめた。

　過去の彼氏の言葉が思い出したくもないのにフラッシュバックする。

「初めてじゃダメ？　面倒くさいから嫌？　気持ち悪い？」

「そうじゃないが。初めての相手が俺でいいのか？　よくはわからんが、女の初めての相手ってのは、その、好きな相手とするのが」

「その相手に気持ち悪いって言われた」

「は？」

「二十八にもなって処女だなんて気持ち悪いって。興きょうざめだって言われたの」

　ほんの二時間前、恋人といい雰囲気になり、しかし由香利が処女だと告げた途端突き放された。男女の関係に疎うとく、奥おく手てなせいか今までも彼氏ができても事に及ぶまでには至らなかった。どうにか自分の中で気持ちに折り合いをつけて、ひと月つき合って由香利なりに覚悟を決めて事に及んだのに、馬鹿にされ蔑まれ、居たたまれなくなってとるものもとりあえず、恋人の家から走って逃げた。

　今は彼氏への恋慕はない。あるのは見返してやりたい思いだけだ。いっぱい経験を重ねて、こんないい女を捨てたアイツを見返してやりたい。逃した魚は巨大だったと、いい女を捨ててしまったと後悔させてやる。そのための一歩はまず処女喪失計画だ。

「もう気持ち悪いなんて言われたくない。だから、私の処女喪失を手伝って」

　由香利が言い募つのると、男は短い灰色の髪をガシガシとかいた。その行動にやはり駄目なのだろうかと由香利は泣きそうになる。上目づかいに男を見れば、困惑したような瞳の中にいまだ消えぬ情欲が見て取れた。

「あ～、抱くのは構わん。というか正直に抱きてえ。が、覚悟がいるぞ。俺のは、初めての奴にはキツイぞ」

　暗に大きいのだと言われて、由香利は真っ赤になってうつむいた。その視線が男の股こ間かんにある膨らみに行き、慌てて視線を逸らせる。

「だ、大丈夫。我慢する」

「途中で止めてはやれねえからな。本当にいいんだな？」

「はい、よろしくお願いします」

「わかった。とにかく優しくする。できる限り、な」

　愛撫を再開しようとした男の手が、由香利の声で再び止められた。

「あのっ！」

「何だ」

「名前、教えてください。私は由香利です」

「俺はヴァルドエル。皆にはヴァルと呼ばれてる」

「ヴァルさん？」

　由香利は言ってクックッと笑った。まるでどこかの製薬会社の薬名のようだと思ったのだ。ヴァルドエルは憮然とした表情で由香利を見ている。その瞳は先ほどよりもほんの少しだけ優しく細められていた。

「人の名前で笑うな。それに、『さん』付けしなくていい」

「じゃあ、ヴァル」

「ああ、それでいい。それと、いい加減笑うのをやめろ」

　ヴァルドエルは言って由香利をベッドに押し付けた。首筋に再度舌を這わせる。武骨な手が腿の内側をやわやわと擦る。由香利の体はそれだけで再び熱を取り戻した。

　ヴァルドエルが由香利のショーツをはぎ取る。由香利の足の間に体を割り込ませ、そこに胡坐をかいて座った。自身の腿の上に由香利の足を乗せ、大きく割り開かせる。由香利の腰がベッドから浮き、秘部はヴァルドエルの目の前にあった。そのことが恥ずかしくて、由香利は顔を背ける。

「やだ………恥ずかしい」

「だから、そういう言葉を言うな。男はそういう言葉を言われると、逆に喜ぶんだ。身を任せて、お前は俺を感じていればいい」

「………はい……」

　消え入りそうな声で由香利が返事をすれば、ヴァルドエルは途端に不機嫌そうにグッと眉根を寄せた。

「まったく、お前はっ。これ以上煽るなって」

　煽っているも何も、ただ返事をしただけなのに駄目だと言われ、もう何を言っていいかわからず由香利は口を閉ざした。

　言われた通り、ヴァルドエルの指の動きに神経を集中させる。

　武骨な指とは思えない繊細な動きで、ヴァルドエルが秘裂をなぞる。ゆっくり周りを解すように触れ、時に強く押される。花弁を摘み、捏こねるように指先で弄もてあそばれると由香利の口から熱い吐息が漏れた。

「やあっ、あぁ。ふっ」

「その調子だ。もっと声を聞かせろ」

　何度も何度も由香利の秘裂を指がたどる。決定的な刺激がないのに、由香利の蜜壺からは蜜がとめどなくあふれる。それを指に絡ませ滑りをよくすると、飽くことなく花弁を撫でて優しく愛撫を繰り返す。

　ヴァルドエルは由香利の様子をちらりとうかがう。顔を赤くしながら、目をつむって自分に身を任せている由香利の姿に下半身で硬くなっていたモノがさらに膨張する。

　女を抱いたことは何度もある。こちらから求めなくても女のほうからすり寄ってくるし、今まで女に困ったことは一度もなかった。来る者は拒まずいろんな女を抱いてきたが、顔を見ただけで下半身が痛いほど張り詰めたのは初めての経験だった。

　ヴァルドエルは由香利の足を持ち上げ、唇を由香利の秘裂に寄せた。舌で花弁をくすぐる。気づいた由香利が慌ててヴァルドエルの短い髪を掴み悲鳴を上げた。

「やだ、待ってっ。汚い」

「綺き麗れいだ」

「お風呂入ってな、ぃああぁぁっ!!」

　花芽を唇で食まれ、背が反り返る。舌全体で花芽を舐めとり、硬くすぼませてツンとつつく。指とは全く違う、熱くうねるような太い舌に由香利は逃げ出したくなった。足を閉じようと力を込めてみるが、間にある体はビクともしない。逃げようと引いた腰はヴァルドエルの腕でがっちりと捕らえられた。

「やだっ、それ、駄目。おかしくなる！」

　花芽を下から押し上げるように舐め上げられ、蕾つぼんでいた芽が開く。そこをちゅっと音を立てて吸われれば、ビリビリとした快感が背筋を走り抜ける。ぴちゃぴちゃと音を立てながら花芽をねぶられ、由香利は嬌声を上げ続けた。

　下腹部からぐぅっと何かがせりあがってくるような感覚に、由香利は快感よりも恐怖を覚えた。初めての感覚に怖くなって、ヴァルドエルの太い腕を掴んだ。未知の何かが迫ってくる。それが由香利の意識を追い立て、責め立てる。

「やっ、ヴァル！　何か変。何か来る、来ちゃうっ！」

　体の熱が血液とともに体中を駆け巡る。同時に、下腹部だけに感じていた快感が全身をくまなく覆う。指先や足先、頭の天てっ辺ぺんから今刺激を与えられている秘部まで、すべての場所がビリビリとした痛みを伴うような快感に支配される。

「ひっ、や、あっあっあぁぁ！　ヴァル。体が変！　おかしく、なっちゃうっ!!」

「おかしくなればいい。そのまま、イけ」

　じゅっと花芽を強く吸われた。せりあがってきていた何かが、一気に由香利の脳天にまで達する。その瞬間、由香利の中で何かが弾け、つむった瞼の裏が真っ白になった。

「い、やあああああっ!!」

　反らした喉から絶叫が迸ほとばしる。爪先がピンと伸びたまま、体が無意識にビクビクと震えた。弓なりに反らした背がやがてベッドへ力なく落ちる。全身を倦けん怠たい感かんが支配していた。花芽にいまだに快感の余韻が残っている。そこだけがまるで別の生き物のようにドクドクと息づいていた。

　呼吸はまだ荒い。浅く、速い呼吸を整えようと由香利は深呼吸を繰り返す。体の熱はまだ中に残っている。吐き出す息さえ熱く感じた。ふと視線を感じて目を上げれば、ニヤリと笑っているヴァルドエルの顔があった。

「やだ、見ないで」

「恥ずかしいとか言うなよ。煽る言葉だからな、それ」

　生まれて初めて達したことを理解して、それを与えた男を見るのも恥ずかしい。目線が彷徨い、行き場をなくして腕で顔を隠した。

「気持ちよかったか？」

「よく、わからない。わからないけど、真っ白になった」

「じゃあ、合格だ。このままほぐしていけば、俺のも受け入れられる」

　ヴァルドエルは予告なく指をツプリと密壺に差し込んだ。由香利は再び背を反らせた。知らず体に力が入る。

「はっ、ん」

「痛むか？」

　それに由香利は小さく首を振った。ただ、体内に侵入する指に違和感があるだけで、快感と呼ぶには程遠い。由香利の様子を見ながら、慣れさせるようにゆっくりと時間をかけて指を侵入させていく。

　じれったいほどゆっくりした動きに、由香利は無意識に腰を揺らした。それを見て取って、ヴァルドエルは中に入れた指をゆっくりと壁に当ててこすった。

「ん」

　あちこちの壁をこすりながら中で何かを探すような指の動きに、由香利は戸惑う。その指がある一点をこすったとき、由香利の腰が跳ねた。ヴァルドエルは口元をゆがめると、そこを集中してこすった。

「あ、やだ。ヴァル、そこ駄目！」

「お前は嫌とか駄目とかばかりだな。たまには、いいって言えよ」

「だって、変だからっ。おかしく、なる、から」

　壁に添わせたまま指をゆるく前後に動かせば、由香利の抑えきれない声が漏れてヴァルドエルはほくそ笑む。

「もっとおかしくなればいい。叫ぶほど喘あえげ」

　再び花芽に口づけた。丁寧に舐めてやれば由香利の息が上がる。熱のこもった甘い声が絶え間なく響いた。
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　ヴァルドエルの舌が由香利の秘裂を何度も往復する。花芽を舌が這えば由香利はそのたびに体を震わせ、飽くことなく絶頂を迎えた。指と舌で何度もイかされて、由香利はぼうっとなりながらも再び体が快楽に向けて駆け上っていることを意識する。

「ひっ、あ、あぁ！　ヴァル、もう、駄目。また……！」

　瞼の裏がチカチカと光っている。一瞬弾けた光が頭と瞼の裏を真っ白に染める。張り詰めていた体から絶頂の余韻が引くと、背中から力が抜けて由香利はベッドに背をうずめた。

　肌の上を汗が流れる。ベッドサイドに置かれた蝋ロウ燭ソクの明かりがそれに反射して宝石のように光る。

　もう何度達したかわからない。言われるまま与えられる快楽に身を任せてから、かなりの時間がたっている気がする。蜜はとめどなくあふれていたが、ベッドに落ちる前にヴァルドエルがすべて飲み込んでしまう。ピチャピチャと粘着質な水音が自身の下半身から聞こえて由香利の耳を犯す。蜜壺に舌を差し込まれ、あふれた蜜をごくりと喉を鳴らして飲み込んだ。ヴァルドエルの上下に動いた喉仏すらも卑ひ猥わいに見えた。

　ゾワリと背筋を這い上ってくる感覚に、由香利はめまいを起こした。いまだに最終地点が見えない愛撫に意識も奪われてしまい、ぼんやりとして視点も定まらない。体が熱くて蕩けそうで、思うように動けない。

　ヴァルドエルの右の指が由香利の一番啼くところをこする。左の指は胸の蕾を捏こねていて、舌が花芽を舐って由香利を追い立てる。

「気持ちいいか？」

「………はい」

　何度目かの問いかけに、由香利はやはり何度も同じように答える。ヴァルドエルは答えに目を細めて由香利が自分の思うがままに啼いていることを再確認する。それでも手は休めない。

　意識がもうろうとするまでイき続ければいいと指を中でこする。痛みも感じぬままに快感だけを与えたくてヴァルドエルはさらに舌を動かした。

「熱い」

　首元まで赤く染め上げ、由香利は吐息と共に甘く呟く。体が溶けてしまいそうだ。

「寒い」

　なのに一瞬後には寒気を感じた。外気に触れている肌が粟あわ立だつ。熱くて寒くて、自分の体のはずなのに自分の体ではない感覚。気怠げに伸ばした手をヴァルドエルの腕に添わせる。

「お前の手も熱いな」

　意識を蕩けさせるような心地いい低い声が、どこか遠くから聞こえるような気がして由香利はヴァルドエルの片方しかない黒い瞳を見返した。

「顔、真っ赤だぞ」

　クックと喉の奥でヴァルドエルが笑う。片目の黒い瞳に欲望の熱を灯して、太い指が淫らに由香利を追い詰める。

「あ、やっ！　んあぁ、熱いっ」

「ああ。お前の中も熱くて、肌も………」

　ヴァルドエルはふと手を止めて由香利の赤い顔を見つめた。とろんとした潤んだ瞳。顔は赤く、額に汗が光っている。ヴァルドエルは眉をひそめ、由香利の頭の横に手をついてその顔を上からじっと見つめた。今までは由香利を啼かすことに夢中で気づかなかったが、近づけばわかる。由香利の呼吸は浅く速い。その息に甘さ以外の熱を感じた。ハッとしたようにヴァルドエルは由香利の額に手を当てた。そこに異常な熱を感じ取ってヴァルドエルは目を見開いた。

「お前、熱あるんじゃないのかっ!?」

「何言っているの。熱がないと困るでしょ。私ゾンビじゃないもん」

　えへへへっと由香利が笑うと、ヴァルドエルの分厚い胸板に抱き着いた。

「ヴァルの体、冷たくて気持ちいい」

「お前の体が熱いんだっ」

　ヴァルドエルは慌てて身を起こす。由香利が抱き着いたまま同じように半身を起こしてしまい、そっと腕を外して横にさせた。家中にあるタオルとタオルケットを由香利の体にかぶせる。

　寝るときは冬でも薄いタオルケットで寝ているために、ヴァルドエルの家に毛布などという気の利いたものはない。由香利はタオルの下で体をもぞもぞと動かした。

「処女喪失計画は？」

「そんな場合じゃねえだろう。こんな高熱、なんで言わねえんだ」

「大丈夫。私元気だよ。なんか妙にテンション高いし、ちょっと怠いだけ」

　由香利は元気な証拠とばかりにガバッと起き上がる。が、急にふらついてそのままベッドに倒れこんだ。

「あ、あれ？」

「ほら見ろ。高熱でおかしくなってるんだ。寝てろ」

　ヴァルドエルは土間に降りると、桶おけに水を汲くんで再びベッドに戻った。冷たい水にタオルを浸しぎゅっと絞る。それを由香利の額に乗せると、由香利は気持ちよさそうに目を細めた。

「冷たくて、気持ちいい」

　ベッドサイドに板間の椅子を引っ張ってきて座る。額のタオルに触れれば、すでに温ぬるくなっている。再び水に浸して絞り額に乗せた。

　何度かタオルを絞って由香利の頭に乗せたとき、由香利のつむっていた瞼が開いた。熱のせいか黒い瞳は潤んでいる。

「雨に当たったせいかな」

「だろうな」

　タオルケットに首元まで埋まりながら由香利が呟く。熱っぽく聞こえるのは先ほどの熱の余韻が残っているからか、それとも高熱のせいか。由香利にもよくわからなかった。対してヴァルドエルの低い声は落ち着いていた。

　自分だけが先ほどの熱を残しているんだと思われたくなくて、赤い顔を隠すようにタオルケットを口元まで引き上げた。

「なんでヴァルは平気なの？　なんか、ズルい」
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「お前とは鍛え方が違う」

　何をどう鍛えれば、あの行為の後にそう冷静でいられるのかわからない。由香利はタオルケットの下でため息をこぼした。

「由香利はもっと食ったほうがいい。そんなに細いから雨に濡れただけで熱を出すんだ」

　会話がかみ合っていないことに由香利はようやく気づいた。気づいた途端恥ずかしくなった。ヴァルドエルにはもう先ほどの行為の余韻などどこにも残っていないのだ。自分だけがいやらしいことを考えていたのかと思うと、さらに熱が上がったように頭が熱くなる。赤い顔を隠すようにタオルケットで頭まで覆う。

「こら。何をしている。窒息するぞ」

　やんわりと手を掴まれ、タオルケットをもとの位置まで戻された。頭にあったタオルが取り換えられ、また冷たいタオルが乗せられる。けれど冷たいのは一瞬で、すぐに温くなる。それだけ自分の熱が高いのだと改めて知った。

「由香利は細いな。俺が握ったら折れそうだ」

　ヴァルドエルはタオルケットを握ったままだった由香利の手を体の横に戻してやり。そのとき触れた手首の細さに驚く。先ほどまでも細いとは思っていたが、こんな折れそうな細さだとは思わなかった。

「折れないよ」

　クスクス由香利が笑う。それから急に笑いを引っ込めて、ヴァルドエルを見上げた。

「ごめんね」

　言葉にヴァルドエルは目を瞬かせた。

「ヴァルに迷惑かけてる。変なモノ拾ったせいで、こんなことする羽目になって」

　自分の弱っちい体が恨めしい。本当なら今頃ヴァルドエルのたくましいモノを迎えていたはずなのに、熱のせいでヴァルドエルは由香利に遠慮してもう手すら握ってこない。自分ばかりが気持ちよくなって何度も絶頂を迎えたのに、ヴァルドエルは一度も精を解き放っていない。

　なぜこんなにも弱いのか。ちゃんとヴァルドエルを気持ちよくさせて、彼にも絶頂を味あわせてあげたかったのに。急に悲しくなって、目頭が熱くなった。

「ごめんね」

　再度呟いた由香利の潤んだ瞳から一筋涙が流れた。それを見たヴァルドエルの胸がツキリと痛んだ。その痛みが何なのかわからないうちに、痛みはすぐに消えてなくなった。

　ヴァルドエルは由香利の髪をそっと撫でた。それに由香利が目を細める。

「気にするな。お前の処女はそのうちもらう。だから今は眠れ」

「ごめん」

「もう、謝るな」

「うん、ごめん。ありがとう」

　由香利は目を細めてそれだけ言うと、ゆっくりと目を閉じた。
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　ヴァルドエルは由香利の額に大きな手で触れた。まだかなり熱い。タオルを絞って由香利の額に置く。汗によって一束の黒髪が頬に張り付いた。そっと外してやり、目を閉じたままの由香利の顔をじっと見つめる。

　由香利は雨に濡れて冷えていた。先に風呂に入れておけばよかったのかもしれない。体を温めてからでもよかった。なぜあんなに急かすようにしたのか。しかも急かしたわりに己のたぎりを入れもせず啼かせ続けた。

　雨の中、呆ぼう然ぜんと立っていた変わった女を見つけたのは偶然だった。象牙色の肌にこのあたりでは見ない珍しい黒髪。黒い瞳は黒曜石のように光っていて、見つけた瞬間から目が離せなくなった。

　珍しい衣服を着ていた。胸元は開いていて、スカートも膝を隠すこともしない短さ。薄い布地は雨で濡れて肌に張り付き、誘っているとしか思えない格好だった。そこで思いついた。娼婦なのだと。気づいた途端、欲しくなった。幸いなことに、相手もおらず寝る場所もない様子だったから、こちらから求めれば躊躇いはしたものの簡単についてきた。

　しかし、それが間違いだと気づいたのは家に着いてからだ。金の話もせずに事を迫ればすぐに応えた。決定的だったのが彼女が処女だったことだ。

　娼婦ではなく、素人の女だった。

　一夜限りの関係のはずが由香利を抱くこともできず、熱を出した彼女の看病までしてやっている。今まで面倒な相手とは関わらないようにしてきた。家に連れ込んで抱いても、翌朝には他人に戻る関係。女はたくさんいる。一人に執着する意味はない。

　少なくとも今朝まではそう思っていた。だが今は違う。初めて本気でずっと側に置いておきたいと思った。

　由香利をもっと啼かせてみたい。もっとよがらせて、その甘い声を聞きたい。自分の言葉に素直に反応する彼女を、もっと自分の色に染めてやりたい。半日前に会ったばかりの名前しか知らない女を、もっともっとと心が求める。

　いや、名前だけじゃないとヴァルドエルは首を振った。

　由香利の体で知らない場所はない。なめらかな象ぞう牙げ色の肌は柔らかく、スベスベとしている。細い肩も、柔らかな胸も。その頂にある蕾も、さらには彼女の秘めた奥までも知っている。すぐに真っ赤になるところや、恥ずかしいと伏せる顔。長いまつげが頬に影を落とす様は情欲をそそる。

　そして、その唇が柔らかく甘いことも知っている。

　ヴァルドエルは由香利の桜色の唇を指でたどった。たったそれだけのことなのに、下半身が反応した。先ほど熱を解放しきれなかったせいで、すでに硬くそそり立っている。

「何やってんだ、俺は」

　病人相手におっ立てるとか、鬼畜か。ヴァルドエルが下着の上から諌いさめるように触れば、勝手にビクリと反応してさらに張り詰めるように硬くなる。

　何もしていないのに勝手に呼吸が速くなる。吐く息に熱が混じっていて、ヴァルドエルは自分のことなのに笑いが込み上げてきた。

　確かに、途中で止めてやれないと言ったのはヴァルドエル自身だ。高熱に気づいてすぐに行為自体を止めたが、解放されなかった体の熱がそれほど早く引くわけもなく、いまだに燻くすぶっていて放たれる時を待っている。

　唇に触れただけで欲情するとは、それだけ目の前の由香利を自分が欲しているのかと自覚する。頭だけでなく体が、ヴァルドエルのすべてが由香利を欲しいと叫んでいる。

　無意識に手が伸びて、由香利の頬を包み込んだ。その柔らかさと熱さにハッとして手を引く。

　このままでは本当に襲いかねない。

　ヴァルドエルは椅子から立ち上がると、衝立の向こう側に回った。由香利が見えるように顔だけを上からのぞかせる。

　滑こっ稽けいな姿に再び自嘲の笑みが浮かぶ。それでも右手を硬いたぎりに添わせれば、そんな考えは過去へと吹き飛んだ。

　チラッと由香利の顔を見て、ヴァルドエルは自分のモノを扱いた。突き抜けるような快感が途端に襲ってくる。

　熱に侵された由香利は苦しそうにしている。その苦しげな顔を凝視しながら、駄目だと思ってももう手は止まらない。

　ヴァルドエルは想像する。

　由香利の中は狭いだろう。熱くてうねるような、絡み付くような中。そこに太く熱いたぎりをねじ込む。由香利が嬌声を上げる。背を反らし、自分を受け入れてなお締め付ける。熱のこもった甘い声で、誘うように叫ぶ。己の名を呼び、腕を掴んでもう駄目だと潤んだ瞳で見上げてくる。

「くっ」

　食いしばった歯の間から息が漏れる。

　由香利が起きてしまったらどうしようかと思う一方で、起きてしまえばいいとも望む。自分のこんな姿を見て軽けい蔑べつするだろうか。たとえそうだとしても、今は声が聞きたい。

　甘い啼き声が聞きたい。自分の名を呼んでほしい。

　たとえ想像でも熱で苦しんでいる由香利を犯しているという罪悪感と、心が望んだままに由香利を汚す欲望。相反する感情は、その両方がすぐに快感に変わる。

　由香利を組み敷いて、中を蹂じゅう躙りんしながら白い肌に舌を這わせる。胸の先端を摘めば由香利は喉を反らして甘く啼く。その声すらも唇でふさいで、息さえも飲み込んでしまいたい。

「はあ……ふっ、はあ」

　先走りが武骨な指の間を流れる。先端を親指で円を描くようにして滑らせれば、総毛立つような快感が背筋を駆け抜ける。くちゅくちゅと水音をさせながら、扱く手を速める。

「由香利」

　名を呼んだだけで、手の中のモノがビクリと反応する。

　動きの速まる右手に合わせて呼吸も速くなる。体の熱が解放を求めて下半身へ集中していく。乱れた呼吸はもう隠すことはできない。

　部屋には粘着質な水音とヴァルドエルの息遣いだけが響く。

　限界を感じて、握っているモノをより一層強く扱く。そのきつさが由香利の中を思い起こさせた。目をつむれば由香利の白い裸体が思い浮かぶ。ヴァルドエルの熱いたぎりを受け入れて泣いている。その姿を飲み込んで、瞼の裏が真っ白になった。

「ぅ…………っ！」

　解放された白濁を咄とっ嗟さに右手で受け止める。ドクドクと止めどなくあふれそうになり慌てて左手も添えた。どれだけ解放されたがっていたかが知れる。

　最後の一滴まで吐き出して、ビクビクと震えるモノを両手で包みながらヴァルドエルはすぐに呼吸を整えた。

「はあ、はっ……、は」

　快感の余韻は体に残っていても、既に頭は切り替わっている。罪悪感の塊のような両手の中の白濁が己を責めているようで眉をひそめた。

　由香利を見れば瞼は閉じられたままだ。気づかれずに事をすませられたらしいことに安あん堵どの息が漏れる。

　ヴァルドエルはもう一度由香利の顔を見てから、土間の先にある扉を肩で押し開いた。さっさと済ませて風呂に入る予定だったが、すでに薪は燃え尽きて湯は少し冷めている。

　両手を念入りに洗って、温くなった湯を頭からかぶる。そのまま湯船に体を浸し、目を閉じる。快楽とはまた違う満ち足りたため息が知らず漏れた。

　風呂に浸かるのはやはり気持ちいい。由香利にも入らせてやりたいが、あの高熱では無理だろう。

　そんなことを考えながらふと気づく。

　どこにいても由香利のことを考えている自分に、ヴァルドエルは苦笑を浮かべた。頭が思っている以上に体が由香利を欲していると思ったが、同じくらい、いやそれ以上に心が求めているらしい。

「なんなんだ、この感情は」

　もやもやする胸の内にある訳のわからない感情に、ヴァルドエルは首を振ってそれを無理矢理頭から追い出して風呂から上がった。体を拭いてすぐに由香利の元に向かう。

　温くなった額のタオルを取り替える。呼吸は幾分か落ち着いたように思えた。

　濡れた髪を拭いながら、再び椅子に座って由香利の頬に触れる。精を解き放ったお陰で、欲望に染まることなく由香利に触れられる。

　艶やかな湿った黒髪を撫で、その感触に目を細める。

　そうして髪を撫でていたヴァルドエルの見ている前で、ふと由香利が目を覚ました。

　黒い瞳が不安げに天井へ向けられ、あちこち彷徨った末にヴァルドエルの顔に行きつく。わずかに目が開き、それからぎゅっと眉根を寄せて見つめてくる。

「ヴァル、側にいてね。どこにも行かないで」

　お願い、と重ねて言われてヴァルドエルは安心させるようにうなずいて、その頬を大きな手で包む。すると由香利は安心したようなふわりとした笑みを浮かべた。それからゆっくりと瞳が閉じられ、再び少し速い寝息が聞こえてくる。

　その寝顔を見ながら、ヴァルドエルの心に先ほどの由香利の言葉がじわじわと染み込んでくる。勝手に緩ゆるみそうになる口元を思わず手で覆う。

　体が熱くなっている。それは風呂に入ったからとか夏だからというものではない。明らかに欲情を表す熱だ。

　その証拠に下半身が再び熱を持ち始めている。

「どうすんだよ、コレ」

　自分の鬼畜さ加減に呆あきれ返り、ヴァルドエルは大きくため息を吐いた。
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　エルファネル王国の王都ラウス。その中心にある王宮から離れた町の東の端に傭よう兵へいたちが暮らしている一角がある。煌きらびやかな貴族の住む中心街とは違い、道は舗装されてもいない。建物も華美な装飾はなく、ごく一般的な土壁でできている。

　その中にあって、その建物は周りとは一線を画していた。建物の周辺だけが舗装されていて、建物も干し煉れん瓦がを積み上げ、堅けん牢ろうな様相を見せている。建物の中に入ればそこは広大な広場になっており、幾人かの傭兵たちが剣を合わせていた。その周りでは思い思いの鎧に身を包んだ男たちが、戦う者たちに声援とヤジを送る。

　戦場を駆けその日の報酬を得てまた別の戦場へと繰り出す傭兵たちに、通常は市民権などない。彼らが町に一時でも住みつくこともよく思わない国もある。そんなこともあり、戦時でも彼らは町の外に用意されたテントで寝泊まりする。その点、エルファネルは違う。戦時に協力することを約束すれば市民権が与えられる。つまり、彼らが定住することを認めているのだ。税金がない代わりに、戦に出ても報酬はない。しかし、戦場で武ぶ勲くんを立てればその分ボーナスは支給される。

　エルファネルに戦火がなければ、彼らは別の国の別の戦場を渡り歩き報酬を得て、再びここへ帰ってくる。そして、この傭兵団の砦で、磨き上げた互いの腕を披露する。訓練用の刃の潰された剣ではなく、真剣で向き合い殺すつもりで相手に切りかかる。それが彼らなりの荒々しいまでの訓練であった。

　そんな荒くれ者が多く一筋縄ではいかない彼らには、しかし彼らなりのルールがあった。権力には従わず、金で何事も解決する。だが、一度雇われれば契約が終わるまでは絶対に主あるじを裏切らないし、もし裏切者がいた場合でも仲間内で粛清され次の戦場に姿を現すことはない。

　王国騎士団があるにもかかわらず、この国が傭兵に市民権まで与えて雇い入れているのは、ひとえに彼らが騎士団とは全く異なる性質を持っているからだ。国のためではなく、金のために動く彼らは様々な戦場を知っている。経験も豊富で戦場では正騎士以上に武勲を上げるものいる。小国であるエルファネルが周辺の大国に蹂躙されないのは、彼らの存在のお陰ともいえた。

　そのひと癖もふた癖もある傭兵をまとめ上げるには、地位や肩書ではなく絶対的な強さと統率力。そして彼らからの信頼が必要だった。

　傭兵が集う建物内。その一室にキラーシュの常駐する医務室がある。刃を潰した訓練用の剣ではなく、真剣で訓練と称した切り合いをする傭兵は生傷が絶えない。キラーシュは傭兵たちのために用意された軍医だった。

　壁には緑が植えられた中庭が見えるように、大きな窓がはまっている。そこから朝の日差しが差し込んでいた。開けられた窓からは緑を通って涼やかな風が部屋へと流れ込み、薄いレースのカーテンとともにキラーシュの癖のある赤い髪を揺らした。

　部屋にはベッドが二つとキラーシュの執務机、壁際には本棚がありそこに分厚い医学書がぎっしりと納められている。

　その執務机の大層な椅子に座ったまま、キラーシュは朝一番の来訪者である強面の顔をさらに厳いかめしくした傭兵団をまとめる軍団長を出迎えた。

　短い灰色の髪。精悍な顔つきをしているが、左目が剣の傷によってつぶれている。鍛えられた筋肉は鎧のようにも見え、体格からわかるようにその剣技は力強さにおいて他を寄せ付けない。

　キラーシュは部屋を訪れたのが軍団長だと知っても、椅子から立ち上がらず悠然と座ったまま出迎える。傭兵に礼儀など必要ないというのがキラーシュの考え方だった。

「病人がいる」

　開口一番に軍団長のヴァルドエルにそう告げられて、キラーシュは眉をひそめた。

　キラーシュの元には日々患者の情報が書類として上げられてくる。しかし、今日は病人の情報など入ってきていない。報告書を見落としたとは思えないし、ヴァルドエルの落ち着き払った態度からは急病人が出たとも思えない。

「どこに？」

「俺の家だ」

　言われてキラーシュは茶色い瞳の目をすがめ、目の前に壁のように立っている筋肉の塊を座ったまま見上げた。睨にらみあげるキラーシュはその整った顔立ちのせいかきつく見られがちだが、目じりが垂れているので優やさ男おとこ風に見える。そんな風体だからか睨んでも、目の前の男は表情を変えずに逆に座っているキラーシュを上から目線で見下ろしてくる。

「ねえ、知ってる？　僕、軍医なんだよ」

「知っている」

「知ってるなら、町医者に頼みなよ。僕はこう見えて忙しい」

　忙しいというわりに机の上には書類などは一切なく、パンと紅茶が置かれていて、その横には分厚い医学書が開いたまま置かれている。ヴァルドエルはそれを憮ぶ然ぜんとした表情のままちらりと見る。

「病人がいる」

「わかってるよ！　君の家に病人がいて、僕に診てほしいって言うんだろ。でも僕は軍医だ。軍に従事しない人間を診る必要はないし、僕は忙しい」

「お前、医者だろ」

「軍医だ」

「医者だろ？」

　重ねて言われ、キラーシュはヴァルドエルを睨みあげた。しかしヴァルドエルは怯ひるむどころかそれを受け止めた上で、一つしかない瞳で睨み下ろしてきた。とてもじゃないが、人にものを頼んでいる態度とは思えなかった。

　こいつはいつもこうやって無理難題を『頼んで』くる、とキラーシュは苦い思いをした過去を思い出す。

　やれ猫が怪我けがをしただの、軍馬の食欲がないだの、老人が転んで膝をすりむいただの、女が屋根から落ちて腰を打っただのと。キラーシュが出張らなくてもいい問題と、キラーシュが手に負えないような難題を平気で持ってくる。

　軍医はその名の通り軍に従事する医師だ。もちろん町人を診てはいけない決まりなどないが、ヴァルドエルの持ってくる患者は往々にして軽傷で、時には人間の患者ですらないこともある。

　猫には引っかかれ、馬には体当たりをくらわされた。膝を怪我した老人は行ってみればすでにいなかったし、女のほうは椅子から落ちて尻しり餅もちをついただけだった。

　キラーシュは頼まれるたびに断るのだが、この堅物はキラーシュがうなずくまで動かない。子供のころからのつき合いだが、本当に厄介極まりない相手だ。

「その患者には、僕がどうしても必要なのか？」

「そうだ。お前にしか頼めない」

　いつもとは違う声音が聞こえて、キラーシュはおやっと首を捻ひねった。見ている目の前でヴァルドエルの眉み間けんにぐっと皺しわが寄った。こんな表情をするヴァルドエルをキラーシュは久しぶりに見た気がする。

「お前なら信頼できる」

「そんな大事な相手が家にいるのか？　家族……ではないよな。なら誰だ」

「女だ」

　言葉にキラーシュは目を見開いた。

「高熱で苦しんでいる。診てやってくれ」

「お前、家に女を囲ってるのか!?　どこの誰だ？　身分は？　身元は？」

　キラーシュは椅子を蹴け立たてて立ち上がると、ヴァルドエルに掴みかからんばかりに問いただした。矢継ぎ早に質問され、ヴァルドエルはゆっくりと首を振る。

「知らん。昨日、拾った」

「馬鹿か、お前は！　身元不明の女を、家に置くなんて」

　イライラとした様子でキラーシュは親指の爪をかむ。

　ヴァルドエルが女を家に連れ込むことはよくある。だが、ほとんどは娼婦で一夜限りの関係だ。それが女を家に泊めおいている事実にキラーシュは驚くとともに苛いら立だった。病人とはいえ、家に置いていたことなど今まで一度もない。どこかの宿屋に放り込んでキラーシュに往診を頼むのが常だった。

　身元がわからない。それが一番の不安だ。

　ヴァルドエルは強い。それは剣の腕だけでなく体も精神も含めて頑強なのだ。だからこそ面倒事は力でねじ伏せてきた節がある。彼一人ならそれでいいだろう。だがそこに不確定要素を含んだ女がいれば状況は変わる。しかも、ヴァルドエルの様子から見ればその女に執着していることが容易にうかがえた。

　もしそれが、悪意のある人間であれば取り返しがつかないことになる。

「身元はわからないが、大丈夫だ」

　キラーシュの表情を見て言いたいことがわかったのだろう。ヴァルドエルが確信のこもった瞳で宣言する。

「何でそう言える？」

「勘だ」

「勘……って、当てになるかよ」

「俺の勘は外れたことがない」

　胸を張って言われて、キラーシュは額を押さえた。野生児並みの発言に、頭が痛くなる。だが、勘がいいのは確かなのだろうとキラーシュは思う。そうでなければひと癖もふた癖もある傭兵たちをまとめ上げることなどできない。

　強さだけでは彼らが従わないことをキラーシュは嫌というほど知っている。

　それでも、その言葉を鵜う呑のみみにするわけにはいかない。ヴァルドエルの立ち位置は、不確定要素が入り込む余地が許されないほどのものだ。ヴァルドエルがもし軍団長の座を退けば、エルファネルの傭兵団は解体する。それほどの力と統率力をこの男は備えている。

　もちろんそれだけではないことをキラーシュは昔からのつき合いでよく知っている。知っているからこそ不安になる。

　まっすぐで融通の利かない性格。嘘うそをつけない正直さ。頑固ともいえる強い意志。

　裏を返せばただの馬鹿だが、この実直な友人をキラーシュは放っておくことはできない。損な役回りだと思いながらも、キラーシュは深いため息を吐いた。

「あー、わかったわかった。僕が視てくる。それでいいな？」

「ああ、頼む」

　不承不承往診を承諾して、キラーシュはヴァルドエルに右手を出した。出された右手をヴァルドエルは真剣に見つめる。しばらく見つめたあと一つ深くうなずいてキラーシュの茶色い瞳をしっかと見つめた。

「手の相は悪くない」

「馬鹿だろう、お前は。鍵を寄よ越こせと言ってるんだ。扉の鍵」

　ああ、と懐を探って銀の小さな鍵を手のひらに乗せて差し出す。ヴァルドエルの大きな手に乗せていると、普通の鍵でも小さく見える。

　それをキラーシュが上から取ろうとすると、さっと拳こぶしを握って鍵を包み込んだ。取らせまいとする行動にキラーシュは瞳を細めてヴァルドエルを睨みあげる。

「鍵、寄越せ」

　ヴァルドエルの拳が開く。キラーシュが鍵を取ろうとすると、またぎゅっと閉じられた。

「おい」

「腹が立つ」

「は？」

「由香利が眠っている部屋にお前が一人で行くと思うと、無性に物もの凄すごく腹が立つ」

「お前がその女を気に入っているのはわかったから、鍵を寄越せ。女が苦しんでるんだろうが。さっさと行って、サクッと診てきてやる」

「………頼む」

　頼みながらもムスッとしたヴァルドエルから鍵をもぎ取って、キラーシュはすぐに荷物をまとめた。

　どうせ大したものが置いていない家だ。ヴァルドエルが大雑把な性格なのはよく知っている。高熱というのなら、体を温めるために厚手の毛布がいる。それに他にもいろいろと必要なものがあるかもしれない。食事も持って行ってやったほうがいいだろう。持って行くなら消化にいいスープ系がいい。一度自宅に戻って持って行くのもいいし、どこかで買い足してから行かねばならないかもしれない。代金は後で二割増しにしてヴァルドエルに請求すればいい。

　薬と往診道具を鞄かばんに詰め込み、いまだ部屋から出ないヴァルドエルの表情をちらりとうかがえば、どこか影を落とした横顔が目に入る。

　こんな表情をするヴァルドエルを久しぶりに見る。前に見たのは十年以上前のことだ。ある時からヴァルドエルは表情をなくした。いや、なくしたというのは語ご弊へいがあるかもしれない。

　ヴァルドエルは笑うし怒るし、時には泣くこともある。が、目の奥にはそうした感情が一切見えない。いつもどこか冷めていて、外側から自分を見るような冷静さを持っている。

　普通はヴァルドエルの表の表情に騙される。だがキラーシュは昔からヴァルドエルを知っていて、だからこそ気づいた。タガが外れたヴァルドエルはもっと感性が豊かだ。それは本当に気を許した相手にしか見せない表情で、そして気を許しているはずのキラーシュですら久しぶりに見る。

　友人にこんな表情をさせる存在に、キラーシュは少しだけ興味が湧く。

「しかし、お前が娼婦にそこまで入れ込むとは思わなかったな」

「娼婦ではない……と思う。衣服は娼婦のようだったが、何か事情があるようだった。しばらくは様子を見る」

「事情、ね。妙なことに巻き込まれないうちに、手放したほうが賢明だと僕は思うけどね」

　そう言うとヴァルドエルは黒い瞳をさらに陰らせて沈痛な表情をした。友人が不安な表情をしているのに、キラーシュは逆に嬉しくなる。

　ヴァルドエルにこんな表情をさせるとは、それほど心を揺さぶられるくらい良い女なのか、あるいはそれほど具合がよかったのか。どちらにしてもその由香利という女を視てからヴァルドエルの側に置いていいかどうかを判断するしかない。もし悪影響を少しでも与えそうな女なら、熱があろうが追い出す。ヴァルドエルの見つけられないような場所へ。

　もしもの時は殺すことも厭いとわない気持ちで、鞄の中にある執刀用のメスをキラーシュは握りしめる。

「お前にそんな表情をさせるほどの相手だってことはわかった。とにかく、診てくるよ」

　心の内を悟られないように、メスの入った往診鞄を抱えてキラーシュは部屋を出た。
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　病気になると気が弱くなるというのは本当だったと由香利は思った。

　知り合ったばかりの男に何度もイかされて、そのあと男を中に迎えることなく高熱で寝込んでしまって混乱していたせいかもしれない。

　うなされ何度か夜中に起きた、ような気がする。夢か現うつつかわからない状態だったからだ。起きるたびに横に付き添ってくれていた男に、どこにも行かないでほしいと言った、ような気がする。側にいて、とも。手を握っていてくれと頼んだような気もする。さらに、眠る直前にもなぜか無性に悲しくなって泣いたような記憶もある。

　どれもが曖あい昧まいで、あれが現実であったのかどうかわからない。けれど、夢であってほしいと由香利は心の底から思った。

　思い出しても恥ずかしい。なぜあんなことが言えたのか由香利は自分でもよくわからなかった。会って数時間しかたっていない男にあんなふうに頼るなど普段の由香利からは考えられなかった。それに相手からしたら間違いなく迷惑だろう。もう大迷惑を通り越して、うっとうしいことこの上なかったに違いない。

　一夜限りの関係で終えるはずの女が、高熱を出してぶっ倒れ、最後までできなかった上にベッドまで占領されて寝ずの番。地獄を味わった看護師か、あるいは新手の拷問でしかない。

「ヴァル」

　それでも由香利はその男の名前を呼ぶ。しかし、今それに応える声はない。

　朝起きたらすでにヴァルドエルの姿はなかった。迷惑をかけているのだし出ていこうかとも思ったが、高熱でフラフラする上に一宿一飯のお礼の報酬である自分の体さえまだ差し出していない。このまま出ていけば看病詐欺だと思いなおした。

　結局温くなったタオルを水で濡らし、絞って自分の頭に乗せるだけでまたベッドに倒れこんだ。この上は、一刻も早く治してヴァルドエルに体を差し出すしかない。もう、一度抱かれるくらいでは払えないほどの迷惑をかけている。

「早く、帰ってこないかな」

　側にいないのが寂しい。会いたくて仕方がない。名前しか知らない男を求めて、由香利は眉を下げた。ヒヨコが生まれて初めて見た動くものを親だと認識するように、異世界に来て初めて会った男を頼るよう意識に刷り込まれている。

　どこに行ったのかもわからないし、帰ってくるかどうかもわからない相手を由香利は想う。

　決して広いとは言えない家には夏の昼の日差しが窓から差し込んでいて明るい。なのに、誰もいないと寒々しく感じる。

　日本の住宅と違ってヴァルドエルの自宅の天井は高く、夏の暑さも気にならないほどに部屋は快適な温度を保っている。土間のせいもあるのかもしれない。

　そんなとりとめのないことを考えながら由香利はベッドに横たわったまま天井を見つめた。立っていても高く感じる天井は、横になっているとさらに高く感じる。

　普段と違う風景に、由香利は戸惑うとともに心細くなる。

　病気になると人恋しくなる。ベッドサイドに置かれた椅子に触れても温もりはなく、人がいた痕跡すらも見当たらない。それが余計に由香利を心細くさせていた。

「ヴァル～」

　泣きそうになってタオルケットを引き上げた。タオルケットには自分ではない匂いが染みついている。男性独特の匂い。それに少しだけ汗臭い。けれどそれが今は唯一、ここに一人じゃないと思わせてくれる。

　胸いっぱいにその匂いを吸い込めば、ヴァルドエルの強面の顔が思い浮かぶ。太い首、厚い胸板。一つしかない黒い瞳。力強い鼓動。筋肉質な無駄のない肉体。武骨な太い指。その繊細な動きまで思い出してしまって、由香利は顔を赤らめた。

　そういえば、と由香利は思い出す。

　妙に生々しいリアルな夢を見た。ヴァルドエルに抱かれている夢だ。夢の中で、ヴァルドエルが耳元で自分の名を呼んでいたことを思い出し、あれだけイかされたのにまだ欲求不満なのかと恥ずかしくなる。

　そのとき、カチャリと鍵を開ける音が室内に響いた。パッと顔を輝かせてそちらを見るが、衝立のせいで扉は見えない。扉が開いて閉まる音、コツコツと靴音が室内に響く。

　衝立から顔をのぞかせたのは見知らぬ男だった。

　肩口まである赤い髪は癖があり、ところどころはねている。鼻が高くきりっとした顔立ちだが、少し垂れた目じりが全体的にきつく感じる顔だちを和やわらげさせていた。茶色い瞳をわずかに開いて、由香利を見つめている。それから気を取り直したように目を細め、唇に笑みを浮かべた。

「おや、起きてたのか」

　スラっとした細身の男はつかつかとベッドに近づくと、濡れたタオルをのけて由香利の額に手を置いた。

「あ～、まだ高いな。というか、こんな薄いタオルケットで体が温まるわけないだろうが。馬鹿だねえ」

　男は手に持っていた毛布をタオルケットの上からかけたあと、あっと呟いてタオルケットごと引っぺがした。

「わあっ」

　白い裸体があらわになって、由香利は両手で体を抱きかかえるように丸くなった。

「ほんっとに馬鹿だな。裸のままじゃあ、治るものも治るかっての」

「あの、あなたは誰ですか？　っていうか、タオルケット返してください」

「駄目駄目。まずは体を拭いて着替えてからだ。あと食べられるなら食事もとって、薬も飲んでから寝な」

「だから、誰なんですか？」

「僕はキラーシュ。医者だ」

　キラーシュと名乗った男は、部屋を物色してタンスからシャツを引っ張り出すと由香利に投げてよこした。

「ないよりマシだろ。体拭いて、これ着て」

「は、はい」

　医者と聞いて、由香利はその指示に素直に従った。

　キラーシュはさらに部屋を物色し、いろいろ取り出しては文句とため息を吐いている。

　自分に視線が向かないことを確認して、由香利はベッドから身を起こす。汗をかいた体をぎゅっと絞ったタオルで拭いていく。濡れタオルで拭うだけでも汗のべドべトした感触がなくなって気持ちがいい。

　太ももを拭う時に汗ではない乾いた跡を見つけて由香利は真っ赤になった。

　どうにか全身を拭き終えて、渡された黒いシャツを頭からかぶる。当然大きい。肩の位置はもちろん合っていない。半はん袖そでのはずが七分丈になり、裾は太ももまで隠れている。乾いてはいたがさすがにショーツははけないのでそのままだった。お尻がスースーする感覚は落ち着かない。代わりにタオルを腰に巻いて、何とかやり過ごした。

「じゃあ、診察するからそこ座って」

「はい」

　ベッドに腰掛けると、その前に置かれた椅子にキラーシュが座る。茶色の目が先ほどと違って真剣で、医者の顔をしていた。男の仕事の顔で見つめられ、由香利はどきりとする。

「目だけ上に向けて」

　下瞼をぐいっと下げられ、すぐに戻される。そのまま親指が頬をたどり、顔のふちに添えられた。キラーシュの指は由香利の顎の下を探るように触る。ヴァルドエルとは全く違う白く細長い指先。その指の冷たさが気持ちよくて由香利は目を細めた。首を親指で探られ、鎖骨まで来たところで手は離れた。

「次、胸見るから服を首まで上げて」

「はい」

　いったん腰を浮かしてシャツの裾を首元まで引き上げる。白い胸があらわになって少し恥ずかしいが、キラーシュは医療行為で診てくれているのに、そんな風に思うこと自体が失礼だと思って我慢する。

「そのままじっとしてて」

　言われるままじっとしていると突然キラーシュは由香利の胸に耳を押し当てた。てっきり聴診器が当てられると思っていた由香利は驚いて腰を引く。

「動くな」

「は、はいっ」

　鋭く命令されて、由香利は石のように固まった。けれど肌は石にはなれない。キラーシュのはねた髪が肌をくすぐる。呼吸が胸にかかってこそばゆい。探るように頭の位置があちこちに移動する。そのたびに由香利の肩がピクリと反応した。キラーシュの頬が一瞬胸の頂に触れて肩が震える。顔に血液が集まって、熱くてボーっとし始めたころにようやく離れた。

「ん。問題なし。熱冷ましの薬を飲んで、様子を見ようか」

「は、はい。あの、ありがとうございました」

　診療がようやく終わって、由香利は大きく息を吐き出した。首元まで上げていたシャツを元通りに戻す。

「ちょっと、手を見せてくれる？」

　診察の一種なのかと首を傾げながらも由香利は右手を差し出す。手の甲をじっくりと観察し、裏返して手のひら全体に指を這わせる。指の付け根を揉んだり、指先を摘んだりして観察した後パッと解放した。

「診察完了。それで、食事はできそう？」

　聞かれて由香利は首を傾げた。お腹はあまり減っていない。しかし、考えれば昨日の夜から何も口にしていない。ちゃんと薬を飲んで早く治したい。そのためには何か食べておいたほうがいいだろう。

「食べます」

「ここで食べる？」

「いえ、テーブルで食べられます」

　人のベッドで食事などとんでもないと由香利は首を振った。そんな由香利の姿を頭から爪先まで眺めてキラーシュはクスリと笑った。

「今更だけど、やっぱり大きいな。あんたの着てた服はまだ乾いてないし、何も着ないよりはいいだろう」

「勝手に借りて、怒られないでしょうか」

「そんなことで怒るわけがない。君ならなおさら」

　はあ、と気の抜けた返事をして由香利は席に着いた。

　テーブルにはキラーシュが持ってきてくれた大きなパンとスープが置かれている。

「ゆっくりと、食べられるだけでいいから食べな」

「はい。いただきます」

　向かい側に座ったキラーシュが、由香利の言葉に意外そうに目を丸くした。それからふんわりとほほ笑む。それに由香利も笑みを返した。

「キラーシュさんはどうしてここに？」

「ヴァルに頼まれたんだ。あんたを診てやってくれってさ」

　ああ、やっぱりと由香利は思った。鍵を開けて入ってきた時から、なんとなくヴァルドエルが寄越したんじゃないだろうかとは思っていた。またヴァルドエルに迷惑をかけている。医者ということは、治療費はもちろん彼持ちだろう。

　借りがたまる一方だ。どれだけ彼に抱かれれば帳消しになるのだろうかと内心由香利はため息を吐いて、テーブルのパンに手を伸ばす。食欲はないが、とにかく食べなければ治るものも治らない。

　由香利の顔ほどもあるパンはフランスパンのように外側はかたく、中はふわりと柔らかい。熱であまり力の入らない由香利が固いパンを千切るのに苦労していると、キラーシュが横から取って千切ってくれた。スープも少し冷めていたが、素材の味を生かした優しい味に心と体がほっこりとする。

　キラーシュは由香利がゆっくりと食事をしている間に、ベッドのシーツを真新しいものに替えていく。使用済みのシーツは丸くまとめて板間の端に置かれた。洗濯機という便利なものがあるはずもなく、どうするのだろうと見ていると、キラーシュはまとめた洗濯物を持ってきた大きな鞄にひとまとめにして入れていた。持って帰って洗うようだ。

「通い妻みたい」

　手際のよさに感心して呟けば、キラーシュは全身を震わせて身震いした。

「気持ち悪いことを言うんじゃない！　僕は男だし、たとえ女でもあいつの世話なんてまっぴらごめんだ。面倒くさいし、暑苦しいし、堅苦しい。厄介ごとしか持ってこない。それに、馬鹿だからな。あいつは」

　憤ふん慨がいして一気にまくしたてられ、由香利は目を瞬またたかせた。文句のわりには家の中のこともよく知っているみたいだし、こうして面倒ごとを見に来てくれている。悪ぶって見えるが、根は優しくていい人なのだろうと由香利は勝手に思う。それに、ヴァルドエルが寄越した人間に悪い人などいないと確信が持てた。

　本当に刷り込まれていると由香利は小さく笑う。

「昔からの知り合いですか？」

「ああ、昔馴染み。腐れ縁ってやつだ。あいつは馬鹿だから放っておけない。それに、頼りになるのは間違いないし、こうして借りをつくっておくのは悪くないよ」

　頼りになるという言葉に由香利は深くうなずく。見た目からして地面に足をつけて立っている感じがする。巨木のような安定感。熱を出した由香利を慮おもんぱかってくれる、懐の深い優しさや温かい包容力。

（包容力……）

　いろいろ思い出して由香利はまた赤くなった。

　結局由香利はスープは飲みきったものの、パンはほとんど食べられなかった。固形物が喉を通りにくかった。それでも食べたお陰か少しだけ体が楽になったような気がする。

　渡された苦い薬を飲まされて一息ついたとき、キラーシュが目を細めて目の前に座る由香利を見つめてきた。

「こっちも一つ聞いてもいいか？」

「はい」

「あんた、娼婦？」

　予想だにしなかった言葉に、驚きすぎてひゅっと息を吸った拍子に唾が気管に入り、盛大に由香利は咽むせた。涙を浮かべて咽る由香利の背を、キラーシュは優しく擦る。

　由香利のせき込みが落ち着いてくると、由香利に水を勧めて今度は隣に腰を下ろし、黒い瞳をひたと見つめた。その瞳が先ほどとは違って厳しい色をたたえている。

「娼婦じゃないなら、なんであんな格好して立ってたわけ？」

　由香利の短いスカートや胸元の開いた服は娼婦の服のようだとキラーシュは説明する。初めて聞いた情報に、由香利は目を白黒させた。確かにここで見た女性は皆ひざ下までのスカートをはいていた。

　ヴァルドエルが来いと誘った理由も今ならよくわかった。

「何の目的でヴァルに近づいた？」

「近づいたっていうか、ヴァルが来いっていうからついていっただけで」

「体を売るためについてったのか？　それって娼婦じゃないか」

「違います」

「じゃあ、君の目的は何？」

「私はただ、しょ………」

　言いかけて由香利は口をつぐんだ。

　処女喪失の手伝いをしてもらおうと思っただけ。しかしそれは、体を売ることと一体何が違うのか。現に、由香利は寝床と食事と治療まで受けさせてもらって、見返りに体を差し出そうとしている。そのことに思い至って、由香利は愕がく然ぜんとする。

　やろうとしていることは娼婦と何も変わりはない。

「ごめんなさい。嘘つきました。私は娼婦です」

　由香利はきつく拳を握ってうつむいたまま答えた。キラーシュの茶色い瞳がさらに細まる。何かを見るように上から下へと由香利の全身を眺める。

「へえ。娼婦なのか」

　自分から言った言葉なのに、はっきりそう告げられて由香利の胸が痛んだ。

　日本に戻ることができなければ、ここで生きていくしかない。けれど、右も左もわからない世界で由香利にできることは少ない。竃も使ったこともなければ、金銭感覚もない。言葉はなぜか理解できたが、文字まで読めるとは思えなかった。

　知識もこの世界の常識さえない由香利が金を得るための手段は、娼婦として男に身をゆだねることだけだと思えた。

　キラーシュの指がうつむく由香利の顎を掴んだ。由香利の顔を無理やり上げさせ黒い瞳を覗くように見つめる。茶色の瞳が細まり、キラーシュの長く細い指先が顎をたどって頬へと伸びる。

「いっ！」

　キラーシュの指が、由香利の柔らかい頬をぎゅっと抓った。

「いひゃい。いひゃいです！」

「嘘ついた罰だよ。僕がそんな嘘に騙されると思ってるわけ？　隠していることがあるなら全部吐きな」

「ひゃ、ひゃい。しゃべりましゅ」

「よろしい。ただ……」

　と、キラーシュはいったん言葉を区切ってふわりとほほ笑んだ。

「今度でいい。今日のところは休みな」

　優しくそう言われて由香利は目を瞬かせた。

「今じゃなくていいんですか？」

「病人に無理はさせられない。君が悪い人間じゃないことがわかったから、今はそれだけでいい」

　キラーシュに手を取られ、由香利はベッドに誘いざなわれた。横になった由香利にタオルケットと毛布がかけられる。キラーシュはタオルを絞って由香利の頭に乗せた。

「薬を飲んだから、夜には熱が下がるだろう。だけど、今夜は無理をせずにゆっくり休みな。ヴァルにもちゃんと釘を刺しておくから、君は妙な気を起こさず自分の体を治すことに集中すること。いいね？」

　由香利がうなずくと、キラーシュはタオルの上に手を置いた。冷たさが額にしみこんでくるような感覚に由香利は目を細めた。

「迷惑かけてますね。私」

「そう思うんなら、早く治しな」

「はい」

「素直でよろしい」

　茶化すように言われ、由香利はくすくす笑った。人の気配が今は嬉しい。病気はやはり人恋しくさせる。けれど、キラーシュはそんな由香利にふと表情を曇らせた。

「君が素直で悪い奴じゃないのはよくわかった。でも気をつけな。世の中には笑顔で人を騙す奴なんていっぱいいるんだ。君は簡単に人を信用しすぎる」

「キラーシュさんは優しい、いい人です。私わかります」

「そんなこと言って、泣いても知らないよ」

「キラーシュさんになら、泣かされてもいいです」

　ヴァルドエルが信用して寄越してくれた相手だ。キラーシュが由香利を騙すはずがない。そう思って口にすれば、キラーシュはなぜか唖あ然ぜんとして由香利を見ていた。それから面白そうにクックと笑う。

「その言葉、忘れるんじゃないぞ」

　新しいおもちゃを見つけた少年のように、瞳をキラキラさせてキラーシュが嬉しそうに笑う。

「さあ、もうお休み」

「はい」

　言われて素直に目を閉じる。医者の言うことは絶対だし、正直に言えば少し疲れていた。落ち着いていた熱が上がったような気もする。

　その頬に柔らかい感触が一瞬触れた。驚いてパッと目を開けば、ニヤリと笑うキラーシュの茶色い瞳が間近にあった。

「診療代、確かに頂いた」

「え？　あの」

　驚きすぎてあたふたする由香利にお休み、と髪を優しくひと撫でし、キラーシュはベッドを離れた。

　コツコツと靴音が遠のいていく。扉が閉まり、カチャリと鍵をかける音が室内に響いた。

　再び一人きりになった由香利は寂しさを感じる暇などなかった。ドキドキしたまましばらく過ごしていたが、薬のせいか熱のせいか勝手に重くなっていく瞼に逆らえずそのまま眠りに落ちた。
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　キラーシュが医務室に帰って来たのは、砦を出てから三時間近くたってからだった。揃わなかった小物を買ったり、所用を片付けたりして結構時間がかかってしまった。

　医務室の扉を開けたキラーシュはそこにあった壁に眉根を寄せた。開放的な部屋のはずなのに、扉を開けると暑苦しい筋肉の壁が入り口をふさいでいる。

「どうだった？」

　鞄を置く暇も与えられず大男に詰め寄られ、キラーシュは大仰にため息を吐いた。

　迫りくる壁を渾こん身しんの力で押し返し、キラーシュは医務室に入って扉を閉めた。執務机に鞄を置いて椅子に座る。ヴァルドエルはその後ろを忠犬のようについてくる。妖よう艶えんな美女ならともかく、こんな暑苦しい男に追いかけられたくはない。

「薬を飲ませたから、夜にはよくなる」

「そうか」

　ため息交じりにキラーシュがそう告げれば、ヴァルドエルは心底ほっとしたような表情を浮かべた。そんな友の表情にキラーシュは笑みを浮かべ、先ほど視てきた由香利のオーラを思い出した。

　キラーシュは幼いころからオーラというものを視ることができた。

　人の周りに漂うように存在するオーラ。それは人の持つ生命力のようなものだとキラーシュは考えている。その人の健康状態であったり、心の状態を的確に色で表す。

　見ることのできる人間は滅多にいないらしいが、キラーシュは自分を特別な人間だとは思っていない。確かに医者としてありがたい力ではあるものの、観察眼があればやましい人間かどうかくらいわかる。勘の鋭いというヴァルドエルなどは、オーラなど関係なく野生児能力でかぎ分けてしまう。

　由香利のオーラは高熱を出していたためか淀よどんだような緑だった。

　話している最中の由香利のオーラは淀んでいてもなお美しい。それが、娼婦だと言った時だけ色が汚れて暗くなった。明らかに嘘をついているのは、オーラを視なくても表情からまるわかりだった。嘘のつけない正直さに呆れ、同時に好感も抱いた。

　ヴァルドエルに不安な顔をさせるだけの女かどうか、危険な存在でないかどうかを視てきた。そしてその結果、由香利自身には何の裏もないことが視えた。本当に行き場をなくしてヴァルドエルに誘われるままついて行ったという感じだ。

　彼女の言葉には嘘はない。最後の自分が娼婦と言った言葉だけが嘘だった。何か事情があると言ったヴァルドエルの言葉通り、何かあるのだろう。

　このあたりには珍しい黒髪黒目。ヴァルドエルが執着するのもわかるくらい、庇護欲をそそる雰囲気を持った女だ。

　なにも知らない少女のような反応。あれが演技でないことはオーラを視ればわかる。

「彼女は白だ」

　安心させるために伝えれば、途端にヴァルドエルは表情を一変させた。キラーシュを射い殺ころさんばかりに睨み付けてくる。

　気に入っている女の疑いが晴れたというのに、ゆらりとキラーシュに近寄ると上から睨み下ろした。机越しだというのにその瞳は厳しくキラーシュの茶色い瞳を射抜く。けれど慣れたものでキラーシュは全く動じず黒い瞳を睨み返した。

「お前、由香利の下着の色を見たのか」

　いったいなんの話をしているんだ、この男は。キラーシュは情けなくなる。そういう奴だとわかっていても頭を抱えずにはいられない。

「馬鹿か。妙な女じゃないって言ったんだ。事情はまた今度聞くことを約束して、今日は休むように言ってきた」

「由香利は素直で可愛い女だ」

「ああ。それはよくわかった。僕が医者だと名乗ったら素直に言うことを聞いた。何の証拠も示してないのに、すぐに僕の言葉を信じた。平和ボケしすぎて、少し怖いくらい。素直すぎて、心配になる」

　鞄から聴診器を取り出して、キラーシュは瞳を陰らせる。

　何とも不思議な女だ。

　奴隷とは思えないなめらかできめ細やかな肌。町娘とは思えないマメのない手のひら。貴族とは思えない常識のなさ。そして、娼婦とは思えない初な反応。

　じゃあいったい彼女はなんだ。

　今日初めて会った男と二人きりで一つ屋根の下にいるのに、医者だと名乗っただけですぐに警戒を解いた。診察の時も聴診器を使わないやり方に驚いたものの文句は言わなかった。まるで存在自体を知らないような反応だ。なのに、胸を見ると言えば躊躇ためらいもせずにシャツをまくり上げて胸を晒さらした。

　食事に妙な薬が入っていると疑うこともなく、ベッドに誘導した時も襲われるかもしれないという警戒心が全く感じられなかった。

　医者と名乗った途端に絶対的な信頼を寄せてきたことがすぐにわかって、キラーシュは由香利の身が心底心配になる。由香利相手なら、人など騙したことのないど素人でも簡単に騙せる。

　人を疑うことのない、底抜けに平和な世界で生きてくれば、あんなのほほんとした人格が形成されるのだろうか。

「由香利には何もしてねえだろうな？」

　黒い瞳で探るような視線を向けられて、キラーシュはため息を吐いた。どれだけあの女に溺おぼれれているのかと思う。恋とか好きを通り越して溺愛だ。溺れすぎて、馬鹿がまともになったりしないだろうかと少し期待する。

「医療行為をしただけだ。女の裸なんて、そこら辺の観葉植物と同じだ。僕にとっては何一つ魅力的に見えない」

「由香利は魅力的だぞ」

「僕に襲ってほしかったのか？」

「襲うつもりだったのかっ」

「お前ね。いい加減その馬鹿な頭を何とかしろよ。何でそんな頭で軍団長に収まっていられるのか、僕ははなはだ疑問だよ」

「人徳じゃねえのか？　俺は面倒見がいいからな」

「自分で言ってりゃ世話ないよ」

　言いながらキラーシュは鞄から道具を取り出していく。底にあるメスが目に入り、それを握ってキラーシュは目を細めた。

　由香利が白だと言ったのは嘘ではない。彼女自身には全く疑うべきところがないし、人を騙せるような人間でないことも実際に会ってみてよくわかった。が、由香利を利用しようと画策する輩やからが裏にいないとはいえない。

　もしもの時にはコレが必要になるかもしれない。できればそんな日が来ないのが一番いいのだが、危機感の薄い由香利は簡単に人に騙されそうだし、ヴァルドエルは由香利に対して全く警戒していない。由香利を使えば、いつもの鉄壁な警戒心も簡単に乗り越えてヴァルドエルにまで危険が及ぶ。

　いずれにしろ、由香利の周辺には目を光らせておくほうがいいだろうとキラーシュは一人うなずいた。

「ところで、由香利はあのまま家に泊めるつもりか？」

「あたりまえだろう」

　当然のようにうなずかれて、キラーシュは内心ため息を吐く。ヴァルドエルは単純なのに言い出したら引かない強情な面もある。一度こうだと決めてしまうとなかなか変えようとはしないのだ。

「僕はあの家に留めておくのは賛成できない。危険だよ」

「大丈夫だ」

　何がどう大丈夫なのか、もちろん根拠などないのだろう。いわゆる野生児の勘というやつなのだろうが、キラーシュは顔をしかめる。今までは大丈夫だったとしても、状況は変わっていくのだ。大丈夫なことが大丈夫でなくなることは多々ある。

「由香利は真ま面じ目めそうだから、一宿一飯の礼に幾度かお前に抱かれたら自分から出でいくかもしれない。あるいは誰かに取られたり。それでも大丈夫だって言えるのかな？」

　由香利の性格からして義理堅そうだから勝手に出ていくなどありえないだろう。そう思いながらもヴァルドエルを振り返れば愕然とした表情をしていた。久しぶりに瞳の奥にまで表れたヴァルドエルの表情にキラーシュは驚き、同時にニヤリと人の悪い笑みを浮かべた。

「ま、せいぜい誰かに取られないように家に見張りでもつけておくんだね」

　キラーシュの言葉を聞いているのかいないのか、ヴァルドエルは沈痛な表情のまま何かを考えている。

　由香利は間違いなく、ヴァルドエルの弱点だ。キラーシュは目を細めてヴァルドエルを見やり、鞄の奥にメスを大事にしまい込んだ。
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　熱が下がってから二日がたった。

　体温計はないが、ヴァルドエルと額同士を合わせてみれば、由香利のほうがやや低く感じる。体も軽くなったし、体調もいい。

　けれど、由香利の移動範囲はこの室内だけであった。朝食はヴァルドエルとともに食べ、昼食はキラーシュが届けてくれる。そして夕食はまたヴァルドエルが買ってきたものを二人で食べる。

　立派な竃があるのに料理をしている感が全くなかったのは、ヴァルドエルがここで自炊していないからだとすぐにわかった。存在するかどうかわからないが、フライパンや鍋といったものがこの家にはないのだ。あるのは深い釜一つ。おもに湯を沸かすために使われる。

　必要なものはヴァルドエルが買ってくる。食事もそうだし、衣服も女性用のものを買ってきてくれていた。

　由香利は今は空色のワンピースを着ている。ゴムという存在がないせいか、少しゆったりしていて、腰のあたりを布で巻いて調節する。肩はもちろん、丈も長く膝下まで隠れていて肌の露出面が少ない。夏でも長袖で、さらっとした生地なのでそれほど暑くはないが、由香利は常に袖を捲り上げていた。

　これが普通なら、確かに由香利の着ていた日本の服は露出が多すぎて、男性を誘っていると思われても仕方がない格好だった。

　食欲も戻ってきたせいか運動したくなった由香利は、少しだけ外を散歩しようとも思ったのだが、なぜか扉が開かなかった。ドアノブはあるし鍵穴もあるのだが、サムターンだけがない。内側から開けるためのつまみがどこにもないのだ。いろいろ試した結果無駄だとわかって、今度は窓にとりついたのだが結果は同じだった。風呂場の高い板塀を乗り越えることは無理だし、そこまでして外に出たいわけではなかったので、風呂の周りをぐるぐる回って外の空気を堪能してから部屋に戻ってきた。

　暇だったので、次は家の手伝いをしようと竃に火をおこしたら釜の中で炊いていた具材が消し炭になった。同時に釜もダメになった。おこしかたはわかっても、消しかたがわからなくて火の調節もできなくて、延々強火で炒いられ続けた状態になってしまった。もちろん食べられるはずもなく、ヴァルドエルにはさらに迷惑をかけた。

　今は竃に新品の釜が置かれている。それを見るたびに由香利は一人ではもう竃には手出しすまいと心に誓う。

　外出できず、料理もできないとなるとあとは掃除しかない。しかし掃き掃除は一時間もせずに終わってしまった。本当に何もない部屋だから、掃除するところも少ないしもともと汚れるところも少ない。

「ああ、暇だ」

　ヴァルドエルが由香利にと持って帰ってきた分厚い本が机に置いてある。イラストのほとんどないその本を開けて由香利は文字を目で追う。夕方とはいえ夏の日の入りは遅い。まだロウソクをつけなくても本の文字は見える。しかし、残念ながら由香利はやはりこの世界の文字は読めなかった。それでも何もしないよりはいいと、頭に入ってこない記号を目で追い続ける。

　そのときカ───ンと町中に甲高い鐘の音が鳴り響いた。鐘の音は合計六回鳴らされる。今は午後の六時。

　この町では朝六時から夜の七時まで一時間ごとに鐘が鳴らされる。時計もあることはあるが、時間は鐘が教えてくれるのであまり重要視されていないらしい。

　由香利は本の文字を目で追いながらそわそわとしだす。扉のほうへ目を向け、また本へ戻す。しばらくするとまた扉を見る。

　この二日でわかったことだが、ヴァルドエルは六時を過ぎたころに帰ってくる。帰ってくるだろう主をそわそわして待ち焦がれ、帰ってくると見えない尻しっ尾ぽを振って出迎える。

　まるで忠犬のようだが、由香利は気にせずまた扉のほうをうかがう。

　カチャリと鍵の開く音がして、由香利はぱっと顔を輝かせて本を閉じた。

「おかえりなさい」

　扉を開けて入ってきたのが予想通りの筋肉ダルマで由香利は満面の笑みを浮かべる。けれど今日はヴァルドエル一人ではなかった。後ろからひょっこりと顔を出した赤毛の男に由香利は驚いたが、同じように笑みを浮かべた。

「キラーシュ」

　毎日の往診で顔馴染みになった由香利は、キラーシュからそんな偉い立場ではないから『さん』づけと敬語をやめろと言われていた。往診までしてくれるお医者様なのに無理だと由香利が断ったら舌が痺れるほどの苦い薬を飲まされて、今はヴァルドエルと同じように普通に話しかけるようにしている。でなければ、お仕置きとしてまた苦い薬を飲まされる。

「こんばんは、由香利。お邪魔するよ」

「はい、どうぞ」

　居候が我が家のようにして客を出迎える様にキラーシュは苦笑する。

「今日はどうしたの？　もう平気だよ、私」

「うん。それは昼間診察に来て知ってるよ。今夜は君の話を聞きに来た」

　ああ、そうかと由香利はうなずく。元気になったら自分のことを話すと約束していたことを思い出す。とうとう自分のことを話す日がやってきたのかと少し不安になる。といっても、この世界に来てからまだ三日しかたっていない。

　何をどう話すかは決めている。実際に自分の身に起こったことを、こことは違う世界の話を誇張こちょうなく正直に話そうと由香利は考えていた。ただ、正直に話すと決めても二人に信じてもらえるだろうかと由香利は不安になる。信じてもらえなくてここを追い出されたら、それこそ由香利は行く当てがなくなって身売りという最終手段に出るしかなくなる。

　不安になっていたせいか、その夜の食事はあまり進まず、味もよくわからなかった。










「…………」

　すべて話し終えて、由香利は背筋を伸ばして二人の反応を待った。二人は由香利の話を真剣に、そして口を挟むことなく聞いてくれた。時々小さくうなずいたり、首を傾げたりするところはあったものの、嘘だと言いたてることなく由香利の言葉を聞いてくれたのはありがたかった。

　聞き終えたヴァルドエルは顎に手を当てて何やら考え込んでいる。キラーシュは時々目を細めながら由香利の話を聞いていたが、話し終わるとあちこちに視線をやりながらやはり何事か考え込んでいる。

「異なる世界、ねえ」

　ようやく頭の中が整理できたのか、キラーシュがぼそっと呟く。

「やっぱり信じらない？」

「いや。予想の斜め上というか、天井を突き破ったというか。でも、それくらいじゃないと君の存在は確かに説明できないよね。それくらい君は不思議の塊って感じだからさ」

「私、不思議ちゃんなの？」

「聴診器を使わなくても怒らなかったし、竃の扱い方も知らないだろ？　ここでの常識が君にはおよそ通用しない。それに君の着ていた服、あれはもっと説明がつかない。あんな生地も素材もここには存在すらしない」

　聴診器のことについては翌日の往診ですでに説明されていた。持ってくるのを忘れたからと説明されて、実際に聴診器がなかった時代は胸の音を直接聞いていたこともあると説明されれば、由香利はそんなものかと納得していた。無論聴診器がなくても女性の胸に直接そんなことをする医者などいない。だが、この世界の常識を知らず素直すぎる由香利を煙けむに巻くのはキラーシュにとっては簡単なことであった。

「じゃあ、信じてくれるの？　私の話」

「状況からして信じるほかにないってところかな。実際に由香利はここにいるわけだし。それで、ヴァル。理解できた？」

　キラーシュに視線を向けられて、ヴァルドエルはようやく顔を上げた。由香利の顔を見ながらゆっくりとうなずく。

「うむ。不思議な世界から由香利は来たわけだな」

「ああ、そこまで理解できれば上等。それで、由香利は戻りたい？」

　キラーシュの言葉にヴァルドエルの片眉がピクリと動く。そんなヴァルドエルに気づかずに由香利は眉根を寄せて首を傾げた。

「う～ん。絶対に帰らなきゃいけない理由はないし、別にどうしても戻りたいわけじゃない」

「向こうに待ってる人とかいないの？」

「両親はもうずっと前に亡くなったし、兄弟もいない。気になるのはマンションの管理費と冷蔵庫の中身」

　由香利の両親は、由香利が高校の時に事故で他界した。莫ばく大だいとは言えないが、高校生の由香利には管理できないような遺産を巡って両親の葬式の間にも親しん戚せき中で争いがおき、由香利はその時点から独り立ちを決めた。

　後見人である父親の知り合いの老弁護士は、由香利の気持ちを一番に考えてくれる人だった。少し早い独り立ちだったものの、兄弟も祖父母もおらず親類も当てにならない由香利はそれから老弁護士と遺産を管理しながら生きてきた。地方の大学に進学し、遠くに引っ越した先にも親類が金目当てに訪ねてくる。就職先は東京だったが下町でマンションを買い引っ越したのだが、どこから聞きつけてくるのかやはり親類が追いかけてくる。マンションを買ったために、もう遺産などほとんど残っていないというのに、嘘だ寄越せと詰めかける。

　ここに来るきっかけとなった彼氏のことも、正直に言えばもうどうでもよかった。たくさん経験を積んで元彼氏を見返してやりたいとも思っていたが、別にどうしてもまた会いたいわけでもない。というか、別に会わなくてもどうということはない。由香利がいい女に成長すれば、それで自己完結できる話だ。

　頼りにしていた老弁護士も既に他界している。

　そうしたこともあって、元の世界に由香利は未練はない。それに、ここまで親類が来られるはずもなく、せいせいするし厄介事から解放されると思っているくらいだ。

「生活様式とかを教えてもらえれば、ここで生きていこうかと思ってる」

　由香利はきっぱりと答えた。それにヴァルドエルが頬を緩ませ、キラーシュはニヤリと笑う。

「一つ質問。ここって魔法とかある？」

「あるよ」

　キラーシュの短い答えに由香利は瞳を輝かせた。

　異世界といえば魔法である。由香利は異世界トリップしたときから、密かに考えていた。もしかしたら魔法があって、しかも自分が使えるかもしれないと。自分の手から火の玉が出たり氷のつぶてが出たりするのは、想像するだけでワクワクする。部屋で一人でいる時も、時々知っている魔法の呪じゅ文もんを唱えてみたのだがもちろん出るわけはなく、もしかしたら存在しないのかもしれないとも思っていたのだ。だから、魔法があると聞いて驚くと同時に期待する。

　チートとか発動してて、魔法が使えないだろうかと。

「だが、魔法を使える者は多くはない」

「私は使える？」

「残念。由香利は魔法を使うことはできないな。ただ」

「ただ？」

「魔力はほんのちょっぴりある」

「それって何かの役に立ちそう？」

「そうだねえ。小動物と少し仲良くなれるとか、かな」

「何の役に立つの、それ」

「役には立たないね」

　にんまりと満面の笑みで言われて由香利は唇を尖らせた。役に立たないなら少しあろうがなかろうが同じことだ。由香利は魔法使いになる夢をさっさとあきらめた。

「そう怒るな。魔法を使える者が多くないこの国で、魔力が少しでもあるのは凄いことなんだぞ」

「でも、役に立たないんでしょ？」

「まあ、立たないな」

　ヴァルドエルがフォローになっていないフォローを入れてきて、由香利はさらに不満げに唇を尖らせる。

「もういいよ。魔法はあきらめる。それより、いろいろ教えてほしい。特に竃の使い方！」

　由香利は勢い込んで聞いた。

　一人暮らしが長かった由香利は料理が得意だ。竃の使い方を覚えれば、世話になっているヴァルドエルに温かい食事を提供できる。せめてヴァルドエルが疲れて帰ってきた時くらい『食事にする？　それともお風呂？』と言ってあげたい。今の由香利のレベルでは、消し炭の食事と釜かま茹ゆで地獄のお風呂しか出せない。

　キラーシュはそんな由香利に面白そうに笑みを浮かべると、ちらりとヴァルドエルの横顔をうかがう。そこにムスッとしたような顔を見つけてさらに笑みを深くする。

「いいよ。僕が教えてあげる。由香利ならきっとすぐに覚えられるよ」

「ありがとう！　竃が使えるようになったらヴァルに美味おいしい料理作るね。あとキラーシュにも」

「僕はヴァルのついでか」
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　キラーシュの嫌みな笑顔も今は気にならない。日本とは違う見たこともないような食材や調味料を思って由香利は胸を膨らませる。

　どこか不満げな表情をするヴァルドエルを由香利は笑みを浮かべて見上げた。

「これでヴァルに少しでも恩返しができるね」

　自分の得意分野で人に喜んでもらえるかもしれないというのはやはり嬉しい。拾ってもらって迷惑ばかりかけているヴァルドエルの役に立ちたくて、由香利はニコニコする。

「恩返しなんて大おお袈げ裟さだ。由香利は俺が好きで置いているだけだ」

　言われた瞬間、由香利は首から上が真っ赤になった。キラーシュはニヤニヤと人の悪い笑みを浮かべている。が、ヴァルドエルの表情は変わらない。キラーシュは横にいる友人の表情の変化のなさにため息を吐いて頭を抱えた。

　ヴァルドエルの言っている好きは、由香利への好意での好きではない。言い換えれば『俺の勝手で置いている』という意味だろうことに二人は気づいた。

　特別な感情が見えない表情に、しかし由香利は赤くなったままうつむいた。

「あ～、これだから馬鹿は困る」

「何の話だ」

「お前の馬鹿さ加減に呆れてるって話。由香利、気にしなくていいよ。君は君のやりたいように、できることをすればいい」

「……はい」

　キラーシュの言葉に答えながらも、誤解してはいけないと由香利は自分の心に言い聞かせる。ヴァルドエルに特別な感情はない。そんなことを求めてはいけないと。自分だって特別に思っているわけじゃないのに、相手にそれを願うのはおかしな話だ。

　ヴァルドエルは由香利の保護者だ。拾った猫を可愛がるのと同じ。側にいれば体の一つも撫でたくなる。その延長線上で、最初の思惑通り由香利の処女喪失を手伝ってもらえればいい。特別な感情はお互いにないと心に刻みつける。

　いろいろ理由をつけてそう心に刻み付けても、頬は勝手に緩みそうになる。

「本当に、馬鹿ばっかり」

　赤い顔をしながらも好きという言葉を必死に否定しようとしている由香利と、好きだと言ったのにそれに気づかないヴァルドエルに、キラーシュはため息とともに、それでも嬉しそうに馬鹿な二人を眺めた。
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　病み上がりの由香利に配慮して、ヴァルドエルはしばらく由香利を腕に抱いて眠るだけにとどめた。

　ヴァルドエルの腕を嫌がらず、その腕の中で無防備に眠る由香利を見ているだけで心が安らぐ。昼間の傭兵たちとの訓練と呼ぶにはいささか派手な切り合いで疲れた体も、その寝顔を見ていれば癒いやされる。由香利の柔らかな体を後ろから抱きしめ、黒く長い髪に顔をうずめて眠る。ただそれだけのことなのに、ヴァルドエルは深い充足感を得ていた。

　気配に人一倍敏感なヴァルドエルが、由香利に対してだけは気を許していた。人の気配が近くにありながら、由香利の側では熟睡することができる。

　だが、ヴァルドエルも健康な男子である。体は正直で、特に下半身は自分の意思ではどうすることもできないほど興奮してしまうことがある。

　由香利がこの世界へ来て五日目の晩に、ヴァルドエルは風呂上がりの由香利を後ろから抱きしめた。考えて行動したのではなく、風呂上がりの花の香りを漂わせる由香利を思わず抱きしめてしまったのだ。小さく柔らかな体からは湿った熱とともに鼻孔をくすぐる香りが立ち上ってくる。理性が弾け飛びそうになってヴァルドエルはぐっと奥歯をかみしめた。

「抱いても、いいか？」

　耳元で囁けば、ピクリと由香利の体が反応し首元まで一気に赤く染め上げた。その姿がヴァルドエルの情欲を刺激する。返事を聞くように黒い髪に口づけると、由香利が腕の中で小さくうなずいた。

　腕の中から振り返った由香利の瞳には固い決意が見えた。まるで戦場に赴くような目をした由香利にヴァルドエルは苦笑する。

「怖いか？」

「……少し」

　正直に答える由香利に、ヴァルドエルはそっと口づけた。唇を離して間近で見つめる黒い瞳が潤んでいる。

「や、優しくしてください」

　初めて会った夜と同じ言葉を由香利は口にする。ヴァルドエルはその唇に再び触れるだけの口づけを落とす。

「わかってる」

　性急に求めようとする体を抑えて、ヴァルドエルは由香利の頬や瞼に口づけを落とした。耳のふちを舌でくすぐれば由香利は甘い吐息を吐いた。

　それはヴァルドエルの耳を刺激する。耳から入った官能的な響きは脳へは行かず下半身へ直結する。すでに興奮して立ち上がっているモノがさらに硬くなる。

「んんっ」

　ヴァルドエルは甘く感じる由香利の唇をさらに味わおうと、角度を変えて深く口づける。いまだうまく応えることができずに奥へと引っ込む由香利の舌を追いかけて、ヴァルドエルの太い舌を絡ませる。舌を吸い歯列を舐め下唇を食むと由香利の足から力が抜けた。ヴァルドエルのシャツをぎゅっと握ったまま崩れそうになる由香利の体を抱き寄せて支える。

　由香利を支えてベッドへ横たえさせれば、枕まくら元もとに由香利のサラサラした黒髪が広がる。絹のような手触りにヴァルドエルは自分の指を絡ませて何度も髪をすいて梳とかした。

「………ん」

　由香利は気持ちよさそうに目を細め、時々吐息を混じらせる。髪にも性感帯がある。まだ快感として感じることができないためか、由香利はくすぐったそうにしていた。髪にも唇を寄せて口づけを落とし、また桜色の唇に吸い付いた。

　由香利の唇の横に口づけ、そのまま唇を滑らせて耳をチロチロと舐める。途端に由香利が息を荒らげる。由香利は逃げるように顔を背けた。現れた白いうなじにヴァルドエルは舌を這わせた。女性独特の甘い匂いが鼻孔をくすぐる。髪からは花のような甘い香りが漂う。髪に鼻を押し当てて何度も嗅かぐ。

「いい匂いだ」

「今日は髪洗ってないし、石せっ鹸けんの匂いだってとれてるよ」

「だがいい香りだ」

　胸いっぱいに花の香りを楽しんで、うなじに口づける。ちゅっと音をさせてヴァルドエルは首筋に吸い付いた。うなじに赤い跡が残る。所有印のようなそれにヴァルドエルは何度も舌を這わせた。

　口づけを交わしながらガウンの腰ひもをほどくと、由香利の白い裸体がロウソクの明かりに浮かび上がった。ガウンを肩から外してすぐに下着一枚の姿にさせ、ヴァルドエルは上からじっくりとその体を眺めた。由香利が恥ずかしそうに体を縮める。視線で犯しているだけで由香利の体がほんのりと赤く色づいていく。ヴァルドエルは目を細めてその体に手を伸ばした。

　下着一枚の由香利の白い体を、ヴァルドエルの褐色の大きな手がゆっくりと感触を確かめるように滑る。由香利の細い肩から腰まで滑り降り、太ももをくすぐるように指を這わせてまた肩へと戻る。温かい手のひらが由香利の体に熱を与える。それは全身から下半身へと集まり、また全身へ回って由香利を蕩けさせる熱となる。

「ふっ、ん」

　首から肩、鎖骨へと唇で愛撫を繰り返す。呼吸が荒くなり、吐き出す息に甘さが加わる。大きな手が胸を揉むと由香利はたまらず声を上げ、また自分の口をふさいで声を押さえた。途端にヴァルドエルは不機嫌そうに太い眉をぐっと寄せて、由香利を見下ろす。

「おい。なんで声を出さねえんだ。この間は出しただろう」

「む、無理。あんなのやっぱり、恥ずかしい」

「だから、その言葉は煽るだけだと言ったろ。そんなに意識がなくなるまでイかせてほしいのか？」

　ヴァルドエルは言ってふと考え込んだ。それから、胸の頂を急に摘んで優しくこする。

「んんっ、ふっ！」

「気持ちいいか？　いいなら、いいと言え」

　前回の時も、由香利の口からは『気持ちいい』と『イく』という言葉が出なかったことをヴァルドエルは思い出した。聞いた答えは『はい』という肯定の言葉と『嫌、駄目』の否定の言葉である。

　由香利はヴァルドエルの言葉に目を見開くと、顔を真っ赤にさせて口をふさいだまま首を振った。

「恥ずか………っ、んあっ！」

　首を下から上に舐め上げられて、由香利は背を反らした。

「なら、いいと言うまでイかせ続けてやる」

　ヴァルドエルがニヤリと笑う。ロウソクに照らされた横顔がひどく獰どう猛もうに見えた。

　ヴァルドエルは艶えん然ぜんとした笑みを浮かべて、由香利の顔の横に手をつき上からその白い顔を眺める。上気した頬に手を添えて肌を滑らせるようにして首元まで指が這う。指の後を追うようにして唇を這わせた。

「はっ、ん………やっ」

　由香利が反応するポイントをヴァルドエルはすぐに気づいてそこを入念に攻めた。首筋、鎖骨、脇へと舌を這わせれば、由香利はビクッビクッと肩を震わせた。それでも頑固に口を押さえて声は出さない。

　その様子にヴァルドエルは腹の底が熱くなるのを感じた。熱はそのまま下半身へと流れ込んで、己自身を硬くさせる。

　啼かせたい。気持ちいいとその唇から言わせたい。肯定や否定以外の言葉が聞きたい。ヴァルドエルの与える快楽に溺れさせ、その身も心も手に入れたい。

　そんな思いが頭を支配し、熱い血潮が体を駆け巡る。その熱さの塊が由香利を求めて硬くそそり立っていた。

　だが、まだだ。そう思いながらヴァルドエルは由香利の胸に指を這わせる。由香利の口からちゃんとした言葉が出るまでは我慢しなくてはならない。入れれば即座に発射してしまいそうなほど、ヴァルドエルは由香利に煽られていた。

　あの桜色の唇から否定以外の言葉が出たらどれほど甘く、卑猥に聞こえるだろうか。それを想像するだけでヴァルドエルの劣情が煽られる。ヴァルドエルは一つしかない黒い瞳で由香利を見下ろす。その唇に知らず深い笑みが浮かんだ。

　由香利の前では抑えていた感情のタガが簡単に外れてしまう。キラーシュへの信頼とはまた違う、側にいて心地いい存在に自然と肩の力が抜けるのだろう。

　ヴァルドエルの手が由香利の胸の蕾をやわやわと触る。柔らかな蕾は、ヴァルドエルが与える刺激にすぐに反応して硬くなる。それを味わうように舌を這わせる。唇で食み、舌でチロチロと蕾の先を刺激する。

「ふっ、んん！　んふっ！」

　由香利の抑えきれない声が指の間から漏れる。ちゅっと吸ってから蕾を解放する。濡れた蕾は明かりに照らされて卑猥な輝きを見せていた。それを人差し指と親指で摘む。

「気持ちいいか？」

「……はい」

「違うだろ。気持ちいいと言ってみろ」

　由香利の唇が薄く開き、ぎゅっと閉じられる。そのまま目をつむってヴァルドエルの視線から逃れるように顔を逸らした。

「強情だな。なら、声だけでも聞かせろ」

　ヴァルドエルは由香利の口をふさいでいる両手を取って左手でまとめ上げると、ベッドに縫いとめるように押さえつけた。

「やだ、ヴァル。手放して」

　ヴァルドエルの縛めをほどこうと由香利の両手に力が込められる。が、非力な由香利の力がヴァルドエルの剛腕に敵かなうわけがない。

「ヴァル！　手を………ああぁぁっ！」

　ヴァルドエルは舌をすぼませて由香利の硬くなった胸の蕾を軽くつついた。押さえるもののない由香利の口から嬌声が響く。

「やっ、ヴァル。手……やああっ！　ん、駄目！」

　蕾の先端をくすぐるように舌を動かす。焦らすように蕾の周りを舐め、時々蕾に触れる。空いた右手ももう片方の蕾を捏ねまわす。

「気持ちいいんだろ？　言えよ」

「んっ、やだ。言わない！」

　由香利の強情な態度にヴァルドエルは苦笑する。けれど、簡単に落ちないほうが攻める者としては面白いし落とした時の達成感がある。由香利は自分の態度がヴァルドエルを煽っているだけだということに気づかず、赤い顔で首を振って快感をやり過ごしている。

　ヴァルドエルは右手を由香利の肌に添わせて腰を撫でる。そのまま尻の膨らみを手のひら全体で楽しむように触る。赤ん坊のスベスベの肌のような感触がたまらない。感触を楽しみながらもう一度ヴァルドエルは由香利の顔を見上げた。捕らえた腕からはすでに抵抗の力は抜けている。両手の縛めを解いても、もう口を覆うことはしなかった。

　空いた左手と唇で蕾を愛撫し、右手をさらに下へ向かわせる。強弱をつけて胸の蕾を舐りながら、右手で由香利の下着に触れればそこは湿り気を帯びていた。

「濡れてる」

「だから、そういうこと言わないで！」

「恥ずかしいか？」

　真っ赤になって顔を逸らせる由香利に、ヴァルドエルはクックと笑う。肯定しなくても赤くなった顔ですぐにわかる。下着の中に指を潜ひそませれば、指がびしょびしょになるくらい濡れている。自分の指や舌で由香利が感じていると思うと、ヴァルドエルの背筋にゾクゾクと甘い衝撃が走った。

「濡れるくらい感じてるんだろ？　いいって言えよ」

　由香利は真っ赤な顔で首を振った。指で秘裂をくすぐれば由香利は身をよじった。

　胸の愛撫を繰り返しながら、指で秘裂の周りを優しく撫でてやれば、由香利は甘い声で鳴いた。秘裂に触れていた指を新たな蜜が濡らす。

「由香利、凄く濡れてる」

　蜜を指にたっぷりとつけてから由香利の目の前に持ってきて耳に囁く。由香利は反射的にヴァルドエルの指を見て、一瞬で今まで以上に赤くなった。驚きすぎているせいか、ロウソクの明かりに照らされてぬめぬめと光っている指から視線が外せない。滑る指をこすり合わせて離せば間に白い糸の橋がかけられた。

「糸引いてるぞ。感じてるんだろ？　言えよ。気持ちいいんだろ？」

「やだっ、そんなこと言えないっ！」

「強情だな、本当に」

　ヴァルドエルは再び手を戻すと由香利の足から下着をはぎ取った。恥ずかしいのか由香利はすぐに足を閉じてヴァルドエルを入れまいとする。胸の蕾を優しく摘めば由香利の体から途端に力が抜けた。力なく合わせているだけの足の間からするりと秘裂に手を忍び込ませる。秘裂に指を添わせて撫でてやれば、由香利の足からさらに力が抜けた。力が抜けた拍子に体を割り込ませる。気づいた由香利が足に力を入れて閉じようとするが、今度は手で押さえつけた。

　片足を持ち上げて秘部をロウソクの明かりのもとにさらす。逃げようとする腰を捕らえてべろりと秘裂を舐めれば嬌声が上がり、全身から力が抜け逆に足先がピンと伸びた。

「あっ、ん……ああぁ」

　指で優しく花弁をほぐすように摘み広げる。舌で周りを舐めとれば、背中がピクリと跳ねた。そのまま舌を上へたどらせ、花芽を避けて周りを丹念に舐る。秘裂を指で広げて入口をぴちゃぴちゃとわざと音をさせて舐める。真っ赤な顔でヴァルドエルを見ないようにして、ぎゅっと目を閉じたままの由香利の耳を犯す。それだけで、由香利の蜜壺から蜜があふれ出す。じゅるじゅると音をさせて甘い蜜を吸い取る。ごくりと飲み込む音が由香利の耳に届いて肩を震わせた。

　恥ずかしいと言いながら、そういった行為や言葉を言えば、逆に由香利の体は反応して感じるらしい。口では嫌だ駄目だと言っても体は正直だ。だが、どんなにわかりやすいくらいの態度でも、ヴァルドエルは由香利の口から直接言葉として聞きたかった。

　秘裂を舌で愛撫しながらも、ヴァルドエルはいまだに決定的な場所に舌は這わせていない。時々そこにヴァルドエルの鼻が触れたり息がかかったりするだけで、由香利の嬌声が高くなる。焦らしているせいか、由香利が腰をもじもじとさせる。

　花芽は既に興奮で開いている。物欲しそうに震える芽にヴァルドエルは突然じゅっと吸い付いた。

「あああああぁぁぁっっ!!」

　由香利は背を反らし、焦らされた体はあっけなく達した。腰がビクビクと震え、蜜が零こぼれてシーツを濡らす。甘い蜜を求めてヴァルドエルは蜜壺に舌を差し込んだ。あふれた蜜を吸い取り、さらに奥深くまで舌で探る。うねる内部を舌で蹂躙すれば、背を反らせて由香利がまた叫ぶ。

「気持ちいいか？」

「っ……はい」

　問えば肯定の答えが返ってくる。だが、言わせたいのは肯定の言葉ではない。

　意識がはっきりしているうちは無理かとヴァルドエルは思う。もっと啼かせて、意識が混濁するまでイかせなければ望む答えは得られないのかもしれない。

　ヴァルドエルは蜜壺から舌を引き抜くと、花芽を唇で食んだ。

「ひっ、あ、ヴァル！　あっ、ああっ!!　駄目、それ。おかしくなるからっ」

「おかしくなっていい。もっとイってみろ」

　花芽をねっとりと舐り、強弱をつけて愛撫してやれば、達することを覚えた体はすぐに高みへ上り詰める。強い刺激に由香利の全身が震えて甘い衝撃が背筋を駆け抜ける。

「あああぁぁぁっ!!」

　達した瞬間、由香利の瞼の裏が白く染まる。けれど、その瞬間もヴァルドエルの舌は由香利を刺激し続ける。由香利は首を振って、ヴァルの頭に手をやった。力の入らない指でヴァルドエルの灰色の髪を掴む。

「ヴァル！　やっ、駄目、もう駄目！　それ以上、ひっ、んああっ、あ、やあああああっ!!」

　達したばかりなのにすぐに次の快楽に押し流されて、由香利の体はまたすぐに上り詰めてしまう。反った背筋が震える。

　その背がベッドに力なく沈みこんで、ようやくヴァルドエルは花芽から唇を離した。

　蜜で濡れている唇をぺろりと舐め、ヴァルドエルは十分に潤っている蜜壺に指を一本ゆっくりと差し込んだ。内部を傷つけないように、じれったいほどゆっくりと入れていく。それだけで由香利の背がビクリと跳ねる。

「ヴァル、もう駄目」

「駄目じゃねえだろ。いいって言え」

「い…………いやだあ。言えないもん。恥ずかしい」

「じゃあ、このまま何回でもイかせてやる。いいって言うまで」

　言葉通り、ヴァルドエルは蜜壺の中で指を動かした。すでにどこを攻めれば由香利が啼くのかは知っている。壁をこすれば由香利は喘いだ。

　指を奥まで差し入れてゆっくりと円を描くようにして中をかき回す。由香利の眉がぎゅっと寄せられて、押し殺したような声が漏れる。十分に濡らしたはずだが、中はまだ指一本でもキツイ。それでもゆっくりと押し広げるように指を動かす。ヴァルドエルの逞しいモノを入れるためにはもっと広げなければ入らない。

　痛みを感じないようにと花芽に舌を這わせる。中から蜜をあふれさせて由香利は再び達した。

（十二回、いや、十三回目か）

　ヴァルドエルは由香利が達した回数を頭の中で数える。

　先日の回数をすでに超えている。由香利は焦点の定まらない瞳で、それでも快楽に流されまいとシーツを握りしめて耐えている。そのシーツは由香利の蜜でぐっしょりと濡れていた。

「気持ちいいか？」

「……はい」

　問えばやはり同じ答えが返ってくる。何度聞いても同じ答えにヴァルドエルは若干自信を失っていた。今まではどんな女でもヴァルドエルの指と舌で気持ちいいと、イくと叫んでいたのに、由香利はいつまでたっても言わない。自分のテクニックが実は全然駄目だったのではないかとさえ思えてくる。

　どうすれば自分の思う言葉を言わせられるのか。熱くなり続ける自分とは別の、氷のように冷静なヴァルドエルが頭の中で考えを巡らせる。

　ヴァルドエルは由香利の弱いところを的確に押さえながら、指をゆっくりと前後に動かした。由香利は花芽では何度も達しているが、まだ一度も中だけではイっていない。

　そのときふとヴァルドエルは思い出した。もう十年以上前の話だが、まだ自分が童貞だった時にキラーシュに女性の体について教えを乞こうたことがある。どこをどうすれば女性は感じるのか、どう抱けば満足するのかについてだ。まだ少年だったために心も体も未熟で、自分のモノもまだ人並みだったしテクニックも何もない時の話だ。医者を目指していただけにキラーシュは女性についていろいろと知っていた。

　男がイくのは肉棒への刺激だ。違う場所もあると聞いたこともあるが、少なくともヴァルドエルはそうだった。己のモノを扱くことで精を吐き出す。一方、女性にはイくポイントが二か所ある。花芽は処女でも刺激を与えればイくことができる。それほどの快感ポイントだし、実際ヴァルドエルもそうして由香利を何度も高みに上り詰めさせている。もう一か所が蜜壺の中だ。蜜壺の快感ポイントはひとりひとり異なる。由香利の場合は第二関節まで指を埋めたあたりの腹側の壁の少し左側だ。そこを刺激することで女性は中でもイける。ヴァルドエルが指を軽く曲げて刺激してやれば、由香利の腰が跳ねた。

「あっ、や、そこばっかり」

「気持ちいいか？」

「ん、わかんな……ぃあっ、ああ、駄目。そこ、変だから」

　いつもは花芽を同時に愛でて快感を引き出しているが、今回は花芽には触れず中の壁だけをゆっくりとこする。由香利に痛みを与えないように、ヴァルドエルはそこをゆっくりと何度もこすりあげた。そうすればやがて由香利はいつもと違う声を上げ始めた。

「はぁはぁっ、ヴァル。ひ、やぁぁっ！　や、んっ。それ駄目っ。おかしくなる」

「おかしくさせてるんだ。好きなだけイけばいい」

「さっきのと、違う。はぁ、あっあぁっ！　やだ、変だよ」

　花芽を愛でているときとは違う啼き方に、ヴァルドエルは由香利がちゃんと中で快感を得ていることに唇の端を上げた。気を失うほどの快感を得られるという蜜壺の中の刺激は由香利を混乱させた。

「ヴァル。嫌、やだやだやだっ！　何か来る！　怖い、やだ、怖いっ！　ヴァル！」

　花芽とは違う、中を襲う激しい快楽の波に、由香利の潤んでいた黒い瞳から涙があふれる。泣きながら必死に首を振って快感をやり過ごす由香利の手を、ヴァルドエルは掴んで握りしめた。怖いほどの快楽を与えているヴァルドエル自身に、由香利が両手で必死にしがみついてくる。それが愛いとおしくて、ぎゅっと握りしめてくる由香利の小さな指にヴァルドエルは口づけた。

「ひっ、駄目！　あっあぁっ!!」

　今までとは違う、体全体を揺さぶるような激しい快楽の波に溺れそうで由香利は喘いだ。呼吸さえ意識しなければできない。のけ反った背に言いようのないビリビリした感覚が這い上る。感覚は全身に広がり、由香利はビクッビクッと体を震わせた。血液に快楽が混じり合って全身を駆け巡っているように感じるほど、体中が苦しいほどの快感で覆い尽くされる。

「やぁっ！　ヴァル、来るっ。来ちゃう！　ひぁっ、んっ………っ、ゃああああああぁぁぁっ！！！」

　絶叫を上げながら由香利は喉を反らせた。背中が弓なりに反ってビクビクと震え、爪つま先さきが空中でピンと伸びたまま固まる。

　やがて、ぎゅっと寄せていた眉がふわりと緩み、全身から力が抜けた。ベッドにうずもれるようにして由香利は荒い息を吐き続ける。

「はあ、はあ、はあ、はあ」

　白い胸が闇の中で上下する。由香利の両手はまだヴァルドエルの手をぎゅっと握ったままだ。それがたまらなく愛らしい。ヴァルドエルは由香利の中から指を引き抜いた。由香利がピクリと肩を揺らす。その細い肩をヴァルドエルは抱き寄せた。まだ快感の余韻が残っているのか、腰のあたりがぴくぴくと動いている。それもまた可愛くて由香利の汗の浮かんだ額に口づける。

「気持ちよかったか？」

　ヴァルドエルは飽きもせずに聞く。由香利の瞼がゆっくりと持ち上がり、黒い瞳がヴァルドエルの黒い瞳を見つめる。とろんとした、まだ焦点が合ってない瞳で由香利は小さくうなずいた。

「…………気持ち……いい」

　由香利の小さく掠れた声に、ヴァルドエルは目を見開いた。自分で聞いたのに由香利の口から零れた言葉が信じられなくてヴァルドエルは自分の耳を疑った。

「由香利、気持ちいいのか？」

「う………ん、いい」

　再度同じ答えが聞こえて、ごくりとヴァルドエルは唾を飲み込んだ。由香利の言葉が脳までようやく届いて、そのまま下半身へも届いた。先走りで濡れているモノがビクビクと由香利の言葉に反応する。言葉だけで達してしまいそうなほどだ。ヴァルドエルは自分でも驚くほどにその言葉に興奮していた。

　堕おちたと思った。嬉しすぎて由香利をぎゅっと抱きしめる。由香利が自分の与える快楽に啼いて堕ちた。

　ドクンと心臓が鳴り、熱い血潮を己のたぎりに送り込む。それはまるで別の生き物のようにドクドクと脈打ち、物欲しそうによだれを垂らして由香利を求める。

　もう一度口づけて、ヴァルドエルは由香利の足を大きく開かせると、蜜口に己のたぎりをあてがった。今までにないくらいの張り詰めた硬さと大きさにヴァルドエル自身も驚く。先走りで滑った先端を由香利に擦り付ければ、それだけで信じられないほどの快感が背筋を走り抜ける。幾度も女を抱いてきたが、こんなに痺れるほどの快感は感じたことがなかった。頭がどうにかなりそうだ。入れた瞬間にも達しそうな気がする。早く入れて中を蹂躙し、何度もこすり付けたい。自分のたぎりを由香利の中に叩き込みたい。

　ヴァルドエルは精神力を総動員して己の欲望にブレーキをかける。欲望のままに抱けば由香利を傷つけてしまう。

「由香利」

　囁くように声をかける。これから襲う痛みを思ってか、由香利は顔をこわばらせたままヴァルドエルを見上げた。頬と額に口づければ少し表情が和らぐ。

「少し痛むが、我慢しろ」

　ヴァルドエルは宣言してからゆっくりと腰を進めた。指一本でもキツイ場所にそれ以上の太さのモノが入るのだ。痛まないわけがない。

「……いっ!!」

　由香利は眉をぎゅっと寄せ、下唇をかみ締めて痛みに耐えている。そのまなじりから涙が零れ落ちた。

　やめれば逆に痛みが長引くだけだと知って、ヴァルドエルはゆっくりと腰を進め続ける。先端部分がどうにか入り込み、ようやく動きを止めた。ヴァルドエルを締め付ける中は熱く、先端だけでも痺れるほどの快感を与えてくる。このまますぐにでも貫いて動かしたい衝動に駆られるが、ヴァルドエルは呼吸を整えてそれを抑えつけた。己のたぎりの先にある処女膜を破るときにはさらに痛みを伴う。

　ヴァルドエルは由香利の体を上から抱きしめた。由香利に体を密着させながらも、腕で自重を支えて由香利にはかけらも重さをかけない。

「由香利、俺の背中に手を回せ。痛ければ爪を立ててもいい」

「ヴァルが……痛い」

「由香利のほうがずっと痛い。いいから、掴まれ」

　おずおずと回される細い腕にヴァルドエルは笑みを浮かべ由香利の頬に唇を寄せた。涙の後をたどるように舌を這わせる。

「もう少しだけ、我慢してくれ」

　唇に触れるだけの口づけを落とし、由香利の体からほんのわずかに力が抜けたことを察する。ヴァルドエルはそのわずかな隙をついて全体重をかけて一気に由香利を奥まで貫いた。

「っ………………っ！！！」

　声にならない叫びを上げ、痛さと衝撃に由香利はのけ反った。反らした喉が震える。ヴァルドエルの背に立てた白い爪が褐色の肌に食い込んだ。見開いたままの目じりから涙がぼろぼろとあふれる。目は開いているのに焦点が定まらず、急速に光が消えていくのを認めてヴァルドエルは焦った。

「由香利！　息をしろっ」

　ヴァルドエルが叫べば、黒い瞳に光が再び宿る。まだ焦点は定まっていないが、遠のいていた意識は戻ってきたようだった。喉で引っかかったような呼吸音にひゅっと空気を吸う音が続く。無意識に止めていた呼吸が戻り、ヴァルドエルは安あん堵どの息を吐いた。腕の中の由香利を見下ろせば、呼吸を荒らげたまま眉根を寄せてまだ痛みに耐えている。ヴァルドエルはそのまま由香利を抱きしめた。

　自分の下で、己の与える痛みに必死に耐えている由香利が無性に愛おしくなった。由香利の初めてを奪い、中に入り込んでいるというのにまだ由香利が欲しくて仕方がない。体だけではなく意識も息づいている呼吸もすべてが欲しいと思った。

　このまま由香利を揺さぶれば手に入るのだろうか。何度も由香利を求めれば手に入るのだろうか。

（何度も抱けば由香利は………）

　自分の考えに、しかしヴァルドエルは急に冷静になった。冷汗が頬を流れる。常に冷静なもう一人のヴァルドエルがある言葉を思い出す。頭の隅で赤毛の男の顔が浮かんだ。

『幾度かお前に抱かれたら由香利は出ていくかもしれない』




　──幾度かって、何回だ。




　急に頭から冷や水をかぶせられたように、体中の熱が一気に冷める。

　彼女は出ていく、出ていく、出ていく…………

　キラーシュの言葉が繰り返し頭によみがえってくる。腕の中を見れば黒曜石のような瞳がヴァルドエルを見上げている。自然と由香利の頬に褐色の大きな手を添えた。由香利の目が潤んだまま細められ、痛みに耐えながらその小さな唇に笑みが浮かんだ。
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　ヴァルドエルはその笑みを受けて由香利を胸にかき抱いだいた。由香利がここを出ていくことを想像するだけで心が軋きしんだ。この家に由香利がいないことが考えられない。扉を開ければ温かく迎えてくれる由香利を失いたくない。

　少しでも離れるのが嫌で、放したくなくて二人の間に隙間がないほどに強く抱きしめる。

「あ………」

　動いたせいで由香利が小さく声を上げる。その声すらものみ込もうと深く口づける。

　ああ、そうかとヴァルドエルはようやく自分の気持ちに気がついた。

　堕ちたのは由香利ではなかった。ヴァルドエル自身が由香利に出会った時からすでに堕ちていたのだ。もう元の自分には戻れないほどに堕ちていた。だから、由香利にも落ちて来いと望んで、啼かせて堕とした。ヴァルドエルと同じ場所にまで堕ちたとは思わない。それでも、一瞬でも自分の腕の中に堕ちて、今こうして繋がっている。それを離すことはもうできそうにない。

　では、どうすればいい？

　由香利がここを出ていかないようにするためには、どうすればいいのかヴァルドエルは考える。

　このまま抱きつぶせばいいのか、それとも逆か。

「ヴァル？」

　抱きしめたまま動かないヴァルドエルに由香利は眉を寄せて見上げてくる。上気した頬に唇を寄せ、漆黒の髪を優しく撫でた。

　ずるりと自分のモノを由香利から引き抜く。抜くときに壁が擦れて脳天まで痺れる快感が走る。混じり合った体液が互いの体に細く赤い半透明の橋を架け、流れ落ちた。

　そのままヴァルドエルはまた由香利を抱きしめて頬に口づけを落とした。

「私の処女……」

「俺がもらった」

「でも、まだ、ヴァルが、その……あの」

「俺はいい。由香利に無理はさせたくねえ。今夜は痛むだろうが、次は気持ちよくなる」

「次……」

　呟いて由香利は視線を彷徨わせた。まるで次に抱かれる男を探すような由香利の行動にムッとして、由香利の顎を捕らえると上を向かせて自分の黒い瞳と視線を合わせる。

「俺はまだ満足してねえ。俺が満たされるまでは………ここにいろ」

　言葉に由香利が目を見開く。それからふんわりと笑みを浮かべると、由香利はヴァルドエルの胸に頬を寄せた。

「はい」

　小さく答える由香利にヴァルドエルの頬が緩む。言葉の楔くさびを打ち込んで、体だけはどうにか手に入ったと安堵する。自分の中に渦巻いている熱は解放を望んでいて正直にツライが、そんなものは後でどうにでもなる。

　由香利がいなくなることのほうがずっとツライ。もうきっと離せない。放してやれないとヴァルドエルは強く思う。

　落ちて来い。

　心も一緒に、俺の腕の中に落ちて来い。

　ヴァルドエルは言葉にできない思いを込めて、由香利の黒髪に唇を寄せた。
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　由香利がこの世界に来て八日になる。なのに由香利はまだ家の外に出たことがない。ヴァルドエルが由香利を外に出そうとしないのだ。

　一度外に出せば逃げられるとでも思っているのか、徹底している。

　ヴァルドエルの自宅はかなり考えられて決められている。この町に住むと決めた時に、家も場所もヴァルドエル自身が考えて選んだものだ。普段は馬鹿なのに、戦の作戦や裏工作の時に発揮される思慮深さには脱帽するしかない。

　頭が悪いわりに野生児能力なのか、ヴァルドエルはかなり用心深い。焦ったりしたときほど冷静に周りを見ている。

　ヴァルドエルの自宅周辺は誰も住んでいない。野生児の勘が知らせるのか、自宅に誰かが近づくのを異常に警戒している。

　傭兵暮らしが長いせいでヴァルドエルは意外に金を持っている。この町に住むときもキラーシュは護衛付きの広い家を勧めたが、広いと意識が散漫になるとか守りが手薄になるとか言って、玄関を入った瞬間に家の中が見渡せるほどの狭い家を選んだ。しかもその家の中にも様々な仕掛けが施してある。

　その一つが家の鍵だ。

　魔法によって閉ざされた扉は、鍵がないと絶対に出入りできない。その家に一人で由香利は留守番をしている。八日間もずっとだ。

　ヴァルドエル曰いわく、本を読んだり料理をしたりといろいろと楽しんで生活しているらしい。もっとも本といっても小難しいものだし、料理といっても具材は知識の少ないヴァルドエルが買ってくるのだ。すぐに飽きるのではないかとキラーシュは思う。

『幾度かお前に抱かれたら由香利は出ていくかもしれない』

　キラーシュが口にした言葉。それをヴァルドエルは心から信じているらしい。だから由香利を家から一歩も出さない。

　あの性欲の塊が側にいる女を抱かないなどあり得ないから、毎晩抱き潰して家から出さないようにしているのだろうことはすぐに予測がついた。自分の言葉から始まったヴァルドエルの束縛に、キラーシュは少なからず責任を感じている。

「どうしてるかな～」

　キラーシュは呟いて腕を組んだ。

　熱が出てからの五日間は診察と称して由香利に会っていたが、元気になってからは会っていない。元気にしているだろうかとキラーシュは由香利ののほほんとした雰囲気を思い出して眉根を寄せた。

　ヴァルドエルは由香利のことを自分からは話そうとしないし、由香利の様子を知る方法はそれこそ会いに行くしかない。食事はちゃんととっているだろうか。夜はちゃんと眠らせてもらえているだろうか。昼間は何をしているのか、辛つらいと思っていないか。

　なにより、あのヴァルドエルの相手を毎晩していて体に変調をきたしていないかが気にかかる。医者としてというより、友人の一人として気にかかっているのだ。

　のほほんとした雰囲気で側にいるだけで癒されるような存在だが、同時に危なっかしい。声をかければ強面のヴァルドエルにさえついていってしまうような素直さ。人を疑うことを知らない馬鹿正直な性格。確かに一人で外を歩かせるのは躊躇いがあるが、かといって閉じ込めておいてもいいことはない。由香利は異世界人で自由を知っている。自由を知っている者が閉じ込められれば鬱うっ屈くつがたまり、やがてそれは爆発してしまう。飛び出しても戻ってくるならいい。妙な人間にまたついていってしまうのが怖い。奴隷商人に売り飛ばされでもしたら、由香利を待っているのは地獄だ。

　安全に外に出すにはヴァルドエルがともにいて町を散策するか、あるいは見張りをつけておくか。

　キラーシュが頭を悩ませていると、ちょうどヴァルドエルが医務室を訪ねてきた。今日はひと月に一度の傭兵団の砦視察と報告書作成に文官が王宮から派遣される日だ。ちょうど報告書を届けに行こうと思っていたので、ついでにキラーシュは自分の分をヴァルドエルに手渡した。傭兵の中で怪我を負ったものや病人の報告。薬や医学書などの購入依頼書などだ。

　報告書を受け取ったヴァルドエルは疲れた顔をしていた。毎晩由香利を抱きまくっているからだろうかとキラーシュは無粋な想像をする。目を細めてヴァルドエルのオーラを視れば少し色がくすんでいた。性欲の強いヴァルドエルがこの調子では、由香利にどれだけの無理をさせているのかとキラーシュは心底心配になった。

「ずいぶんと時間がかかってるな」

「ああ。今日は帰るのが遅くなりそうだ」

「それはそれは、ご苦労なことだ。ところで、明日は由香利を町に連れ出してやるのか？　休みなんだろ」

　慣れない事務仕事をするためか、ヴァルドエルは文官がやってくる次の日は必ず休暇をとる。知恵熱が出るとのもっぱらの噂うわさだが、実際のところはどうかわからない。だいたいエルファネルに軍医として直接雇われているキラーシュはともかく、軍団長とはいえもともと傭兵なのだから毎日砦へ来る必要はない。それでも生真面目なヴァルドエルは毎日のように砦へ来ては新人や古参の傭兵と剣を合わせている。

　八日間も家に缶詰めだったのだ。ヴァルドエルが休みの時くらい由香利を町に連れ出してやればいいとキラーシュは提案しているのだ。

「八日も閉じ込めるなんて、どんな拷問だよ」

「由香利は案外楽しそうに本を読んだり料理したりしてる」

「一生閉じ込めておくつもりか？」

「一生側にいてくれるのか？」

　まだ馬鹿は治っていないらしい。どんな耳と頭をもってすれば、そんな都合のいい言葉しか聞こえなくなるのか。どんな構造をしているのか調べるために、キラーシュは目の前の男を解剖してやりたいとさえ思う。

「由香利は自由を知ってる。自分の背中に自由に飛び回る翼があることも知ってる。外に出せばきっと飛び立ってしまう。だから籠かごに閉じ込めている」

　ヴァルドエルの言葉にキラーシュは目を丸めた。ヴァルドエルのまるで詩人のようなセリフに驚いたのだ。こんな言い回しができるとは思ってなくて、ようやく由香利のお陰で馬鹿が治ったのかと感心する。同時にヴァルドエルが由香利への気持ちに気づいたことも理解した。どうやら本当に由香利に落ちたらしい。

「お前、本当に落ちたんだな」

「どこの落とし穴に？」

　言葉にキラーシュはヴァルドエルの太い足を蹴りつけた。が、逆に弾かれてキラーシュが体勢を崩す。壁相手にまともな攻撃は効かない。キラーシュは忌々しげに舌打ちした。

　まともな話をするから少しでもましになったのかと思えば、やはり馬鹿な頭は治っていない。

「馬鹿につける薬はないって本当だね。そんな馬鹿に忠告だ」

「何だ」

「由香利が白だと言ったのは本当だ。彼女は嘘をついてないし、正直に素直すぎて怖いくらい。だからこそ気をつけたほうがいい。由香利は羊と一緒だ。素直で弱くて自分の身を守れない。それを狙って狼おおかみだって寄ってくる」

「狼？」

「お前はもう少し自分の立場を理解しろ。由香利はお前にとって弱点だ。今までのお前になかった弱みさ。それを妙な輩が嗅ぎつけたらどうする。お前は弱みを握られることになる」

「由香利を外に出さなければ安全だろ」

　当然のように言い返してきたヴァルドエルにキラーシュはため息を吐いた。確かにヴァルドエルがいる間は安全な家だろう。だが、由香利が一人で留守番をしているとすれば話は違ってくる。もし本気で由香利を手に入れたいと思うのならば、手段などいくらでもある。鍵があるだけで安全などとはとても言えない。

　それに、とキラーシュは思う。由香利がどうやってこの世界に来たのかがまだわかっていない。突然異世界への道が繋がって、そこを偶然由香利が通ってきたなどキラーシュには信じられない。何かあるはずだと直感が告げている。

「由香利が鍵を持っていたら？　あるいは鍵を持ってる奴が扉を開けたらどうなると思う？　由香利はお前と同じくらい馬鹿で、根が素直すぎるから簡単に狼に騙されて連れ出されるぞ」

「…………」

「由香利を閉じ込めれば逆効果だ。自由を求めてそのうち外に飛び出す。だったら最初から自由にさせてやれ」

「狼対策はどうする」

「そんなもん、狩人を雇えばいい。信用できて強い人間なら、知り合いにいるだろ？」

　ぐっとヴァルドエルは言葉を詰まらせた。太い眉を寄せて不機嫌そうに顔を背ける。

　軍団長という立場上、ヴァルドエルは顔が広い。傭兵団の中だけではなく、他にもヴァルドエルは信用ができて強い人間を幾人も知っている。ただ、彼らに頼むのがヴァルドエルにはひどく苦痛らしい。借りをつくるのが嫌なのだ。

「考えておく」

「あ、そう。まあ僕にもツテはあるから、見張らせるだけならもうやってるけど、対策を考えるなら今すぐでもやったほうがいい」

「……わかった」

　ヴァルドエルはうなずくと、キラーシュから預かった書類を握りしめて医務室を出ていった。せっかくキラーシュが丁寧に書いた報告書がしわしわになっている。

　キラーシュはそれを見て頬を引きつらせた。







　傭兵には事務仕事などもちろんない。戦場で戦うことこそが彼らの唯一の仕事だからだ。よって、そういった仕事は傭兵たちの砦にエルファネル国から視察もかねて文官が来て行う。もっとも日々作成するような報告書はなく、砦の補修や傭兵からの嘆願書、軍団長からの要望をまとめるだけなので月に一度と決まっている。

　傭兵たちが適当に書いたメモを嘆願書として書き上げるのが主な仕事になる。もっとも本当に書類としてあげなければならないメモはほとんどない。けれど傭兵たちは膨大なメモを渡してくるので、そのより分けから始まる。軍団長とともに砦のあちこちを見て補修個所を見たり聞いたりもするので、一日がかりの仕事となる。

　遠くから六時を告げる鐘の音が響いた。

　傭兵団の砦内で唯一の事務室。壁一面に置かれた本棚には歴史書や兵法に関する書物、辞典や儀礼に関する本など多種多様な本がぎっしりと収められている。

　ヴァルドエルはその室内に置かれた応接用のソファに深く腰かけ、事務机でサラサラとペンを動かす文官のフランクの横顔を見るとはなしに見ていた。

　腕を組んだまま一つしかない黒い瞳をフランクの向こうにある窓に向ける。窓から夕ゆう陽ひが差し込んでフランクの横顔を赤く染めている。文官らしく鍛えていない体はひょろっとしているが背は高い。金髪碧へき眼がんの整った顔立ち。年齢は二十三とヴァルドエルよりも二つ下で、文官としてはかなりの定評がある男だ。

　六時の鐘はすで鳴り終わっている。いつもならヴァルドエルは鐘が鳴る前にここをを出て自宅に帰っている時間だ。由香里が待っていることを思えば、今すぐにでも帰りたい。しかし、まだしばらくは帰れそうになかった。報告書の最後にヴァルドエルのサインが必要になるとのことから先に帰るわけにもいかず、こうしてフランクの仕事が終わるのを待っている。

　由香利と初めて繋がってから三日もたっている。本当なら毎日のようにあの柔らかな体を抱きたいが、呼吸もできないほどの痛みを由香利に与えてしまったことに躊躇してしまう。ただでさえ由香利は細くて小さくて、ヴァルドエルと比べれば赤子と同じだ。いつか本当に抱き潰して壊してしまいそうな気がして、それが怖かった。

　自分の側にいろと言葉でつなぎとめたものの、由香利があの家から出ていくことが不安で、ヴァルドエルは由香利を家に閉じ込めたままにしている。落ちて来いと願いながらも由香利の自由を奪っていることにヴァルドエルは少なからず罪悪感を感じていた。

　昼間、それについてキラーシュにも忠告されている。あまり束縛が過ぎると逃げられる、と。

「来月のラクセニア狩りには何人出せそうですか？」

　書面に目を落としたままフランクが問う。自分の考えに没頭していたヴァルドエルは、己の考えを中断して顎に手を当てて思考を巡らせる。

　ラクセニアというのは、王都ラウスと北方にある港町を繋ぐ街道沿いにある広大な森に生息する魔獣の名である。ラクセニアは秋に繁殖期を迎える。普段は臆おく病びょうで街道を人が通るだけで素早く森の奥に隠れるのだが、繁殖期のひと月間だけは凶暴になる。人であろうが動物であろうが動くものに飛びついて交尾をしようとする。そして相手が交尾の対象でないと知った途端、爪と牙きばで襲いかかって殺す。なんともはた迷惑な魔獣だが、王都と港町を繋ぐ重要な交易路であるだけに放っておけば被害が拡大するばかりか交易すら途絶えてしまいかねない。しかもラクセニアは普段臆病なわりに強く、数も多い。

　だから、毎年秋になるとエルファネルではラクセニア討伐隊が組まれる。その中にはもちろん傭兵団も含まれている。

　今常駐しているのは二百人ほど。しかし、この時期になれば各地へ散った傭兵たちがエルファネルへと帰ってくる。三分の一は戦や所用で帰ってこられないと計算に入れていてもそこそこの人数が集まる。

「そうだな。三分の二くらいは出せるだろうから、四百から四百五十ってとこか」

「三分の二ならば六百というところでしょう。では、そのように国王陛下へ報告しておきます」

　フランクに冷静に計算間違いを正されて、ヴァルドエルはムスッと黙り込んだ。

「ところで……」

「何だ、終わったのか？」

「いえ、まだですが、今日はずいぶんと不機嫌な様子ですね。そんなに睨まれると落ち着かない」

　そう言うわりには顔色も変えずにフランクは仕事を黙々とこなしている。文官のわりに肝が据わっているのか、ヴァルドエルの強面の睨みがきかない数少ない人間の一人だ。

「睨んでねえよ。さっさと仕事を終わらせて帰りたいだけだ」

「そう思うなら、嘆願書のメモをもっと少なくする努力をしてください。何ですか、この『飯がまずい』だの『軍団長が強すぎる』だの。嘆願書じゃなくてただの愚痴ではありませんか。こんなゴミを最初からあなたが捨てておけば、より分けに半日も費やさなくて済むんですよ」

　ため息交じりにフランクが吐き出せば、ヴァルドエルはなぜかふふんと得意げに鼻を鳴らした。

「俺は強いからな」

「なぜそこだけ聞こえて他の文句が聞こえていないのかはなはだ疑問です。強いだけじゃなくて、もっと頭を働かせていただきたい」

「知恵熱が出そうなほどに毎日働かせている」

「愚痴にあった『軍団長が阿あ呆ほすぎる』というのは、報告書にあげておきますね。いい医者が見つかるかもしれません」

　フランクの投げやりな言葉に、突然明るい笑い声が部屋に響いた。

「無駄無駄。どんな医者も匙さじを投げるよ。馬鹿につける薬はないからね」

　フランクが振り向いた先に、赤い髪をした男が立っていた。中庭に面する窓から軍医のキラーシュがこちらを見て手を振っている。

　ヴァルドエルが部屋を突っ切って窓を開けるとニヤニヤとしたままキラーシュはヴァルドエルを見上げた。人が居残りするのがそんなに嬉しいのだろうかとヴァルドエルは頬を引きつらせる。

「まだかかりそうだねえ」

「ようやく半分終えたところです」

　ヴァルドエルの代わりにフランクが答える。さらに笑みを深めるキラーシュに、ヴァルドエルは眉をひそめてその茶色い瞳を見下ろした。

「そっか。んじゃあ、僕は帰るよ。お疲れ～」

「一人で大丈夫か？」

「子供じゃないんだから、僕なら大丈夫だよ。それよりも、大丈夫じゃないのは由香利じゃないのか？　このままだと夜になっちゃうだろ。閉じ込められたまま夕食も食べられずに、お腹を空すかせてずっと君を待ってるなんて可哀そうだねえ。誘いに来たのが怖い狼でも、今ならついて行ったりして」

「あの家からは……」

「出られないと思っているのはお前だけだ。狼は何を持っているかわからない。昼間も忠告したろう？」

　キラーシュは意味ありげな笑みを浮かべ、フンと鼻を鳴らし手を振って踵を返した。そんなキラーシュの背中をヴァルドエルは不機嫌さを隠そうともせず眉根を寄せたまま見送る。一つしかない黒い瞳の奥でイライラとした感情が見え隠れする。だが、小さく息を吐いてフランクを振り返るころには表情は元に戻されていた。

「何か手伝おうか」

「あなたが手伝ったら余計時間がかかります。おとなしくそこに座って見ていたほうが結果的に早く済む」

　フランクにバッサリと切り捨てられて、ヴァルドエルは仕方なくソファに座りなおした。黒い瞳を窓に向け、徐々に暗くなっていく空を陰いん鬱うつな気分で睨みつけた。
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　ヴァルドエルが自宅に帰るころにはすっかり日が暮れていた。

　自宅への道をたどりながらヴァルドエルは逸はやる気持ちを抑えつけて足を進める。いくつもの角を曲がり、路地を抜けると見慣れた家並みが目に入る。ようやくヴァルドエルは安堵の息をついた。

　あたりはしんとしていて物音さえせず、家はいくつもあるが夜だというのにどの窓にも明かりは見えない。

　ヴァルドエルの自宅付近には誰も住んでいない。このあたり一帯の家はすべてヴァルドエルの所有物で彼自身が誰も住まわせないようにしている。気配に敏感なヴァルドエルが、自宅に近づく気配があればすぐさま察知できるようにと配慮してのものだ。さらに自宅の扉には特別な鍵がかけられている。魔法の一種で、扉と対になった鍵でなければ外からも中からも絶対に開かないようになっている。また一度鍵をかければどんなことをしても扉は破られず、扉を壊すくらいなら横の壁を叩き壊したほうが早いくらいだ。外に唯一繋がっている風呂場や三か所ある窓も同じ構造で板塀もガラスも破るのは到底無理だった。対になる鍵の複製は可能だが、高度な技術を必要としていて作れる人間も少なく、作成には数日がかかる。

　対になる鍵を持っていなければあの家からは出ることさえできない。つまり、由香利を連れ出すことは不可能なのだ。逆に言えば由香利はあの家からは出られない、はずだ。

　自宅が見えた瞬間、ヴァルドエルの心がざわっと騒ぐ。家の窓は暗く沈んでいる。由香利は竃の使い方も火打石の使い方も覚えていた。太陽が沈んだ今の時間に自宅に火の気がないのはおかしい。駆けだしたくなる衝動を抑えて、ヴァルドエルはあたりに気を配る。怪しい気配はない。というよりも、あたりに気配の一つもない。

　由香利の気配さえも。

　ヴァルドエルは今度こそ駆けだした。扉の前でもう一度中の気配をうかがう。しかし何も感じられない。ドアノブを軽く回してみた。案の定、扉に鍵はかかっていなかった。

　嫌な予感が確信へと変わる。

　扉を開けて入ったそこには、誰の姿もなかった。

　しんと静まり、暗く沈んだ部屋。自分の心臓の音がやけに大きく聞こえる。ヴァルドエルはあたりを見回した。竃の火は灰がかけられていて、今日使われた形跡がない。朝洗っていたシーツはすでに取り込まれている。つまり、由香利は夕方シーツを取り込むまではここにいたことになる。

　それから何かが起きた。

　だが、油断するようなことはなかったと自分では思っている。この家はヴァルドエル自身がこの町に住むと決めた時に綿密な計画のもと買ったものだ。王宮からここまでは一時間の道のり。傭兵の砦からは半時間。それもいくつもの路地を抜けた、初めての者は必ず迷うような場所を選んだ。この自宅を知っているのは、傭兵団でも家の所有者のヴァルドエルとキラーシュのみ。あと知っているのはごく限られた数人の人間だけだ。

　すぐにでも飛び出して探し回りたい衝動を、意思の力で抑えつけた。無駄に動いても由香利は見つからない。王都は広い。やみくもに探しても簡単に見つかるものではない。どこかに由香利の失しっ踪そうに繫がる痕跡がないだろうかと探す。
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　テーブル、ベッド、タンス、竃、風呂まで調べたがどこにも何も見つからない。もともとあまり物を置いていなかっただけに、由香利の痕跡を探すことすら難しい。まるで最初からいなかったような気さえする。

「由香利……」

　呟いたヴァルドエルの目がふと玄関の扉に向けられた。吸い込まれるようにしてそこに張り付けられた白い紙に行く。ヴァルドエルは飛びつくようにして紙に書かれた文字を目で追う。

　読み進めるうちにヴァルドエルは眉を吊つり上あげ、拳をぐっと固く握りしめた。かみしめた奥歯がぎりっと音をさせる。

「…………っざけやがって!!」

　激げっ昂こうの叫びを上げてヴァルドエルは家を飛び出した。

　扉に張り付けられた文字が、月の明かりに照らされて闇夜に浮かび上がる。

『女は娼館で預かっている。返してほしければ金を持ってこい。来なければ、女を潰す』







　傭兵たちの住む町の歓楽街。中心にはいくつかの娼館があり、中でもひときわ大きな建物の入り口に赤い髪の男が立っていた。近づくと待っていたとばかりに迎える馴染みの男に、ヴァルドエルは殺意さえ覚えた。

　手紙を書いたのが誰かなどすぐにわかった。彼の書いた報告書は何度も見ているし、最後に見たのはつい半日前だ。

　殺気を放つヴァルドエルとそれを薄うっすらと笑いながら飄ひょう々ひょうと受け止めるキラーシュ。二人の放つ雰囲気に、通りからはそそくさと人がいなくなる。窓を閉ざしカーテンを閉めて、関わるのを避けるようにして奥へと引っ込む。

　キラーシュがいた店は娼婦を買うための酒場だ。一階で酒を飲みながらストリップ嬢を眺めることもできるし、買った女と二階で寝ることもできる。この店で娼婦を買ってもいいし、金さえ払えば連れ込んだ女と部屋で睦むつみあうことも可能だ。

　そんな店にキラーシュがいた。手紙の内容から、由香利が一緒であることは予測できた。連れ込みのできる店に二人がいて、ここで何が起きたのかなど想像すらしたくない。

「由香利はどこだ」

「上の個室にいる。お前が来ないから宣言通り潰した」

　キラーシュは感情のこもらない声で告げた。

　由香利をどう潰したかなど、この場所にいることからすでにわかる。想像したくないのに勝手に頭の中に由香利とキラーシュが裸で睦みあう姿が浮かび、怒りで意識が塗りつぶされる。

　初めて自分から望んだ女だ。自分が先に落ちて、それから由香利も啼かせて堕とした。これから心も落とすはずだったのに、横から奪われた。

「言ったろ。狼は何を持ってるかわからないって」

　キラーシュは懐から銀の鍵を取り出す。それを見てヴァルドエルの目が驚きょう愕がくで見開かれた。それはヴァルドエルの自宅の鍵だ。だが、ヴァルドエルももちろん持っている。

　つまり──

「合鍵。日数はかかるし作れる人も限られてるけど、作れなくはない。つまりこういうことだ。狼はどこにでもいるし、鍵があるからと油断していると羊はあっという間に奪われて君の元からいなくなる」

「…………」

「僕はちゃんと忠告した。この間も今日も。今すぐに対策を取れって言ったのにお前はしなかった。だから由香利を奪った。お前に狼の怖さを思い知らせるためにね」

「言いたいことはそれだけか？」

「まあ、そうだね。僕の今生の最期のセリフになるのかな？」

　剣の柄つかに手をやったヴァルドエルをキラーシュは目を細めて見つめる。キラーシュの目に映るヴァルドエルの揺らめくオーラが炎のように激しく燃えていた。一つだけの黒い瞳が怒りに染まっている。それを受けてもキラーシュは唇に笑みを浮かべていた。

「守れよ、ちゃんと。そんなに由香利が大切なら。僕は……」

「こら～！　キラーシュ！」

　二人の一触即発の雰囲気に、突然甲高い声が割って入った。キラーシュは顔を手で覆い、ヴァルドエルは瞬時に上を見上げた。

　二階の窓から白い手と顔が見えた。ヴァルドエルの怒りが一瞬で霧散する。同時に駆け出した。店番が何事かと奥から顔を出すが、かまわずに階段を駆け上る。

　その部屋に飛び込むようにして入ると、窓際の椅子に由香利が腰かけていた。由香利の衣服に乱れた様子はない。赤い顔をして半眼になっているが、睦みあったような感じは全くなかった。というより、ベッドにも乱れた様子がなく、ピンと張られたシーツは汚れ一つない。

「まったく、おとなしく待っていろと言っただろう。なんであそこで声をかけるかな。もうちょっと空気読んでくれる？」

　ゆっくりと後から部屋に入ってきたキラーシュが後ろ手に扉を閉めながらため息を吐く。

「キラーシュ！　酒がない！　もっと持って来～い」

　椅子に座ったまま上体をゆらゆらと揺らして由香利が叫ぶ。キラーシュは呆れて天井を仰いだ。由香利の揺れていた体が壁にぶつかり、もたれかかったままわずかに目が閉じる。

　そんな由香利とキラーシュを見比べ、ヴァルドエルは眉をひそめた。

「抱き潰したと言わなかったか」

「言ってない。潰したとは言ったけどね。酒を飲ませて、酔い潰しただけ。僕からは指一本触れてない」

「お前……」

　ヴァルドエルは脱力するとともに怒りも覚えた。由香利の声で止まらなければ、キラーシュに切りつけていたかもしれない。激昂していたため手加減できたかどうかも怪しい。悪くすれば自分の手で親友を殺していたかもしれないのだ。

「俺に忠告するにしたって他にいくらでも方法はあるだろうが。俺はもう少しでお前を切るところだった。手加減なしの俺の攻撃を見切れたのか？」

「最悪死んでたね」

　笑って答えるキラーシュにヴァルドエルは深いため息を吐いた。

　傭兵団の軍団長の名は伊達だてではない。戦前の交渉事や事細かい作戦では全く役には立たないが、一度戦が始まってしまえば柔軟な対応と戦略、癖のある傭兵をまとめあげる統率力は他の傭兵にはないものだ。しかもその荒くれの傭兵の中ではその技術や力量は群を抜いてヴァルドエルがトップだ。昔馴染みでヴァルドエルの癖も性格も知り尽くしているといっても、医者のキラーシュがその剣を捌けるとはとても思えない。

「それでも狼の怖さを思い出してほしかった」

　キラーシュはぽつりと告げた。

　ヴァルドエルはエルファネルに定住しているものの、誰にも仕えていない最強の傭兵を欲しいと思っている国は多い。声がかかったり裏工作がなされたりしたこともあるが、ヴァルドエルはそのすべてを突っぱねている。

　由香利はそのヴァルドエルにとって初めてできた弱点だ。

　自分の身を守るすべを持たない弱い由香利を羊に例えるのならば、ヴァルドエルはその羊を溺愛する飼い主といったところだろう。飼い主を得るために羊を捕らえる輩が出てこないとも限らない。羊に気づいた狼はあっという間に羊を襲うだろう。簡単に動かない飼い主よりも、簡単に捕らえられる羊を狙うのは当然と言える。

「お前は頭が固いから、こうでもしないと動かない」

　そう言われてヴァルドエルは確かにとうなずく。由香利のことを知ったキラーシュが幾度となく忠告してくれたのに、ヴァルドエルは由香利を閉じ込める以外は対策などしてこなかった。結果奪われた。相手がキラーシュだったからよかったものの、別の相手だったらと考えてヴァルドエルはゾッとする。

「それにしても、あれほど激昂したお前を見るのは久しぶりだったな。誰彼構わず切りつけてた、あの時以来か」

　キラーシュはククッと面白そうに笑った。

　ヴァルドエルの燃え立つようなオーラを思い出す。オーラは嘘をつかない。ヴァルドエルの黄色に近い白いオーラは、激昂すると輝くような黄金に変わる。普段は絶対に隙を見せず、どんなことがあっても取り乱さない冷徹さを持つヴァルドエルが我を忘れて激昂した。由香利はまさしくヴァルドエルの起爆剤だ。使用法を誤れば爆発しかねないが、間違いさえしなければヴァルドエルを導く薬になる。

「一応お前を止める方法はいくつか知ってる。僕だってこんなことで命を落とすつもりはないさ。お前と何年のつき合いになると思ってる」

「二十二、いや二十三年か」

　深く息を吐いて、感慨深げにヴァルドエルは呟いた。

　キラーシュと出会ったのは二歳の時だ。物心ついてすぐに遊び仲間となった。八歳からは机を共に並べて同じ教師の元勉学にも励んだ。キラーシュは医者になるために勉学に励み、ヴァルドエルは剣の道に進み今では傭兵だ。全く異なる道をたどったものの、キラーシュは常にヴァルドエルの側にいた。

　いや、側にいてくれたと言ったほうが正しいのだろう。ヴァルドエルはキラーシュの茶色い瞳を見つめ、自分の顔に残る左目の傷跡に触れた。

「この傷ができてから十七年もたってるんだな」

　大切な人を奪われて激昂し、周りにいた者をすべて切り伏せた自分を思い出す。左目の傷はその時にできたもので、ヴァルドエルはその日から剣の腕を磨き始め、同時に自分を戒めるように常に冷静であろうと心がけ感情をさらけ出さなくなった。

「狼の怖さを思い出したか？　それとも忘れたかい？」

「忘れるはずがねえ。しっかり思い出したよ、お前のお陰で」

「じゃあ、由香利にちゃんと何か対策をするんだろうな？」

「ああ。明日、……」

「キラーシュ！」

　ヴァルドエルの言葉を遮って突然由香利は叫ぶと、椅子から立ち上がりキラーシュに突進した。足元がおぼつかず、キラーシュの胸に飛び込むようにして抱き着く。突然の由香利の行動に、その体重を支えきれず、キラーシュはよろけて壁に背中を打ち付けた。キラーシュは肩の痛みに顔をしかめ、それを見たヴァルドエルの片眉が不満げに上がる。

「キラーシュ、聞いて！」

「もう！　ちょっと黙っててよ、由香利。今大切な話してるんだから」

「私の話よりも大事なの？　私のだって大切な話なのよ。私には牙があって」

「もうその話はいいから！　っていうか、ヴァルに見てもらえばいいだろ」

「キラーシュ、医者でしょ。患者の話を聞け～」

　キラーシュは大仰にため息を吐いて由香利の肩を押した。その体がふらついて、後ろにいたヴァルドエルの体に当たって止まる。ヴァルドエルはふらつく由香利の腰を支えた。

　由香利の甘い香りとともにふんわりと酒の匂いが混じり合ってヴァルドエルの鼻孔をくすぐる。由香利が手元に戻ってきたことにヴァルドエルは目を細めた。

「本当に面倒くさい子だな。君がこんなに面倒になるって知ってたら、酒なんか飲まさなかったよ」

「面倒か？　可愛いだろう」

「お前の目は腐ってるんじゃないのか。それとも頭が腐ってるのか。こんな面倒な女、僕は絶対に相手にしたくない。とにかく連れて帰ってよ。それと、ここのお金も払ってよ。お金、持ってきたんだろうね？　ちゃんと紙に書いてただろ、金持って来いって」

「ああ。金は持ってきた」

「じゃあ、もう出よう。早く由香利から離れたい」

　そそくさと荷物をまとめだしたその背中に、ヴァルドエルの腕からすり抜けた由香利がまた抱き着いた。

「キラーシュ！」

「ああもう、くっつくなっ。邪魔だ。面倒だ。あっち行け。ヴァル、後は頼んだ。それと、僕がいるときは二度と由香利に酒を飲ますな」

　自分が飲ませて酔い潰したくせに文句を並べ、背中にとりついている由香利を引きはがして、キラーシュは口早にまくしたてた。暴れる由香利をヴァルドエルに押し付ける。まだキラーシュに掴みかかろうとする腕を、ヴァルドエルが掴んで引き寄せた。

「あ、そうだ。由香利、さっきの話、ちゃんとヴァルにするんだよ。いいね？」

「牙のこと？」

　由香利が首を傾げながらキラーシュを見上げた。

「それも含めて全部」

「わかった」

　素直にうなずく由香利に、キラーシュはようやく息をついた。ヴァルドエルは何のことかわからず由香利を上から見つめる。由香利が真上に顔を上げ、ヴァルドエルに抱き着いた。

「ヴァル～、私ねえ、牙があるんだよ。見せてあげようか？」

「家に帰ってからやれ！」

　キラーシュが叫ぶと由香利はつまらなさそうに唇を尖らせた。

「とにかく帰るよ」

　扉を開けてさっさとキラーシュは部屋を出た。もう一時でも由香利の相手をしたくないとその行動が語っている。キラーシュの後について出ようとした由香利の足はおぼつかず、歩けないと判断したヴァルドエルは由香利を左腕で抱え上げた。由香利が頭をぶつけないようにして扉をくぐり外へ出る。

　夏の夜は風すらも生暖かい。それでも由香利は風に吹かれて気持ちよさげに目を細めた。黒い髪が風に流れて夜の闇に舞う。

「一人で大丈夫か？」

「僕は子供じゃない。それより明日の昼からは空けておけよ。僕も一緒に行くから」

　言葉にヴァルドエルはわずかに目を開き、それから強くうなずいた。キラーシュも笑みを浮かべて小さくうなずく。

「じゃあね、お休み」

　手をひらひらとさせてキラーシュは二人に背を向けた。その背にヴァルドエルは声をかける。

「キラーシュ」

「何？」

「悪かった。それとありがとう」

「そのうちまとめて返してもらうから、覚悟しとけよ」

　キラーシュは笑って手を上げ、夜の道を一人帰って行った。

「お休みなさ～い」

　その背に由香利が手を振って声をかける。

「俺たちも帰るか」

「うん」

　由香利はうなずいてヴァルドエルの太い首に腕を回した。
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　由香利はベッドサイドに降ろされて、ぽてっとベッドに寝転がった。久しぶりに酒を飲んだせいか、体がふわふわしていて気持ちがいい。まるで空中にいるような不安定な感覚。なのに不安はなく、ただ楽しい。

　ベッドをころころと転がると、スカートが足に巻き付く。由香利は腰ひもをほどいてワンピースを脱ぎ捨てた。コルセットも外してぽいっと捨てる。いつもならたたんでおいておくのだが、面倒になってベッドの下に落とす。そのまままたベッドに寝転がる。シーツがほてった体を冷たく包んで気持ちがいい。

「ヴァル～」

　うつむいたまま呼べば、ぎしっとベッドが軋んですぐに頭に大きな手が乗った。髪を撫でられて、由香利は目を細める。髪を撫でられるのがこんなに心地いいと感じたことはなかった。安心を与えてくれる大きな手に由香利はくすくすと笑った。

「どうした？」

「気持ちいい」

　ヴァルドエルはぎくりとして手を止める。自分の欲しかった言葉がこんなにも簡単に手に入るとは思ってなくて驚いたのだ。また言ってほしくて由香利の黒い髪を撫で始める。サラサラな黒髪は触れれば指の間を滑り落ちていく。掴めば手に入るのに、手を広げれば逃げていく。

　まるで由香利そのものだとヴァルドエルは思う。側にいてこうして触れ合っているのに、手に入れたとは思えない。体は手に入れても、まだ心がそろっていないからだろうか。

「ヴァルは気持ちよかった？」

「何の話だ」

　突然問われてヴァルドエルは首を傾げた。由香利の黒髪は手触りが気持ちいいのは確かだが、過去形で聞いてくるのがよくわからない。

「私は牙が生えてるから駄目なの？」

「さっきもそんな話をしてたな。何だ、牙って」

　訳がわからず問うと、由香利はがばっと起き上がってベッドに腰かけているヴァルドエルに飛びついた。太い首に腕を回してぎゅっと抱きしめる。

「ねえ、ヴァル」

　由香利は抱き着いたまま話す。唇がヴァルドエルの耳に当たってくすぐる。触れた息の熱さにヴァルドエルの劣情が煽られる。褐色の手が知らず由香利の背を上から下へとたどっていた。

「なんでしてくれないの？　やっぱり処女は面倒だった？　もう嫌になった？　変だった？」

　ヴァルドエルは目を瞬かせた。何を言われたのか瞬時に理解できなくて、理解した途端由香利の体を引きはがした。真意を確かめるようにヴァルドエルは由香利の黒い瞳を見つめた。由香利の瞳はすでに潤んでいて涙をいっぱいにためている。

「やっぱり牙が生えてるから駄目なの？　痛かった？」

「牙って……どこに」

「私のアソコ」

　言われてヴァルドエルは手で額を覆った。訳がわからずヴァルドエルは思考を巡らせて固まった。由香利の秘部に牙が生えている。どんな会話をすればそんな突拍子もない話が出てくるのか。

　いったい何の話をしたんだ、キラーシュと由香利は。

「ヴァル。でも、嫌いにならないで」

　由香利は固まったままのヴァルドエルに再び抱き着いた。

　由香利はヴァルドエルに嫌われたくなかった。なぜとかどうしてとかどうでもいい。頭の中がぼんやりしていて考えがまとまらない。ただとにかくヴァルドエルに嫌われることだけが怖い。

　ヴァルドエルの厚みのある唇にそっと由香利は自分の唇を寄せた。軽く触れるだけの口づけをする。瞳の中にとどまりきれなかった涙が頬を流れた。触れてすぐ離れようとした由香利の後ろ頭に大きな手が回され、ぐっと引き寄せられる。触れていただけの唇が密着し、すぐに舌が入り込んできた。

「は、んんっ」

　熱い舌が由香利の中を暴れまわる。もう一方の腕が由香利の腰をしっかりと抱え込み、もう逃げることはできない。由香利の逃げ回る舌をあっという間に捕らえて、逃がさないように絡めとる。ヴァルドエルは奥深くまで由香利を味わい、唾だ液えきを由香利の中に送り込む。代わりに由香利の舌を吸って由香利のものも飲み込んだ。それでも足りなくて、ヴァルドエルはさらに求めるように歯列を舌でたどる。由香利の何もかもが欲しくて、息さえも飲み込みたくてむさぼるように深く口づける。唇を食んで舌を這わせる。舌を吸えば由香利は恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

「あ、はあ、はあ、ヴァル」

　由香利を支えていた腕から力を抜けば、首に回されていた腕は簡単にほどけてベッドへとその体が落ちる。涙の浮いた目じりへ、瞼へ口づける。唇を這わせるようにして涙をすくい取り、こめかみに唇を寄せた。また唇を味わい顎から首筋へと舌を這わせる。首筋を丁寧に舐めれば由香利は甘い声を出した。首筋を舐め上げ、耳たぶを食む。耳に唇を寄せてヴァルドエルは低く囁く。

「抱いてほしいのか？」

「うん、欲しい。ヴァルが欲しい」

　由香利の腕が再びヴァルドエルの首に回されぎゅっと抱きしめてきた。今までこんな反応がなかったのに、突然の変わりようにヴァルドエルは驚いた。酒に酔っているせいかもしれない。ヴァルドエルは劣情を抑えるようにごくりと唾を飲み込む。

　今更駄目だと言われても無理だったが、聞いてみたら望んでいた以上の答えが返ってきた。その返事にもう止まれなくなった。今夜は由香利の中に精を吐き出す。一度ではきっと終われない。何度も求めて何度も揺らすだろう。

「由香利」

　熱をはらんだ声でヴァルドエルが呼ぶ。由香利は一つしかない黒い瞳を見上げふんわりとほほ笑んだ。由香利の涙の跡を舌が這い、細い顎を通って首筋へとヴァルドエルの唇がたどる。鎖骨にたどり着いたとき、ヴァルドエルはそこにちゅっと吸い付いた。白い肌に赤い花が咲く。今までヴァルドエルはあまり跡を残してこなかった。どの女にも残していない。執着している由香利にさえうなじに残した一つきりだ。

　まるで自分の所有物だと言わんばかりの跡をつけることに躊躇いがあった。女は自分の所有物ではない。由香利とて同じだ。放したくはないし放すつもりもないが、由香利から一度も求められていない。求めるのはいつもヴァルドエルだった。所有したいと思いながらも躊躇われ、由香利が見えない場所へつけた。

　だが今は違う。由香利から求めてきた。もう我慢する必要はない。所有印を刻んで、自分の女モノだと宣言してもいい。肩に胸の膨らみに次々と赤い花を咲かせていく。興奮して膨らんでいる蕾を口に含む。舌の上で転がして、先をくすぐるように舐った。

「んぁ……あぁぁ……」

　蕾の周りも膨らみにも強く舌を押し付けて快感を引き出していく。

　由香利は身をよじって喘いだ。腿を擦り合わせるようにしてもじもじし始める。それが可愛くて、ヴァルドエルは由香利の膨らみを優しく揉む。両手で揉みあげて蕾を舐る。ちゅっと吸えば由香利の背が跳ねた。何度も音を立てて吸い、そのたびに由香利がビクビクと体を震わせる。

「由香利、気持ちいいか？」

「……はい」

　問いかけに由香利はやはり肯定の言葉で答える。ヴァルドエルは苦笑する。あの言葉を引き出すにはもっと由香利を啼かせなければいけない。

　ヴァルドエルの手が由香利の体を這いまわる。胸の膨らみを優しく揉み、脇腹へ腹へ太ももを撫でて手首から肩へと上っていく。また肩らか下ろして太ももを撫で上げ、胸の膨らみを揉んで蕾をきゅっと摘んだ。

「あぁっ」

　そのまま蕾を優しくこすり、摘んだ先をチロチロと舌先で舐める。

「あ………あぁ。ふ、それ。んっ……おかしくなっちゃう」

　また一つ由香利の快感ポイントを見つけてヴァルドエルは笑みを深める。ヴァルドエルは片手を由香利の尻に持っていくと、一気に下着をはぎ取った。下着には染みができている。それを認めてヴァルドエルはいやらしい笑みを浮かべた。

「由香利、濡れてる。下着の色が変わるくらいに」

「ん、やだ。そんなこと言わないで」

　赤い顔をさらに赤くさせ、由香利は目を閉じて顔を逸らせた。毎回同じ答えとわかっていても、毎回言ってしまうのは由香利が可愛い反応を返すからだろうか。ヴァルドエルは笑みを浮かべつつ手を由香利の秘部に添わせた。

「やだ、駄目！」

　突然の強い拒絶の言葉とともに、由香利は両手で秘部を覆った。いやいやと首を振る由香利に、ヴァルドエルは困ったように由香利の顔を見下ろした。恥ずかしさではなく、こわばった顔をした由香利がいる。

「どうした？」

「牙が……」

　優しく聞けば由香利は泣きそうな顔で答えた。

「牙が生えてるから駄目」

　生えているわけがないとヴァルドエルは内心突っ込む。本当に一体キラーシュと由香利はどんな話をしてこんなことになったのか。だいたい、ヴァルドエルはもう二度も由香利のそこを見て舐めて指を入れている。二度目は自分のたぎりさえ入れた。だが、そんな突起物はどこにもなかった。うねるように柔らかく温かくじっとりと濡れて締め付けていた。牙などあろうはずがない。

「大丈夫だ」

「大丈夫じゃない。かみついてくるもん」

「あ～、わかった。じゃあ、俺がちゃんと中をじっくり見てやる。牙がないかどうか、しっかり確認してやるから、手をどけろ」

　言われて由香利は泣きながらゆっくりと手をどけた。ヴァルドエルの前に秘部が現れる。ヴァルドエルは由香利の秘部に触れ、少し考えてニヤリと笑った。

「由香利、よく見えないから広げて見せてくれ」

「えっ!?」

「足を広げて、そこも自分で広げて見せてくれ。そうしないと見えないだろ」

　由香利は真っ赤になりながらオロオロと黒い瞳を彷徨わせた。あちこちに向けられた瞳が最後にヴァルドエルの黒い瞳で止まる。由香利は逡しゅん巡じゅんした後ヴァルドエルの前で足を広げた。膝を立てて大きく開かせる。

「……見える？」

「まだ駄目だ。ちゃんとここも広げてくれ」

　つんつんと秘部をつつけば由香利の肩がビクリと震える。おずおずと差し出された白くて細い指が秘部に添えられそっと広げられる。

　夜なのが惜しいとヴァルドエルは感じた。もう寝るだけだからとロウソクもつけなかったことが悔やまれる。それでも闇夜に浮かび上がる由香利の体は白く、赤く染まる顔はよく見える。

　ヴァルドエルはその様子を見ながら、自分の中の欲情が猛烈に煽られているのを感じた。羞恥で真っ赤になりながらぎゅっと目を閉じ、自分から秘部を広げている由香利の痴態に全身の血がたぎるように感じる。下半身が先ほどから疼うずきっぱなしだ。

　ヴァルドエルは中がもっと見えるようにと由香利の腰を持ち上げた。

「…………見える？」

「まだ駄目だ。もっと広げろ」

　さらに広げられたそこに鼻を近づける。甘酸っぱい匂いが鼻孔を刺激する。欲望を直接刺激する香りにたまらずヴァルドエルは蜜壺に舌をあてがった。

「ああぁぁっ！　ヴァル、駄目……ちゃんと見て」

「見てる。しっかり中まで」

　指を蜜壺の中に滑り込ませた。すでに十分濡れているそこは、ヴァルドエルの太い指も難なく受け入れる。由香利の宙に浮いた足がビクッと震える。ヴァルドエルが中をこするたびに由香利は嬌声を上げ全身を震わせた。

「由香利、力が抜けてる。もっと広げろ」

「ひん、だって……」

「確認してほしいんだろ？　だったらちゃんと言うことを聞け」

　由香利がまた秘部を広げる。指を引き抜いてヴァルドエルは代わりにそこへ舌を差し込んだ。あふれる蜜をじゅるじゅると音をさせて飲み込む。

「ひ、やだ、ヴァル。あっ……ああぁぁ………」

　舌を奥深くまで差し込み、中を蹂躙する。くねくねと中で動く熱い舌に由香利は翻弄された。じゅるじゅると音がするたび由香利の耳を音が犯す。目をつむっていても、いや、目をつむっているからこそ何が起きているのか想像してしまい余計に羞恥に悶もだえる。それでも見てしまえばもっと恥ずかしくて、目を開けていられない。

　舌が抜かれ、由香利は全身から力を抜いてヴァルドエルを見上げた。ぺろりと唇を舐めながらヴァルドエルが由香利を見下ろす。

「牙は？」

「今はない。だが、もっと感じれば生えてくるかもしれねえな」

　ヴァルドエルは笑って言った。本当に生えるわけがないのに、由香利はその言葉に青ざめた。

　キラーシュが言っていた。由香利は素直すぎて怖いくらいだと。本当にその通りだとヴァルドエルも思う。嘘が苦手な自分の言葉も疑うことなく素直に受け取ってしまう。

「ちゃんと確かめてやるから、そのまま広げてろ」

　言われて由香利は力の入らない指を叱しっ咤たして秘部を広げる。広げられた花弁にヴァルドエルは下から上へと舌を這わせた。秘部を広げている細い指にまで舌を這わせる。

「んん…」

　酒に酔っているせいか、由香利の体はどこもが性感帯に思えた。手の甲に口づけても甘い声を出す。こんな感じやすくなっている体で一番敏感な花芽に触れればどんな痴態をさらしてくれるのか。ヴァルドエルは自分の昂揚を抑えきれない。早く見たいと思うくせに、もっと焦らしたいと思う。もっと感じさせて、もっと啼かせたい。

　花弁を舐り、花芽には触れず周りを舐めとる。また花弁へ戻りやわやわと食む。既に開いている花芽にわざと鼻を軽く触れさせれば由香利は嬌声を上げて全身を震わせた。

　自分の愛撫で由香利が感じている。そのことがどうしようもなくヴァルドエルを興奮させ、煽り、それがまた由香利を啼かせたいという思いに繫がる。

「由香利、力が抜けてる」

　酔っているためか快感のためか、由香利の指から力が抜けていく。ヴァルドエルは苦笑して自ら秘部を押し広げると花芽に吸い付いた。

「あああぁ。やあ……あっああっ。駄目！」

　ヴァルドエルの頭を遠ざけようと由香利の手が頭を押す。その手首を捕らえて自由を奪い、ヴァルドエルはさらに花芽を舐り続ける。あふれる蜜の量が由香利が感じていることを教えてくれる。やはり酒のせいかいつもより感じているらしく、蜜は舐めとってもあふれて由香利の肌を伝いシーツを濡らした。

「あ……んっああああぁぁぁっ!!」

　掴んでいる腕にぐっと力が入り由香利は背を反らせた。全身を痙けい攣れんさせて由香利は達した。

　蜜壺に太い指を滑り込ませた。十分に濡れそぼっていたそこは、ヴァルドエルの指を簡単に受け入れた。蜜壺の中を探るように指が動く。由香利はその指の動きに集中する。ヴァルドエルの指が何かの突起物に引っかかっていないかを見極めるためだ。

　ヴァルドエルの指がもう一本増やされる。中でバラバラに動く指の動きに一瞬にして集中力は散り、由香利は喉を反らして嬌声を上げた。

「や……そこばっかり」

「ここが気持ちいいんだろ。気持ちよくさせてやるから、もっと足を広げろ」

　そんなはしたないことをと思いながらも、体は命令に従って足を開げる。酒のせいなのかいつもより大胆になっていると自分でも思う。声も隠さないし、上げる嬌声はいつもより甘く感じる。

　ぼんやりしていて心地いい。ふわふわした体はあまり力が入らない。霞かすみがかかったように思考がうまく働かない頭は、命令されると勝手に体が従ってしまう。

　与えられる快楽に、勝手に体が反応して勝手に熱が上がっていく。蓄積された熱はヴァルドエルの指や舌の動きを敏感に感じ取り、由香利を高みへと誘う。

　ヴァルドエルの指が腹側のポイントを探し出し、そこをゆるゆるとこする。由香利は全身を襲う快感に流されまいと、ヴァルドエルの太い腕を掴んでしがみつく。悲しいわけでも苦しいわけでもないのに勝手に涙があふれてきて頬を伝う。

「ひ、んうぅ……ヴァルゥ、そこ…ひぁ…あっ、あぁ」

　ヴァルドエルは三本目の指を由香利の中に入れた。中を広げるようにして動かされ、由香利はたまらず喘いだ。指が前後に動かされるとじゅぷっじゅぷっと粘ついた水音が自分の下半身からしてくる。それが自分からあふれ出た蜜の音だとわかって、たまらなく恥ずかしい。恥ずかしいのに、だんだん何も考えられなくなる。

　与えられる熱に体も意識も溶かされていく。羞恥心すら快感に変わって、由香利は全身を震わせた。

「んんぅっ…………もう駄目。ヴァル、も………」

「イけ、由香利」

「イ……ん、っぁああああっ！！！」

　目の前が真っ白に弾けた。ビクビクと体が痙攣するのを自分では止められない。

　力なくベッドに沈み込み、荒い息を吐いて由香利は目を閉じた。まだ瞼の裏がチカチカしている。絶頂で発散されたはずなのに、熱はまだ由香利の中にこもっている。息を吐けば甘く熱い。

　まだお腹のあたりがぴくぴくと痙攣している。イったばかりなのに、何か物足りない。もっと何かが欲しいと体が訴えている。由香利のぼんやりとした視界がヴァルドエルの黒い瞳を捕らえた。

　ああ、そうか。と由香利はうなずく。まだ満足させていない。由香利は快楽に溺れて気持ちよくても、ヴァルドエルは一度も快楽を得ていない。自分ばかりが高みに上らされ、ヴァルドエルにはお預け状態。それが、由香利にも辛くて寂しい。一緒に気持ちよくなりたい。

　由香利はヴァルドエルに手を伸ばした。

「ヴァル、挿いれて」

　耳に囁かれた由香利の言葉は、甘い吐息に包まれていてヴァルドエルの頭をジーンと痺れさせる。ドクンとまた心臓が音を立ててヴァルドエルの逞しいモノに熱い血液を送り込んだ。先走りで濡れた先端を由香利の秘部に当てれば、くちゅりと粘っこい音がする。

「由香利」

　ヴァルドエルが耳元で囁く。ヴァルドエルの熱い塊が自分を貫くのだと思うと、誘っておきながら由香利は前の痛みを思い出して眉を寄せた。

「や、優しくして……」

「わかっている」

　ヴァルドエルがうなずき、腰を進めた。ゆっくりとそれが侵入してくる。痛みはない。けれど、胸まで圧迫するような感覚に息が詰まる。

「ん……」

　腰を進めていたヴァルドエルが止まる。ようやく全部が入ったのかと由香利は息をつく。もう自分の中はいっぱいいっぱいだ。上を見れば、眉を寄せ歯を食いしばって何かに耐えるような辛い表情のヴァルドエルがいた。

「牙が……」

「違う。よすぎるんだ、由香利の中が」

　熱くうねるひだが逃がさまいとヴァルドエルを締め付ける。まだ半分しか入っていないのに、信じられないほどの快楽だった。痺れるような快感が全身を巡っている。呼吸を整えてヴァルドエルは自分を襲う快感をなんとか逸らす。さらに奥へと腰を進めるヴァルドエルに由香利は首を振った。

「や、無理。大きい……」

「馬鹿。煽るな」

　ぐんとヴァルドエルのモノが由香利の中で硬さと質量を増す。由香利は喉を反らした。無意識に逃げようとした腰を捕らえて、ヴァルドエルはさらに腰を進める。

「やあっ、無理！　ヴァル、もう入らない」

　由香利の中はすでにいっぱいなのに、さらに奥を目指して熱くて太い塊が侵入してくる。もう無理だと由香利は暴れて泣いた。このままでは壊れてしまう。

「大丈夫だ。一度入っている。もう少し……」

　暴れて泣きじゃくる由香利の腕を掴んでベッドに押し付け、ヴァルドエルは由香利の最奥を一気にずんっと突く。

「ああっ!!」

　全部がようやく由香利の中に入り込み、ヴァルドエルは動きを止めて由香利を抱きしめた。己の吐き出す息が熱い。二度目なのに、初めて入ったときのようにヴァルドエルを痛いほど締め付けてくる。うねるような熱い中はヴァルドエルを絶えず刺激して発射を促す。動きを止めることでヴァルドエルはそれを何とか抑えた。

「痛むか？」

　それに由香利は涙を流して首を振る。痛みはない。ただ圧迫感がある。自分の中に異物が入り込み、ドクドクと熱く脈打っているのを感じる。

「ヴァルは辛い？」

「辛くはない。いや、辛いな。気持ちよすぎて、もうイきそうなくらいだ」

「気持ちいいの？」

「ああ」

「そっか」

　由香利は言って泣きながらもふわりとほほ笑んだ。自分が気持ちよくさせている。そのことに由香利は大きな満足感を得た。笑んだ頬にまた涙が零れ落ちる。その頬にヴァルドエルは口づけを落とす。涙の跡を拭うように唇を添わせた。柔らかな唇に唇が触れ、お互いの鼻がつくほどの距離にヴァルドエルの黒い瞳がある。

「由香利は気持ちいいか？」

「まだ……よくわからない」

「じゃあ、気持ちよくさせてやる。動くぞ」

　由香利がうなずく前にヴァルドエルは己のモノをずるっと引き抜いた。それからまた中へ突き刺す。

「あっ」

　壁が擦れて由香利は声を上げた。蜜が潤滑剤の役割を果たしていて擦れても痛みはない。けれど擦れるたびに痺れるような感覚が襲ってくる。

　肉棒が抜かれる。ゾクゾクとした快感が由香利の背筋を走る。また中を圧迫しながら熱いモノが入ってくると、由香利の中が満たされ心も満たされるようだった。さらに引き抜かれ、もう何も考えられなくなる。

　脳を焦がすような快楽が、思考を焼き尽くす。ヴァルドエルと繫がっている部分だけが熱くて溶けてしまいそうで、なのに気持ちいい。

「やあぁぁ、そこ……」

　ヴァルドエルがわずかに体勢を変えて、擦れる場所が変わる。ヴァルドエルの指がしつこく愛撫を繰り返していた場所。由香利は喉を反らせて首を振った。指など問題にならないくらいの激しい快楽に、由香利はヴァルドエルの褐色の太い腕を掴んだ。その指が快感で震える。

「もう、駄目！」

「何度でもイけばいい」

　ヴァルドエルの声が上から降ってくる。目をぎゅっとつむったまま快楽の波に耐える由香利の耳に、それは低く響いた。上り詰めることが『イク』ことだと揺さぶられる由香利の脳に刻まれる。

「イ……ク……、イっちゃうっ！　あっ、もう駄目。イク！　いっ、あああぁぁっ」

　宙に浮いたままの由香利の足がビクッと震える。同時にヴァルドエルを包む温かい壁がぎゅっと締まった。由香利の卑猥な言葉にあてられ、さらに締まった中にイきそうになって、ヴァルドエルは動きを急停止させた。動きを止めればどうにか熱が抑えられる。呼吸を整えて自分の熱を整えた。それだけで解放されようと頂上近くまで来ていた熱が少し下がる。それでも自分のモノをゆるゆると包むように動く由香利の中にいるだけで、熱はいつでも解放されようと頂上を目指して登ってくる。

「由香利、気持ちいいか？」

「うん。気持ちいい。ヴァル。もっと、もっとして」

　ドクンとヴァルドエルの心臓が音を立てる。大きさも硬さもこれ以上はないのに、煽られて心臓がもっと感じろと強制的に肉棒に血液を送ってくる。快感だけが引き出され、より由香利の中を鮮明に感じてしまう。熱くうねる中の動き一つ一つが伝わってくる。ヴァルドエルはぐっと眉を寄せた。あまりの快楽に口から熱い吐息が吐き出される。

　ヴァルドエルは由香利の片足を持ち上げて肩に担ぐとぐっと腰を突き出す。さらに深く繫がり、由香利は無意識に腰を引いた。逃げようとする由香利の腰を引き寄せるようにして深く繫がり、ヴァルドエルが再び動きを再開させる。

「やぁ、奥……も、無理」

　胸の蕾に吸い付かれ、由香利は喘いだ。ヴァルドエルの触れている部分が熱を与えてくる。

　先端が抜けるぎりぎりまで引き抜かれ、そこから一気に最奥を貫く。小刻みに震えるように揺さぶったり、中をかき回すように腰を動かされる。そのどれもが由香利から思考を奪い、高みへと誘う。そのたびにヴァルドエルは動きを止めて自らの熱の解放を阻止した。

　イかされつづけて、思考も体も溶けてしまったかのように力が入らない。イクたびに熱が少し解放される。解放されずに残った熱は体を揺さぶられると、すぐに失った熱を取り戻しまた高みへ誘う。

　何度目かの絶頂を迎え、由香利は荒く息を吐いてベッドに沈み込む。

「ふ……はっ」

　ヴァルドエルも熱のこもった息を吐いた。もう動きを止めても、呼吸を整えても己の熱は下がらない。限界が近いとヴァルドエルの体が告げている。

　ヴァルドエルは腰の動きを速めた。

　あっという間に快楽の波にさらわれ、自分さえ見失ってしまいそうで、とにかく何かにしがみつきたくて由香利はヴァルドエルの背中にしがみついた。その唇にヴァルドエルの唇が重なる。口を開けば熱い舌が入り込んで中を蹂躙する。上も下も思うがままに蹂躙され、声を上げたくても唇はヴァルドエルによってふさがれている。苦しくて薄らと開けた目に飛び込んできたのは、ギラギラと獣のように光る黒い瞳と堪えるように眉をぐっと寄せているヴァルドエルだった。

　ヴァルドエルの唇が耳たぶを食む。耳に唇が当たり、熱い吐息とともに言葉が吐き出される。由香利の熱で浮かされた頭は、それを言葉として捕らえられずに低い音だけが頭に流れた。

　最奥をぐいっと突かれて、由香利は背中を反らせた。由香利の口から絶叫にも似た嬌声が上がる。ヴァルドエルが何度か腰を由香利に押し付け、中が迸る熱いもので満たされた。それを感じて由香利は体を震わせ、瞼の裏を真っ白に染めながら気を失った。







　気を失って横たわる由香利をヴァルドエルは見つめた。本人は気絶していてもまだ体が快感を感じているのか、足先や手や肩が時折ぴくぴくと動く。体が冷えないようにそっとタオルケットをかけてやり、黒い髪に手を伸ばした。

　由香利のサラサラした髪の手触りも、花のような香りもすべてヴァルドエルを惹きつけてやまない。撫でれば安心したように目を細め、うっとりとした表情を浮かべていた由香利を思い出してヴァルドエルは己の中の熱が上がるのをまた感じた。

「ふっ……」

　自分のことなのに笑えてきてヴァルドエルは口元を手で覆った。こんなのは生れてはじめてだった。どんな魅力的な女相手でも、一度熱を解き放てば冷静になれた。なのに由香利だけは違う。欲望を解き放ったばかりなのに、すぐに由香利を欲しがる。どんなに抱いてもきっと満足はしないだろう。

　由香利が笑んだだけで、小さく喘いだだけで、熱い吐息を漏らしただけで心臓の鼓動がドクンと音を立てる。

　由香利の何気ない表情でも鼓動は強く脈打つ。

　振り返った顔。見上げてくる黒い瞳。笑みを浮かべる桜色の唇。ヴァルドエルの腕の中で啼く姿。すべてが愛おしい。心臓が強く鳴るたびに、ヴァルドエルは由香利に惹かれていく。自分でもどうしようもないほどにどんどん惹かれていく。目を奪われるというのはこういうことを言うのだろう。実際には目だけではなく心も意識さえも奪われている。

　止められない気持ちを胸に、ヴァルドエルは由香利の側に寝そべると、そっと引き寄せた。太い腕に由香利の小さな頭を乗せ、自分の胸に抱く。その温かい体温に、ヴァルドエルの冷静な心臓が小鳥の羽ばたきのように速まる。小さく立てる寝息すら愛おしくて、ヴァルドエルは由香利の額に口づけを落とした。

「愛している」

　ヴァルドエルは心のままに思いを言葉にする。言葉にすれば思いが奔流となってあふれ出した。自分で自分の感情が止められない。細い体を強く抱きしめた。もぞもぞと由香利が腕の中で動いて、ヴァルドエルはハッとして拘束する腕を緩めた。由香利は少し動いて、また静かな寝息を繰り返し始める。

　それに安堵の息を漏らす。強く抱きしめすぎたのかと思ったのだ。

「結構、怖いな。これは」

　どこまで力を入れていいのか加減がわからない。由香利の折れそうな細い体はヴァルドエルが本気になれば簡単に壊れてしまいそうだ。けれどその体をもっと強く抱きしめたい。もっと一つになりたい。ヴァルドエルは自分の硬く熱い塊を由香利の太ももに擦り付けた。それだけで頭が痺れて、一層体が熱くなる。

　体を一つにつなげるだけでは物足りない。もっとずっと一緒にいて、いつでも一つになるいい方法はないだろうか……。

　ずっと背負うというのはどうだろう。

　いやいや、これは無理がある。それに由香利は異常に恥ずかしがりだ。二人きりの時はそうでもないが、キラーシュの目があるときは頬への口づけさえも顔を赤くしてうつむいていた。唇にしたときは顔を真っ赤にさせて怒っていた。背負えばきっと文句をずっと言われる。そんなことを続ければ、己の腕の中からも逃げてしまいそうだ。

　ヴァルドエルは結構真剣に頭を悩ませた。うんうんと悩んで、突然閃ひらめいた。

「食うか」

　腹の中に納めればいつでも一つだ。それに誰にも由香利を見られなくて済む。自分だけのものだ。納得しそうになり、駄目だ、とヴァルドエルは慌てて首を振った。食べたら由香利がいなくなってしまう。それは非常に困る。

　結局何も思い浮かばず、ため息を吐いてヴァルドエルは由香利の体を確かめるように手を動かした。体の線に添わせてそっと撫でる。細い肩。ゆるくカーブを描く背骨。柔らかな尻。

「由香利」

　耳元で愛おしい名前を囁く。放さないし、誰にも渡さない。このままこの部屋に閉じ込めておきたい。誰の目にも触れさせず、自分だけを見つめていてほしい。黒い瞳に映るのは自分だけでいい。

「お前も少しでもそう思ってくれてるか？」

　今夜は由香利から求めてくれた。そうなってくれればいいと、ヴァルドエルは願わずにいられない。自分の腕の中に心も落ちてきたと思いたい。願いながらも心が見えなくて不安になる。

　なぜ見たいと思ったものや感じたいと思ったものは、実際には見ることも触れることもできないのだろうか。心も感情も確かにそこにはあるのに、近くに感じているのに不確かすぎる。

　人を好きになるというのは嬉しい反面、恐ろしいものだとヴァルドエルは改めて思う。恋に駆け引きも必要だと聞いたこともあるがそれも難しい。戦に出て戦うほうが何倍も簡単だ。戦場では相手の心は手に取るようにわかる。命のやり取りも、駆け引きも数えきれないくらいしてきた。なのに由香利相手だと途端にわからなくなる。だから啼かせることで由香利の感情を揺さぶり、無理やり心を引き出した。抱いているときだけは、由香利の心が一時でも手に入ったような気がする。

「……由香利」

　もう一度愛おしさを込め、熱い吐息を混じらせて名前を呼ぶ。

「ヴァル……」

　囁かれた言葉に驚いて目を見開く。ヴァルドエルの心臓が痛いほど強く脈動した。起きたのかと思って白い顔を見下ろせば目をまだ閉じたままだ。

　ごくりとヴァルドエルは唾を飲み込んだ。目覚めていないということは、まだ夢の中に由香利はいる。その夢の中にまでヴァルドエルは入り込んでいる事実に勝手に頬が緩む。それほどの存在になれていることが嬉しい。にやけた笑いを隠すようにヴァルドエルは顔を手で覆った。大声で叫び出しそうだ。それくらい嬉しい。

「ヴァルさん、出撃点火………殲せん滅めつせよ…」

　ヴァルドエルは笑っていた頬を、ひくっと引きつらせた。

　出撃はわかるが点火ってなんだ。それに、名前にしてはどこかイントネーションというか、呼び方が違うように思うのは気のせいだろうか。

　いったい何の夢を見ているんだ。

「俺の名前、だよな？」

　眠ったままの由香利に、ヴァルドエルは小さく問いかけ、大きくため息を吐いた。

　まだ、心はそろっていなさそうだ。








４









　瞼を白く染める明るい光に由香利は目を開けた。瞬間黒い瞳に射抜かれてビクリと体が反応する。咄嗟に離れようとした体をすぐにヴァルドエルが引き寄せた。

「ええと、あの……」

　状況が呑み込めず、由香利はあたりに視線をやった。

　窓から朝日が差し込んでいる。当たり前だが夜が明けたのだ。だが、いつ？　と由香利は顔を青くする。いつ自分はここへ帰ってきたのか。なぜ裸でヴァルドエルと抱き合って眠っているのか。いや、理由はわかる。シーツが妙に冷たい。寝汗なんてものでないことは確実で、昨日の情事を告げている。

　だが、いつ？　と由香利はまた目を瞬かせた。

　ごくりと唾を飲み込む。覚えているのはキラーシュと部屋で飲んでいたところまで。ギャーギャー騒いで、ぎゅうぎゅう抱き着いて、キャーキャー言っていた、ような気がする。

　何をと問われれば首を傾げるしかない。ヴァルドエルのことについて話していたような記憶はかすかにある。なぜ抱いてくれないのか、とか。アソコに牙が生えてるからじゃないか、とか。訳のわからないことを言っていた、ような気がする。

「風呂」

「はいっ」

　突然声をかけられて、由香利はビクリと肩を震わせた。

「入るか？　沸いてる」

「あ、はい。入りたい……です」

　ピクリとヴァルドエルの太い眉が動く。由香利はそれを見なかったことにして、そろそろとヴァルドエルの腕から抜け出す。黒い瞳を見ていられず、視線を逸らせば視界の片隅で太い眉がぐっと寄ったのが見えた。

　だが、何も言われなかったので、トイレを済ませてから由香利は土間横の扉を開けた。高い板塀に囲まれた風呂場は、屋根もあるし外からは見えない。外は朝なのにしんとしていて何の音も聞こえない。朝食の準備や朝の支度で忙しい時間だろうに、いつもこのあたりは静かなのだ。意外に壁が分厚いんだと感心する。この気密性ならば現代と変わらないし、夜に上げていた嬌声だってきっと聞こえていないに違いない。

　少し赤くなりながら、ほこほこと湯気を上げるお風呂に由香利はほっと息をつく。手を湯に入れればちょうど適温になっている。

　この世界では風呂が自宅にあるのは珍しい。ほとんどは町にある共同の浴場を利用するそうだ。自宅に風呂があるのは貴族とか金持ちだけだという。なのに、こんな手狭な家に風呂がついていることは由香利には理解できなかった。本当に失礼な話だが、ヴァルドエルが金持ちには到底見えないからだ。

　町の近くに川が流れていてそこから町に直接水を引いているので、水はそれほど貴重なものではないらしい。が、日本のように蛇口をひねれば水が出てくるわけではない。共同の水場へ行き、桶で水を汲んでこなければならない。かなりの重労働だし、火をおこすには薪も必要で結構手間もかかる。ヴァルドエルは毎日風呂に入る習慣があるものの、由香利は遠慮して髪は二日に一回しか洗っていない。長い髪は洗うのが手間だしお湯も結構使ってしまうからだ。

　なので、朝風呂はここへ来てから初めてだ。ちょっと贅ぜい沢たくな気分になる。

　鼻歌交じりにかけ湯をして自分の体を見下ろし、由香利の鼻歌がぎゃっという声に変わる。体に点々と赤い跡が残っている。一瞬病気かと思ったが、違う可能性に気づいて真っ赤になった。間違いなく情事の跡だ。

　やはり昨日そういうことがあったのだと由香利は思った。だが、記憶がない。

　お湯に浸かりながら、由香利は昨日に思いを馳せる。しかし何も思い出せない。頭が痛いとかそういった二日酔いの症状がないのは助かるが、記憶がないのはいかんともしがたい。何があったのか。ヴァルドエルに抱かれたのだろうことはわかるが、今度こそちゃんとヴァルドエルは精を解き放てたんだろうかと由香利は思う。ちゃんと気持ちよくなれたんだろうか。

　自分はどうだったんだろうかと思い、やはり何も思い出せなくてため息を吐いた。

　ガウンを羽織って風呂から上がるとヴァルドエルが服を着て椅子に座っていた。すでに七時の鐘は鳴り終わっている。いつもならば家にいない時間だ。由香利は首を傾げた。

「今日はお休み？」

「ああ。昼からはキラーシュと出かける。由香利も来るか？」

「ついてっていいの？　行きたい！」

　突然の誘いに由香利は目を輝かせた。この世界に来て、初めてのお出かけである。怪しい人間を外に出すわけにはいかないのは当然だと由香利は考えていて、だから今までも外へ出たいとこちらからは言わなかった。しかし、ようやくお出かけの許しが出た。少しは信用してもらえているのかと嬉しくなる。

「お前にも全くの無関係な話じゃねえからな。それより、体は大丈夫か？」

「あ～、はい。大丈夫。お酒は残ってない」

「そうじゃなくて、昨日無理させたかと思って。気を失ったろ。だから」

　言葉に由香利は固まった。

　昨日・無理・気を失う。その言葉だけが頭の中をぐるぐる回る。なのに言葉が示す記憶は全くない。

「……気を失ったの、私」

　ピクリとヴァルドエルの眉がまた動く。

　由香利は何をどうしたら気を失うようなことがあるんだろうかと考える。体位だろうか。回数だろうか。無理な注文でもつけられたのだろうか。けれど体はどこも痛くない。無理な体勢をしたとは思えないし、やはり回数だろうか。訳がわからず由香利は視線を彷徨わせた。

「おい」

　地を這うような重く低い声が部屋中に響いた。ゆらりとヴァルドエルが椅子から立ち上がる。その迫力に由香利は一歩退いた。ヴァルドエルが一歩由香利に踏み出し、由香利は数歩後ろに下がる。その背中が壁に当たって止まる。ヴァルドエルは一つしかない黒い瞳を細めて由香利の側まで来ると、トンと由香利の頭の横の壁に手をついた。

「あ、あの……」

「昨日のこと、言ってみろ」

「な、何が？」

「昨日、俺がどんなふうに抱いたのか、言ってみろ」

　由香利はふいと目を逸らす。それが答えになっていることは明白で、ヴァルドエルは眉をぐっと寄せて由香利を睨んだ。

「お前、まさか何も覚えてねえんじゃねえだろうな」

「…………」

「あれは酔った勢いか」

「あ、あれ？」

　由香利にはどれかさっぱりわからない。胸の前に手をやり縮こまってオロオロしてしまう。そんな由香利の様子にヴァルドエルはさらに顔を険しくした。その手が由香利の腰に回りぐいっと持ち上げて肩に担いだ。荷物のように担がれて由香利は手足をばたつかせた。腰に回された腕は鋼はがねのように硬く、由香利が暴れたくらいではびくともしない。

　ドサッとベッドに下ろされて、由香利は咄嗟にベッドの上を這って逃げた。ヴァルドエルの手が逃げる由香利の肩を素早く掴む。もう片方の手がガウンの襟首を掴んで引っ張ると、前を合わせて軽く紐で結んだだけのガウンは、するりと滑るように由香利の肩から外れた。ヴァルドエルは緩んだガウンの紐で由香利の腕を後ろ手に縛り上げた。柔らかな紐は由香利を傷つけることなく、しかししっかりと拘束する。

「ヴァル、ちょっと待って！」

　腕を拘束されうつ伏せのままヴァルドエルにのしかかられて、由香利は慌てて声を上げた。

「何だ」

「き、昨日のことごめんなさいっ」

　ピクリとヴァルドエルの眉がまた動く。

「何を謝ってる」

「ヴァルを怒らせるようなことしたんでしょ、私。だから」

「怒ることなんて、一つもなかった」

「じゃあ、なんで怒ってるの」

「怒ってねえ」

　ヴァルドエルが背筋に唇を落とす。舌を這わせれば、由香利は顔を赤くしてぴくっと肩を揺らした。

「ん、ヴァル」

「もう一度、言ってみろ」

「ごめんなさい」

「違う」

　じゃあ何を、と言おうとした由香利をヴァルドエルは胡坐をかいた間に座らせた。後ろから抱きしめ、由香利の頬に手を添えて上を向かせるとその唇をふさいだ。

「ん……」

　由香利の口の中にねっとりとした舌が入り込む。逃げようとする舌を追わず、ヴァルドエルは味わうように歯列を舐め唇を食んだ。ゆっくりと口内を舌が這いまわる。

「舌を出してみろ」

　由香利は言われた通りに舌を差し出す。ヴァルドエルの舌がそれを舐めるように動く。性急ではなくゆっくりとした動きに、由香利も少しだけ動かしてみた。それは昨日の謝罪も込めた動きだった。たどたどしくヴァルドエルの舌に絡ませる。途端にヴァルドエルの舌も応えるように由香利の舌に絡ませてくる。急に速まった動きに由香利は息を荒らげた。

「俺が欲しいか？」

　突然問われて由香利は出していた舌を引っ込めた。まじまじとヴァルドエルの黒い瞳を見上げる。そこに明らかな情欲を見つけ、ヴァルドエルの言わせたい言葉がわかって、由香利は目を瞬かせてうなずいた。

「欲しいです！」

「嘘つけっ。適当に言ってもすぐにわかる」

　罰とばかりに胸の蕾をぎゅっと摘まれる。痛みとともに快感が背筋を走り、由香利は声を上げそうになって下唇をかんだ。声を抑えたくても手は拘束されたままだ。

「こら。自分を傷つけるな。声を出せ。昨日みたいに」

　無理に決まっていると由香利は首を振った。昨日のことは何も覚えていない。昨日自分がどんなふうに声を出したかなどわからない。

「好きなだけ声を出せばいい」

「だって、外明るい」

「昨日だって月明かりがあった。月も太陽も変わらん」

「違うもん！」

　ヴァルドエルの滅茶苦茶な理論に由香利は声を荒らげた。

　明らかに太陽のほうが明るい。朝日のもとにさらされて、月明かりやロウソクでは隠れていた姿態があらわになってしまう。隠したいと思っている秘部も、太陽のもとでは隠すことなどできない。暗ければ見えない花弁の一枚一枚も中さえも見られてしまう。

　逃げようとして動かした腰は、ヴァルドエルの腕によって即座に阻まれる。ぎゅっと後ろから抱き着かれて、由香利は体を固まらせた。

「わかってねえな、由香利は。今、お前は罰を受けてるんだぞ」

「罰!?」

「昨日あれだけ俺を煽っておいて、朝になったら忘れてるってどんな悪魔だ。だから今度は忘れないように、体に教え込んでやる」

　耳に唇を直接押し付けて、囁くように低い声が響く。それだけで由香利の背筋をゾクゾクとさせる。熱い吐息が漏れそうになった。

「……それが罰？」

「そうだ。だから、俺に体を預けろ」

　理不尽な罰に思えた。けれど、昨日のことを覚えていないのは本当で、由香利は迷った末に肩の力を抜いてヴァルドエルの胸に背中を預けた。硬い胸板の感触が背中に伝わる。腹筋の硬さも、そしてお尻に当たっている熱くて硬い感触も。

「いい子だ」

　頭を大きな手が撫でる。その手の動きに、一瞬昨日の出来事がフラッシュバックする。ベッドでうつぶせになっている頭に大きな手が乗って撫でてくれていた。心地よさを思い出して由香利は目を細める。

「気持ちいい」

　ぴくっとヴァルドエルの手が止まり、また頭を撫でられる。

「俺が欲しいか？」

「うん。欲しい！」

　由香利は元気よく答える。そこに甘さも色気もなく、ヴァルドエルの眉がまた不機嫌そうにピクリと動いた。

「啼かせないと、やはり駄目らしいな」

　ぼそっと耳元で呟かれた不穏な言葉の通り、由香利はそれから何度も啼かされることになった。

　ヴァルドエルの指が動く。まるで一本一本が別の生き物のように、由香利を追い詰める。

　ヴァルドエルは由香利の足を大きく開かせ、後ろから抱きしめるようにして由香利の秘部に手を伸ばした。両方の指で由香利の秘部を広げ、中指を蜜壺へと侵入させる。くちゅっと音をさせながら、両方の中指が中を探るように動く。右の人差し指が花芽を擦りあげた。間をあけることなく左の人差し指が花芽を擦りあげる。左が終わればまた右が。代わる代わる花芽を擦られて、由香利はビクビクと体を震わせた。それは背中を預けているヴァルドエルにそのまま伝わる。そのことが恥ずかしいのに、自分の体の震えを止めることができない。

「あっ、ああぁ……ん、ヴァル、も、駄目……」

　声は途絶えることなく由香利の口から漏れる。押さえたくても両手はガウンの紐で後ろ手に縛られ自由にならない。蜜はあふれてシーツを濡らし、ヴァルドエルの指も濡らす。

　明るい太陽のもとで足を限界まで開かされ、恥ずかしい部分を弄り回され、感じている自分を隠すこともできずに声を上げ続けている。顔を赤くして首を振り、瞳からは涙を流して由香利は快楽の波に飲まれる。

「あ、あぁ、イ……」

　限界まで熱が高められ、絶頂に達する寸前、愛撫を止められる。ビリビリした痺れるような快感が行き場をなくして全身に広がってどうしようもない疼きが体中を支配する。絶頂感が少し収まるとまた愛撫が始まる。イきそうなのにイけない。由香利は快楽の波にずっと飲まれながら、一度も絶頂には達していない。体はイクことを覚えていて、熱が解放されることを望んでいるのに、最後の仕上げをヴァルドエルが止めるのだ。それがずっと一時間ほど続いている。

　由香利は息を荒らげて後ろにいるヴァルドエルを振り向く。黒い瞳は涙で濡れて光っている。そこに色鮮やかな色欲が表れていて、ヴァルドエルは由香利に気づかれないように唾を飲み込んだ。

「ヴァル、お願い。も……無理」

　蜜壺の中に入り込んだ中指が中を引っかくように壁を擦る。同時に花芽も擦られ、由香利は背を反らして体を震わせた。

「どうしてほしいか言ってみろ。言えばちゃんとしてやる」

「お願い……ヴァル」

「お願いじゃわからねえな。どうしてほしい」

　答えに詰まる由香利に、ヴァルドエルは右の人差し指も蜜壺の中に差し込んでバラバラに動かす。左の人差し指は花芽を擦り続ける。由香利の体が反応し、絶頂に達する寸前でまた指を止める。由香利は体をよじって身悶えた。

「ヴァルゥ」

「どうしてほしい、由香利」

「イ……」

「イ？」

「イかせて。お願い……」

　小さく囁くような声にヴァルドエルは深い笑みを浮かべた。振り向いた唇に口づける。深く由香利の舌を吸いながら、開いた花芽をヴァルドエルはきゅっと摘んだ。

「んんっ………！」

　脳を突き抜けるような快感に、由香利は喉をのけ反らせ背中を反らした。頭が真っ白になり、全身が情けないほどにビクビク震える。今まで感じたことのない絶頂に脳までが痺れる。上げた嬌声はすべてヴァルドエルの口づけで奪われた。

　全身から力を抜くと、由香利はぐったりとヴァルドエルの胸にもたれた。ヴァルドエルは力の入らない由香利の向きを変えて自分と向かい合うように座らせた。顎を捕らえて唇をふさぐ。

「次はどうしてほしい？」

　体勢を変えることで、何をする気なのか、何を言わせたいのかを教えながら、ヴァルドエルはニヤリと笑って由香利の口から卑猥な言葉を引き出そうとする。由香利はヴァルドエルを潤んだ瞳で見上げ、顔を赤くして視線を逸らせた。

　その態度に、すりっとヴァルドエルは自分の肉棒を由香利の蜜口に擦り付けた。走り抜ける快感に由香利はビクッと体を震わせる。ぬちゅっと水音が下から聞こえ、思わず由香利は下を見下ろし、目を見開いた。

　夜の闇で見えなかったヴァルドエルの逞しいモノを、朝の光のもとで初めて見た。その大きさと太さに目を奪われる。腹筋につくくらいまで天を突くようにそそり立つソレは、先走りで濡れてぬめぬめと赤黒く光っている。

「嘘……」

「嘘じゃねえよ。これが俺だ。欲しいか？」

　由香利は視線を彷徨わせ、それからコクリと小さく頷く。

「ちゃんと言葉にしないとわからないな」

「意地悪……」

「由香利が可愛い反応するからだ。もっと泣かせたくなる。それで、どうしたい？」

　ヴァルドエルは由香利の腰を引き寄せ、先ほどよりも強く自身のモノを擦り付けた。ちょうど花芽に当たって、直接的な刺激が脳天を揺さぶる。

「欲しいか、俺が」

　由香利はヴァルドエルに抱き着くように顎を逞しい肩に乗せて頷いた。両腕が自由でないのがもどかしい。もっとヴァルドエルの体温を近くに感じて、もっと触れていたい。快感に身悶えながら、由香利は熱い息を吐いた。ヴァルドエルの耳に息がかかり、またドクンと心臓が鳴る。

「……欲しい。お願い……挿れて」

　官能を直接刺激するような甘く、切ない吐息に、ヴァルドエルは由香利の腰を持ち上げ、ズブリと一気に奥まで差し込んだ。濡れそぼったそこは熱い塊を受け入れて歓喜に震える。痛みさえなく最奥を突かれて由香利はまた達した。その余韻が引く前に、ヴァルドエルは下から突くように由香利の体を揺さぶった。

「あ、あっ、あ」

　奥を突かれるたびに由香利は声を上げる。じゅぶじゅぶといつもよりも粘ついた水音が聞こえて、由香利は自分がどれだけ感じているのかを知る。知ると同時に恥ずかしくなり、それでも快感を逃がさないように体は勝手に熱くなっていく。

「気持ちいいか？」

「んっ……気持ち、いい……」

　由香利は息を荒らげてヴァルドエルの胸に体を預けた。ヴァルドエルは由香利の腕を拘束している紐ひもをほどく。由香利は自由になった両腕をヴァルドエルの首に回した。ぎゅっとしがみついて、快楽に身を任せる。

「これが俺だ。俺の形を覚えろ。そして忘れるな」

　ヴァルドエルは言って由香利をベッドに押し倒した。そのまま腰を由香利に打ち付けるように律動を始める。今までとは違う激しい動きに由香利は喘いだ。

「あうっ！　やっ、激しい」

「嫌いか？」

「んんっ、好き。全部、気持ちいい」

　ヴァルドエルの心臓が鳴る。鼓動が速くなり、呼吸が乱れる。まとわりつくような熱い中を蹂躙し、ヴァルドエルは胸の蕾に口づける。由香利の腕に力が入る。同時に中もぎゅっと締め付けられヴァルドエルは呻いた。限界が近い。呼吸を整えて調整しなければ、あっという間に達してしまう。由香利の中は熱く濃厚で絡み付くようにヴァルドエルをきつく包んでいる。

「も、駄目！　またイっちゃう！」

「俺も……」

　余裕のない声がヴァルドエルから漏れる。由香利は揺さぶられながら、ハッと気づいてヴァルドエルの肩を押した。ヴァルドエルは構わず由香利を抱きしめたまま腰を打ち付ける。

「待って、中、駄目！」

「大丈夫」

「駄目！　ヴァル」

　由香利が叫んだ瞬間、中で一瞬膨らんだように感じたモノが震え、由香利の中に精を吐き出した。奥に迸る熱い感覚に、由香利の体はまた高みへ上り詰める。

「や、あああぁぁぁっ！」

　ビクビクと由香利の中でヴァルドエルのモノが震える。最後の一滴まで吐き出して、ようやくヴァルドエルは由香利を放し、口づけを頬に落とした。ずるりと肉棒が引き抜かれ、とろりとした感触が足の間を伝う。それがなんであるのか、それが意味するところを知って由香利は青ざめた。

　前回の月経はここへ来る少し前。そしてここへ来てから八日たっている。月経から数えて十三日目。間違いなく危険日の真っただ中だ。

「ヴァル……中……」

「大丈夫だ。孕みはしない」

「そんなの、わからないじゃない。危険日で、中で出して」

　健康な男女が睦みあえば、病でなければ子ができるのは自然の摂理だ。そういった行為をしていることを改めて思い知る。いけないことをしているような背徳感と罪悪感に由香利は眉を下げてうつ伏せ、枕に顔をうずめた。

「俺に子を宿らせる能力はない」

「え？」

　静かな言葉に由香利は顔を上げた。振り返った由香利の黒い瞳を、ヴァルドエルの一つだけの黒い瞳が真しん摯しに見下ろす。そこに情事の後の甘い感情はない。すでに切り替えられた冷静なヴァルドエルがいた。

　ヴァルドエルは由香利に背を向けると自分のお尻のあたりを指さした。由香利は半身を起こし、それを見つけた。太陽の光にさらされた彫刻のような肉体。その腰よりも下、尾てい骨の右上に奇妙なタトゥーがあった。褐色の肌に刻まれたそれは、拳ほどの大きさで歯車のような形をしている。けれどその歯車は一部分が欠けていた。刻み忘れたわけでないのは周りの複雑な文様と文字からわかる。意図的にその部分だけを抜いたような不完全なタトゥー。

「まじないだ。これがある限り、俺の精をいくら注いでも孕はらまねえ」

「なんで……」

「原理は知らん。だが高位の魔術師が刻んだものだ。間違いなく本物で、今でも効果は持続してる」

「だから、なんでそんなものがヴァルの体に」

「大事な人を守れないんなら、女も子供もいらねえと思って刻んだ。馬鹿なガキだったんだ。だが、今はこいつのお陰で中出しし放題」

「ば、馬鹿！」

　振り向いた顔がニヤニヤ笑っていて、由香利はぷいっとヴァルドエルから視線を逸らせた。

　背を向けていても、ほんの一瞬見えたヴァルドエルの思いつめた表情。その後の言葉も、話題への追及を避けるためのように思えた。だから由香利もこれ以上の詮せん索さくはやめようと心に決めた。人に言えないことなどいくらでもある。詮索されたくないことも。ならば聞かないし詮索しない。ヴァルドエルの垣かい間ま見みえた表情も気づかないふりをして由香利はきゅっと唇をかむ。

「由香利」

　ぷいと顔を背けたままの由香利をヴァルドエルはぎゅっと抱きしめた。由香里よりも大きくて力もあるのに、その腕はどこまでも優しく由香利を包む。由香利はほっと息をついてその腕に頬を寄せた。

「だから、もう一回」

　言葉に由香利は目を瞬かせた。視線を上げれば情欲を秘めた黒い瞳。

「え？」

　首を傾げる暇もなく、由香利はそのままベッドに押し倒された。その上にヴァルドエルが覆いかぶさってくる。その顔のどこにも先ほどの表情は見えない。

　思いつめた顔。あれは朝日が見せたただの陰影だったのかもしれないと由香利は頭の片隅で思い、また熱くなり始めた体に吐息を漏らした。
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　時間は少し遡さかのぼる。

　ヴァルドエルがいまだ文官のフランクと砦で居残りをしている隙に、彼よりも早く傭兵の砦を出たキラーシュは、その足で合い鍵を使って由香利を連れ出しそのままある店へと由香利を連れてきていた。

　由香利は相手がキラーシュであるためか、疑いの言葉一つ態度一つなくキラーシュについてきた。もし本当にキラーシュが由香利を利用しようとするような男であったら、由香利は連れ去られヴァルドエルは窮地に立たされることになるだろう。

　ヴァルドエルはそのあたりのことを本当に理解しているのだろうかとキラーシュは疑問に思う。一度痛い目にあっているのに、昔のことは都合よく忘れてしまっているのだろうか。

　今回のことは、ヴァルドエルに狼の恐ろしさを思い出させるためにも必要なことだった。だからキラーシュはわざと憎まれ役を買って出たのだ。

　親友と思っている、あの馬鹿な男のために。

　それなのに、とキラーシュは目の前に座る黒髪黒目の女にちらりと目をやって、深いため息を吐いた。

「ねえ、聞いてる？　キラーシュ、ねえ、聞いて！」

「聞いてるよ。さっきからずっと君の話を聞いてる」

「もっと聞け～！　そいでもって飲め！」

　由香利は叫んでグラスに入ったオレンジ色の液体をぐいとあおった。それはこの店では一番弱い酒で、しかも由香利はまだ四杯目だ。キラーシュは自分のジュースを飲みながら、自分の計画を早くも後悔していた。まさか由香利が酒を飲んで絡むような女だとは思わなかったからだ。

「ねえ、キラーシュ。どう思う？　私嫌われたのかな？　もう抱いてくれないの？　やっぱり変だったのかな？」

　店に着いて酒を勧めて飲ましたら、由香利は聞いてもいないのにヴァルドエルとのことをつらつらと話し始めた。驚いたのは由香利が処女だったということだ。処女なのに強面のヴァルドエルについていくなどキラーシュには考えられない。さらに驚いたのがヴァルドエルの行動だ。性欲の塊とさえ思えるあの男が、側に女がいながら由香利を一度しか抱いていないという。しかも自分は精を解き放たず、由香利の体を心配して入れるだけでとどめた。そしてそれから一度もまだ手を出されていないという。

　どれだけヴァルドエルに大切にされているのかがわかってキラーシュは冷汗をかく。ヴァルドエルが大切にしているその由香利をキラーシュは横取りしている。もちろん抱いたりはしていないし、するつもりも毛頭ない。が、どこにいるかは残してきた手紙に書いている。有名な娼婦の店で、しかも連れ込みもできる宿付きの店だ。何を想像して追ってくるかは火を見るよりも明らかだ。そう仕向けたのはキラーシュ自身だが、ここまで大切にされて、溺愛しているとは思ってもみなかった。




　──こりゃ、我を忘れて怒り狂ってるぞ。




　油断すれば切られかねない。

　それでもキラーシュは笑みを浮かべる。今回の件はヴァルドエルが由香利にどれほど執着しているかで話が変わってくる。が、狂おしいほどに溺でき愛あいしているとなれば、間違いなく自分の思い描いていた通りになる。

　ヴァルドエルには間違った選択をしてほしくない。だからこその計画だ。

　が、計画の一番の難点が由香利だったなどとはキラーシュは思いもしなかった。

　由香利は自分のグラスに酒を注いでまた飲み干す。顔はすでに真っ赤だし、だんだんと目が据わってきている。わがままはし放題だし、やたらと体に抱き着いたりして触ってくる。しかも話を聞けと絡んでくるし、聞いていないそぶりを見せればすぐに文句を言ってくる。

　かなり、いや相当面倒くさい。

「ねえ、なんで挿れてくれないの？　やっぱり処女が面倒だったの？　それとも変だったの？」

「そういうことはヴァル本人に聞けよ」

「キラーシュはどうなのよ。処女は嫌？」

「僕は……」

　キラーシュはそんなことをずけずけと聞かれたこともなく、しかも聞かれたのが女性であるし、わずかに逡巡した──ら由香利は突然泣き出した。

「やっぱり嫌なんだ！　酷ひどいよ。最低だよ、キラーシュ」

「僕は何も言ってない！　大体君はもう処女じゃないんだろ？　ならいいじゃないか。それに僕は処女でも別に気にしない」

「じゃあ、セカンドヴァージンはキラーシュで我慢してあげる」

「なんでそうなる。大体そんなことしたら本気で命が危うくなる」

　冗談じゃないとキラーシュは首を振る。ここで死ぬつもりは毛頭ない。激昂して頭が真っ白になっているヴァルドエルをいなすのは何とかなる。怒りで技の切れも動きも散漫になってしまっているから対応できる。怖いのは冷静なままキレられることだ。冷酷なほど相手を分析して襲ってくる。あの剣を躱かわせる自信はさすがにない。

「私の体が大丈夫かちゃんと見てよ。変じゃないかどうか。それいっぱい経験して、私はいい女になりたいの」

「経験すればいい女になれるってもんでもないだろう」

「色気が出るでしょ。色気よ、色気。むんむんするような色気が欲しい！」

「色気……って。今はどこにも見当たらないね」

「色気を手に入れて、彼氏に言ってやるのよ。どうだこの野郎って」

　由香利はまた酒をあおり、眉を下げた。

「ねえ、ヴァルは何でしてくれないの？」

「だ～か～ら～、それはヴァル本人に聞けってば」

「あっ！　もしかして私のあそこ、牙が生えてるんじゃない!?」

　由香利の突拍子もない発想にキラーシュは噴き出した。口元を拭いながら由香利を睨む。普段は恥ずかしそうにしてそんな話は口が裂けてもしそうにないのに、飲むとあっけらかんと何でもかんでも話す。異世界人とは全員がこんなものなんだろうかとキラーシュは内心ため息を吐く。

「僕は今までいろんな症状を見てきたが、そんな話聞いたことも見たこともないよ」

「だってね、ヴァルがね、私の中に入れた時、私以上につらい顔してたのよ。あれ、かまれてたんじゃない？　私のあそこに」

　キラーシュは手で顔を覆った。処女相手にヴァルドエルのモノを突っ込めば、女も辛いだろうが男も相当キツイに決まっている。締め付けが半端ではないだろうから、イってしまわないように自制していたんだろう。入れただけでイくなんて、そんな情けないことをヴァルドエルの矜きょう持じが許すはずがない。

「それは、まあ、なんだ。男にもいろいろあるんだよ」

「いろいろって何？　ねえ、何？」

「そういうことはヴァルに直接聞けよ。っていうか、そういう話ヴァルとした？」

「言えるわけないじゃん。これ以上迷惑かけたら、ヴァルに嫌われるもん」

　自分はいいのかとキラーシュは少なからず思う。聞きたくもない話を延々と聞かされて、しかも抱き着かれて文句を言われて酒を強要されて。

　信用されていることはよくわかる。何もかも話すのはその証拠だとキラーシュは思う。由香利がいろいろ聞いてくるのも、キラーシュが医者だからというよりは、信用してくれているからなのかもしれない。かなり面倒ではあるが。

「嫌われて追い出されたら、行くとこないもん」

「嫌われてはないだろう。だから追い出しもしない。それに、その話を言えば、アイツ喜ぶよ」

「牙が？」

「いい加減、牙から離れろよ」

「だって、本当に牙が生えてたらどうするのよ。そうだ！　ねえ、診察して。今！」

「そんなことここでしたら、僕が本気で殺されるだろうが！」

「牙に？」

「だから、いい加減牙から離れろ！」

　キラーシュの叫びが宿中に響いた。
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　魔法使いの家と聞いてどんなものを想像するだろうか。

　たいていの人は、森の奥深くにたたずむ古い庵を想像し、薬草や土、カビの匂いで充満した薄暗い部屋を思い浮かべるだろう。そこにいるのはほとんどが魔女で、妖艶な美女、あるいは老婆が庵いおりの主で、気難しく人間嫌い。気に入った人間にしか姿を見せず、力も貸さない。偏屈と呼ばれ、それを嫌いながらもやはり偏屈に変わりはない。

　当該にもれずそんな庵を思い描いていた由香利は、目の前の建物に目を瞬かせた。

　キラーシュとともに酒を飲んで記憶をなくしたのは昨日のこと。その朝にヴァルドエルに三度も求められ、拒むこともできずに数え切れないくらいイかされ続けたのは今朝のこと。昼から出かけるという予定がなければ、一日中つき合わされていたように由香利は思う。

　そんな重い体を引きずって、一時間以上歩かされてたどり着いた建物に、由香利は疲れも腰の痛みも足のガクガクも全部吹き飛んだ。

「素敵！」

　由香利は開口一番そう叫んだ。

　門から見えるのは青い屋根に白い壁。まるでおとぎ話に出てくるようなイギリスのカントリーハウスを思わせるたたずまいに由香利は目を輝かせた。その屋敷も守衛付きの巨大な門のはるか向こうにある。

　門を抜ければ庭園が広がっていた。重い体はどこへ行ったのか、由香利は庭園に足を踏み入れるなり走り出した。一人ではしゃぐ由香利の後ろを二人の男がのんびりとついて歩く。

　広い庭には美しく手入れされた色とりどりの花が咲き乱れ、小さな噴水や東屋まであった。

「凄い、可愛い、綺麗」

　由香利は動物の形に刈り込まれた植木を眺めた。写真やテレビでは見たことはあったものの、実際に目にしたのは初めてで、その可愛さと刈り込みの技術に感嘆する。

「メトケスさん、だっけ。どんな人？」

　由香利はヴァルドエルとキラーシュを振り仰いで聞いた。

　王宮近くにあるこの屋敷には、エルファネルの数少ない魔術師の中でも最高位の使い手であるメトケスが住んでいる。三人はそのメトケスを訪ねてここまでやってきたのだ。

「クソ婆だ」

　ヴァルドエルの言いように由香利は目を丸めた。

　広い庭園をこんなに美しくしかも可愛く飾っているのだから、てっきり若いのかと思ったが、考えてみれば魔術師の最高位の使い手である。しかし年を重ねた老女を思い浮かべて由香利は首を傾げる。この庭と老女が結びつかないのだ。

「口でどうこう説明するよりも、会えばわかるよ」

　キラーシュにそう言われ、それもそうかとうなずく。百聞は一見にしかず、だ。

　由香利は納得すると再び庭に意識を向けた。門をくぐって歩いて来たが、屋敷はまだ先だ。様々な趣向を凝らした庭園は広大で、由香利はあちこちへと目移りしてしまう。

「この世界ってドラゴンもいるの？」

　庭に飾られた馬ほどの大きさもある青銅の置物の一つに、西洋風のドラゴンの姿を見つけて由香利はヴァルドエルを振り返った。

「いる。小さいのも大きなものも。たいていは山奥とか海の底とかに棲んでて、人とはあまり関わりを持たねえから、俺も実際には見たことはねえな」

「そっか」

　ファンタジーの代表格の魔物であり、最強の生物と謳われる存在のドラゴン。やはり憧れはあったものの、実際に出会いたくないのは確かなので由香利は残念に思いながらもほっと息をついた。

「あ、こっちは可愛いサイズ」

　大きなドラゴンの足元に、手のひらサイズのドラゴンの彫刻があって由香利は摘みあげてしげしげと見つめた。鱗の一枚一枚、細部にわたるまで丁寧に作りこまれた彫刻は鉄でできているのか意外に重みがある。

　彫刻はドラゴンの他にもあり、広大な庭のそこかしこに飾られている。大きさも様々で、先ほどの馬ほどの大きさのものから、よく見なければ見落としてしまいそうなほどの親指サイズのものまである。

　蔦を絡ませた花のアーチにはいろんな鳥の彫刻が飾られていて、由香利はそれに興味深げに視線をやった。蔦に掴まる鋭い目をした鷹たか、花に隠れるようにして飾られた雀すずめ。蔦つたからぶらりとぶら下がる梟ふくろう。そのどれもが可愛くて、しかも繊細なつくりだ。

「由香利！」

　呼ばれて振り返れば二人はずいぶんと先に行っていて、由香利は彫刻たちに後ろ髪を引かれる思いで二人の後を追って駆けだした。

　時間をかけてゆっくりと庭を堪能し、ようやく屋敷の玄関にたどり着く。話が通してあったのかキラーシュが名を告げただけで、丸眼鏡をかけた壮年の執事はすぐに三人を応接室へと案内してくれた。

　屋敷の内装も趣向が凝らしてあった。広いホールを抜けて廊下を進み通された応接室は特に豪華で、白を基調とした壁に嫌味のない程度に金の装飾が施されている。テーブルには花が飾られて、大きく開かれた窓からは夏の日差しと光が入り込んでおり、部屋を明るく照らしていた。天井のシャンデリアも今は沈黙しているが、夜になりロウソクに火が灯されれば幻想的な美しさを醸かもし出しそうだ。壁に掛けられた絵画も、暖炉の上の装飾も、部屋に敷かれたカーペットもどれもが部屋の落ち着いた雰囲気を壊すことなく配置され、屋敷の主の趣味の良さを表している。

「凄い部屋だね」

「そうか？」

　壁際に立ったまま応接室の絢けん爛らんさに圧倒されていた由香利は、ヴァルドエルに手を引かれて部屋の中ほどにある三人掛けのソファに座った。

　大きなソファの真ん中に由香利がちょこんと座り、その両端にキラーシュとヴァルドエルがそれぞれどっかりと腰を下ろした。

　視点が低くなると余計に部屋が広く見える。

　両親は早くに他界したものの、ごく一般的に育ってきた由香利としては、これだけ豪華な部屋では逆に落ち着かない。もともと手狭な部屋が好きだし、今住んでいるヴァルドエルの庶民的な家が由香利は好きだった。広い部屋と豪華な調度品に、由香利はそわそわと落ち着きなく体を揺らして屋敷の主を待った。

　三人が魔術師の元を訪れたのにはもちろん訳がある。半月後にラクセニアという魔物の討伐のために、ヴァルドエルもキラーシュもひと月の間王都を離れることになる。傭兵団の軍団長であるヴァルドエルはもちろん、危険な魔物討伐のために軍医であるキラーシュも同行することになるので、その間由香利は一人でこの町で暮らさなければならない。由香利を一人にするのが不安だからという理由で、護衛をつけることになったのだ。護衛付きならばヴァルドエルのいない昼間も町に出ていいとも言われて、由香利は一人でも大丈夫だと声を大にして言ったのだが、二人に即却下された。

　ここへ来る途中の市場でも、知らずに奴隷商人について行こうとしたり何の変哲もない石の説明を商人に長々とされたりといった珍妙な行動をしてしまったせいで余計に信用を失ってしまったらしく、それからは二人の間に挟まれたままずっと歩かされていた。背の高い二人に挟まれて、まるで連行されているような姿は思い出しても恥ずかしい。

　結局一人では外出も禁止だと言われては、護衛がつくことに対して由香利も不承不承うなずくしかなかった。

　由香利はまたヴァルドエルに迷惑と負担をかけていることが心苦しい。ちらっとヴァルドエルの横顔をうかがえば、ヴァルドエルも由香利を見ていた。目が合って慌てて由香利は視線を逸らした。

「取って食われはしないから、落ち着いて」

　キラーシュの言葉に由香利はうなずきながらも視線をあちこちに向けた。

　昔からエルファネルの王家に仕え、国王付きの魔術師として名を馳はせている屋敷の主。メトケスという名前と女性であることはわかったがそれ以外は教えてもらっていない。はっきりしているのは、メトケスは二人が子供のころから高位の魔術師として名を馳せており、国王に仕えていたということだけだ。由香利にすれば総理大臣の秘書に会うようなものだ。緊張するのも無理はない。

　そんな魔術師と気軽に話ができる軍医や軍団長という二人の立場を、由香利は改めて意識し尊敬した。

「メトケスさんって、どんな方なの？」

「偏屈なクソ婆」

　容姿とか性格のことを聞いたのに、ヴァルドエルは先ほどと同じようにさらにひどい言い方で説明する。これから頼みごとをする人に対してずいぶんな物言いに、由香利は目を瞬かせた。気難しいしわしわのお婆さん像を思い描いて由香利はごくりと唾を飲み込んだ。

　コンコンとノックの音が響いたのはそれからすぐだった。扉を開けてメイドがティーセットを持って入ってきた。その後ろから十歳くらいの少女が入ってくる。由香利はその少女に目を止めた。

　ふわふわの巻き毛のプラチナブロンド。緑の瞳は宝石のように輝いていて、透けるような白い肌に少し赤みがさした頬。少女特有の少し丸い顔がさらに可愛さを引き立てている。まるでフランス人形のような薄いピンクのドレスを着た美少女を由香利は一目で気に入った。少女が由香利に向けてにっこりとほほ笑む。由香利も満面の笑みを浮かべた。

　メイドが下がっても少女は部屋に残り、三人に向かい合う形で椅子に腰かけると両足をそろえてその膝の上に両手を置いた。淑女のような振る舞いなのに椅子が高くて足が浮いている様がなんとも可愛らしい。

「可愛い」

　ぽつりと呟いた由香利の言葉に少女はますますニコニコした。首を傾げる姿はまさしく天使だ。

　その顔つきがソファの両脇に座る二人の男に目をやった途端に様変わりした。天使のようなほほ笑みを一瞬で消して凄みをきかせた目つきで睨みつけた。なまじ顔が幼くて綺麗なだけに凄むと結構な迫力がある。

「誰が偏屈のクソ婆だ。お前たちは年上に対する礼儀がなっておらん」

「年上なら年上らしい姿をしてほしいものだね」

　キラーシュの言葉に由香利は目を丸めた。まじまじと椅子に座る少女を見つめる。少女は凄んでいた表情を引っ込めると、またニコニコして由香利を見つめてくる。

「ん？」

　由香利は訳がわからなくなって隣に座るヴァルドエルを見上げた。その顔は苦虫をかみ潰したような渋い顔でそっぽを向いている。キラーシュに視線を移せば、苦笑して肩をすくめていた。

「ええと、メトケスさん？」

「ご名答」

　満面の笑みでそう返されて、由香利は目を瞬かせた。

　エルファネル最高位の魔術師で、ヴァルドエルからは偏屈の婆さんだと聞かされていて、由香利は腰の曲がった老女を想像していた。

　どこからどう見ても幼い少女にしか見えない。頬や腕の肌は見る限りつやつやのもちもちで、ヴァルドエルの言っていた偏屈のクソ婆には到底見えない。しかしその言葉遣いやヴァルドエルたちの態度から見れば、間違いなく最高位の魔術師であるメトケスに間違いなさそうだ。

「子供にしか見えんだろ？」

「はい」

　素直にうなずけばメトケスはにこりとうなずく。

「こんな姿でもあんたの三倍は生きてるよ」

「ええっ！　本当ですかっ」

　由香利の三倍といえば八十を余裕で超えている。魔法で年齢を止めているのか姿を変えているのかはわからないが、そんな魔法を使えることが素直に凄いと由香利は思った。

「言っただろ、クソ婆だって」

　ヴァルドエルの言葉にメトケスはティーセットのスプーンを投げつけた。それを余裕で弾いてヴァルドエルは再びそっぽを向く。

「あのナリで偉そうに言われると腹が立つ」

「お前は私がどんな姿をしていようが文句を言ってるだろうが。この姿は仮の姿だが何かと都合がいいし結構気に入っている。なにしろ可愛いだろ？」

　メトケスがこてんと首を傾げると、ふわふわのプラチナブロンドがふわりと広がる。ぱあっと由香利の顔が輝いた。

「可愛い！　凄く可愛い！」

　キラーシュが口を開く前に由香利は絶賛した。両手を合わせて頬を赤く染め、由香利はニコニコが止まらない。可愛い子は何をしても可愛い。睨んだ姿もまた可愛くて、由香利は同じように首を傾げた。

「魅了チャームの魔法でもかけたんじゃないのかい？」

「かけとらんわっ、馬鹿者が！　お前たちもこの娘を見習って、私を褒めてみろ」

「あー、かわいー」

「貴様のは感情が一切入っとらんだろうが」

　ヴァルドエルがムスッとしたまま言えば、メトケスは頬を真っ赤にさせて怒った。その姿も可愛くて、由香利の頬もますます緩む。その由香利の肩にヴァルドエルは大きな手を乗せた。

「メトケス、可愛いというのはこういうことを言うんだ」

　至極真面目な顔でヴァルドエルは由香利の肩を叩いた。叩かれた当の由香利はぎょっとして目を見開きヴァルドエルを見上げた。突然のことにすぐに否定の言葉が出なくて口をパクパクとさせる。が、結局何も言えずに由香利はうつむいた。長い黒髪で赤くなった顔を隠すようにしているが、三人にはもちろんバレている。クスクス笑うような声がキラーシュ側から聞こえて、由香利はますます顔を赤くさせた。

「ほら、な？」

　それにメトケスと呼ばれた魔法使いは目をすがめ、馬鹿馬鹿しいとばかりに肩をすくめてため息を吐いた。

「お前がそんな言葉を吐くなんて、天地がひっくり返った気分だよ」

「それは僕も同意見」

　メトケスの意見にキラーシュも大げさに息をついて賛同した。それにヴァルドエルは不満げに鼻を鳴らして二人を交互に見る。

「可愛いものを可愛いと言うのは普通だろ」

「それならば、私も可愛いだろうが」

「クソ婆を可愛いとは言えねえな」

　ヴァルドエルはソファに深く腰かけたまま目の前のメトケスを見下ろした。一つしかない黒い瞳には尊敬や敬愛といった感情は見えない。

「可愛げのない子だよ、まったく。毎回思うが、頼みごとをする奴の態度じゃないね」

　頼みごとと言われて由香利は慌てて姿勢を正した。が、キラーシュは足を組んだまま余裕の笑みを浮かべているし、ヴァルドエルはどっかりと座ったまま不ふ遜そんな態度でメトケスを見ている。人にものを頼む態度ではない。が、メトケスはフンと鼻を鳴らすと、少女らしからぬニヤリとした笑みを浮かべた。

「だが、他でもないお前たちの頼みだからね。つけてやるよ、強い護衛を」

「ありがとうございます」

「あんたはこいつらと違って礼儀をわきまえているようだね」

　メトケスは由香利の黒い瞳を覗き込むようにして見上げた。吸い込まれそうなほど深い緑の瞳に見つめられ、心の中まで見透かされているような気になる。それでも由香利はじっとそれを見返した。やがてメトケスが小さく息をついて笑う。

「あんた、名前は？」

「由香利です」

「じゃあ由香利、庭に出て好きな動物の置物を選んできなさい。猫でも鳥でも、あんたがいいと思ったやつを取ってくるんだ」

「置物をですか？」

「そうだ。そいつに私の魔力を込めてお前の守護者にする」

　由香利は首を傾げながらもうなずいた。物に魔力を込めて動かすというのなら使い魔のような存在だろうと由香利は考えた。カラスや猫といった小動物の使い魔は、ファンタジー作品ではよく見られるものだ。術者の能力の一部を与え、雑用や時には戦わせることもある。術者が強力であればあるほどその力は強く、最高位の術者であるメトケスならば使い魔といえども強い力を持つだろうことは予測できた。

「大きさとかは制限あります？」

「ない。小さくても大きくても構わない。あんたが選ぶことに意味がある」

　うなずくと由香利はソファから立ち上がった。当然のようにヴァルドエルが由香利に付き添う。その後ろ姿にメトケスは驚いて目をわずかに開き、キラーシュはクックと笑った。

　応接室からテラスへ出るとそのまま広大な庭に繫がっている。庭にはいろいろな彫刻や置物がたくさんある。由香利の手のひらサイズからヴァルドエルほどの大きなものまでサイズはさまざま。また種類もたくさん置いてあった。犬、鳥、猫、馬。人間や妖よう精せいのような姿のものや、ユニコーンや人魚まで。

「どれがいいかな」

　由香利は一見強そうな先ほどの青銅のドラゴンに触れて首を傾げた。なんとなくコレではない気がする。ユニコーンや妖精に触れても由香利は違うと首を振った。いろいろなものを見て触ってみたが、コレといったものが見当たらない。このまま気に入ったものが見つからなかったらどうしようかと焦れば焦るほど、逆にどれがいいのかわからなくなる。

「庭に入ったときに特別目を引くものはあったか？」

　ヴァルドエルに問われ、由香利は視線を巡らせて考えた。そこでふと思い出した彫刻があった。屋敷へと向かう道のりで、妙に目を引いた木彫りの彫刻が。

　それは屋敷と門のちょうど真ん中あたりにあった。アーチ状に組まれた太い蔦つたにぶら下がっている木彫りのそれは、由香利の手のひらサイズの古い彫刻だ。由香利はそれに手を伸ばした。が、はるか頭上にある彫刻に全く手が届かない。ヴァルドエルが代わりに手を伸ばして取る。

「これが……いいのか？」

　ヴァルドエルはそれを手に取りながらも眉をひそめた。

　丸く大きな瞳。小さな嘴くちばし。梟の形に彫られたそれは、丸みを持った体に少し顔を傾げたような姿が愛らしいとも言えなくないが、いかにも古めかしく風雨にさらされていたためか薄汚れている。彫った当時は逸品だったかもしれないが、今は艶もなく色も剥げていてみすぼらしい印象しか抱かない。それでも由香利はそれを見てコレだとうなずき笑みを浮かべた。

「この子がいい」

　ヴァルドエルの手の中にある梟の彫刻を由香利はそっと撫でた。木彫りの梟からは温かさを感じる。青銅のドラゴンや他の彫刻では感じなかったものだ。

　ヴァルドエルは由香利の表情にそれ以上は何も言わず、彫刻を持ってメトケスの元に戻った。

「これはこれは。また古いのを持ってきたね」

　ヴァルドエルの大きな手に乗せられた小さな彫刻にメトケスは笑った。キラーシュも梟の彫刻を見て目を丸くしている。

「もっと綺麗なものも立派なものもあったろうに、これがいいのかい？」

「はい。凄く、何というか惹かれます」

「まあ、あんたが選んだのなら文句はない」

　メトケスはヴァルドエルに彫刻を地面に下ろさせて二人に下がるように手を振った。

　由香利は下がりながらも目をキラキラさせる。魔法を見るのは初めてだ。映画とかアニメでは見たことはあるが、現実にはもちろんない。ＣＧでもなく合成でもない魔法に、ときめかない者はいないだろう。

　由香利はドキドキとうるさいくらいに音を立てる心臓を静めるように胸に手を置いて、メトケスの行動の一挙手一投足を見逃すまいとじっと見つめる。

　メトケスは梟の彫刻の上に手を翳かざした。小さな唇がもぞもぞと動く。だが声は聞こえない。手のひらが白く輝き出し、メトケスの足元に白い魔法陣が浮かび上がった。地面ではなくわずかに空中に浮いているように描かれた魔法陣には、複雑な文様が描かれ緩やかに明滅を繰り返す。魔法陣が明滅するたびにメトケスの手がさらに光る。由香利は耳の奥がキーンとなるのを感じた。耳鳴りのような、気圧の高低差で起きる耳閉感のようにも感じる。白い魔法陣は赤く色を変えながらメトケスの足元から梟の彫刻へとゆっくり移動していった。

　魔法陣が赤から深紅に変わり、そしてまた白く輝く。小さな太陽が出現したような光に由香利は目を細めた。

　瞬間、魔法陣から爆発するように閃せん光こうが迸った。あまりのまぶしさに由香利は目を細めた。腕を翳して薄目を開けたそこに、かばうようにして立つ大きな背中が見えて息をのむ。さらに光が広がり、部屋中を光が覆いつくす。由香利はまぶしさに目を閉じた。

　やがてゆっくりと光の波が引いていき、目を開けたそこに最初に見えたのがヴァルドエルの大きな背中で、頬が熱くなった。ただ光っただけなのに、それでもヴァルドエルが自分をかばってくれたことが素直に嬉しくて正直に恥ずかしい。

　熱くなった頬を押さえながらヴァルドエルの大きな体を回り込み、そこにあるものを見て目を見開いた。頬がさらに熱くなる。勝手に目じりが下がって勝手に口角が上がる。緩んだ頬を押さえて由香利は黒い瞳をうるうるさせた。

「か……」

「か？」

　ソレが由香利を見上げて首を傾げる。

「可愛いっ！」

　由香利は思わずソレにひっしと抱き着いた。

「凄い可愛い！　めちゃくちゃ可愛い。何この子。何なのっ」

　由香利は自分の腕の中にいる少年をまじまじと見つめた。少し癖のある銀色の髪。頭頂部ではねた髪が彫刻にあった小さな羽角のように見えた。瞳の色は黄色く大きめだが、眠たげに半分閉じられている。由香利の胸までしかない背丈に、ぽやっとした雰囲気。淡褐色のローブをまとった姿は、小さな魔法使いのようにも見える。白い肌の可愛らしい少年は首を傾げたまま由香利に抱き着かれてにへらっと笑った。ふわふわの銀髪を撫でながら、ますます由香利の頬が緩む。

　と、突然強い力で引っ張られ、由香利は少年から引きはがされた。見れば後ろからヴァルドエルが由香利の腰に太い腕を回している。その顔は仏頂面で、少年とメトケスを睨みつけていた。

「おい、クソ婆。何だこいつは。こんなんで役に立つのか」

「見た目はまあアレだが、お前でも勝てないよ。なんなら軽く殴ってごらん」

　メトケスの言葉によしっと大きくうなずいたヴァルドエルの腕を由香利は全力で掴んだ。

「駄目、絶対駄目！　ヴァルが殴ったら、あの子死んじゃう！」

「大丈夫だよ、由香利。黙って見てな」

「でも……」

　メトケスの言葉に、しかし由香利は眉を下げた。ヴァルドエルがどれほど強いのか由香利にはわからない。けれど体格や盛り上がった筋肉を見れば、強いイメージしかない。それにヴァルドエルは傭兵団の軍団長を務めているのだ。弱いわけがない。そのヴァルドエルが殴れば、少年など吹き飛んでしまうに決まっている。メトケスを見ればニヤニヤしたまま小さくうなずいている。由香利は仕方なくヴァルドエルの腕を放した。

　ヴァルドエルは少年に近づき拳をぐっと握る。少年はそんなヴァルドエルを見上げたまま、にこりと笑った。その顔めがけてヴァルドエルの硬い拳が振り下ろされる。由香利は思わず目をつむった。

　ドガッと鈍い音が部屋中に響いた。

　そっと開けた目に飛び込んできたのは、にこっと笑ったままの少年とその少し上で止まっているヴァルドエルの拳だった。

「へ～、防御の力か。なるほどね」

　キラーシュが感心して言った直後、ヴァルドエルが腕を持ち上げ、さらに拳を硬く握りしめた。二の腕の筋肉がみるみる膨らむ。ヴァルドエルは再度少年の頭上に拳を振り下ろした。それは由香利の目から見ても先ほどと全く違うとわかる。力強さと速度が違う。由香利には振り下ろした拳さえ見えなかった。

「ばっ！」

　メトケスが叫ぶのと、皿が割れるような音とともに結界が割れヴァルドエルの拳が少年の頭にヒットしたのは同時だった。少年の頭が絨じゅう毯たんにめり込む。少年の姿が一瞬で霧散し、絨毯の上に梟の彫刻が転がった。

「ぎゃああぁぁ、ヴァルの馬鹿！」

　叫んで由香利は慌てて梟の彫刻を拾い上げた。手のひらサイズの彫刻には、どこにも傷や壊れた場所はないように見える。由香利は安堵の息を漏らすと同時に泣きそうな顔でメトケスを見上げた。

「メトケスさん、この子大丈夫!?　死んでない？」

「ああ、大丈夫。一度契約を結べば、彫刻が壊れん限りは少し魔力を与えるだけで何度でも蘇よみがえる。貸してみな」

　彫刻をメトケスに手渡すと、メトケスはそれを軽く握って絨毯の上に置いた。彫刻が白く輝き出し、やがて輝きが大きくなり人型となる。光が収まると、先ほどと同じ少年が黄色い瞳で由香利を見上げてきた。

「よかった～」

　由香利は少年をぎゅうっと抱きしめた。少年はまたにへらっと笑う。それにヴァルドエルは太い片眉を上げた。

「おい、クソ婆。こいつ、弱いぞ」

「馬鹿者っ！　軽く殴れと言っただろうが。まだ魔力が定着しとらんから、普通の男ならともかくお前が本気で殴れば結界も壊れるわっ」

「本気で殴ってねえ。そいつが弱いんだ」

「見た目が子供なんだから、普通は手加減するんだけどね。由香利が関わると、お前は子供にも容赦ないな」

　ムスッとしたままのヴァルドエルにキラーシュが苦笑した。キラーシュはそのまま少年に近づくと、興味深そうにふわふわの銀の髪に触れた。キラーシュの手は結界に阻まれることもなく、少年の髪に届く。手触りの良さを確認するようにしばらく撫で、それからいきなり少年を殴った。

「きゃあ！」

　見ていた由香利のほうが悲鳴を上げる。が、キラーシュの拳はやはり少年の頭に届くことはなく、少し上で何かに阻まれたように止まっている。

「危害を加える力を防御するわけか」

「有効範囲はその子が触れているもの全部。由香利と手を繋いでいれば、おのずと由香利も守られる」

「ふ～ん、なるほどね。それで、その子の名前はどうするの。由香利が名付け親？」

「いや、ヴァルドエルがつけな。そいつの波長は由香利に合わせてあるが、命令できるのはお前のほうがいろいろと都合よかろう。名付け親の命令を聞くようにしてあるから、あんたが名付けな」

　メトケスの言葉に由香利はヴァルドエルを見上げた。できれば可愛い名前がいいとは思っているが、ヴァルドエルの性格を考えれば難しいかもしれない。せめて可愛くない名前でなければいいと思いながら、由香利は期待を込めてヴァルドエルの黒い瞳を見つめた。

　その由香利の瞳を見つめ、次いでその腕に触れている少年を見てヴァルドエルの眉がピクリと動く。しばらく考えた末にぽつりと呟いた。

「フクロウ」

「まんまじゃないか！　何かひねりとかないわけ」

　キラーシュが突っ込み、メトケスは呆れかえり、由香利はがっくりと肩を落とした。

「面倒くせえ」

　ヴァルドエルの言いように仕方ないと呆れながらも由香利は腕の中のフクロウを見下ろし、ぎょっとした。フクロウの体がぼんやりと光っている。光る粒子が周りに漂っているのだ。蛍ほたるのような淡いいくつもの光はゆっくりとフクロウの体を取り巻き、体内に吸い込まれるようにして消え失せた。

「フクロウ？」

「はい、何でしょうか。由香利様」

　問えばフクロウは目線を上げて由香利を見上げにこりとほほ笑み、鈴を転がしたような声で返事をする。少年独特の高い声は美しい旋律を伴って由香利の耳に響いた。

　名づけられたことでフクロウは自我を持ったのか、眠そうに半分閉じていた瞳はしっかりと開かれ、表情も先ほどまでと違いはっきりとしている。それでも全体的にぽやっとした雰囲気に変わりはない。

　まるで幼稚園児の弟ができたようで、由香利は嬉しくてフクロウの頭を撫でた。ふわふわの銀の髪は柔らかく、白い頬はふにふにで思わず由香利はフクロウの頬に頬を寄せた。フクロウがくすぐったそうに目を細める。ヴァルドエルの太い眉がぐっと寄る。

「フクロウ、由香利から距離を取れ」

「はい、　主あるじ様」

　ヴァルドエルが短く命じた。フクロウは即座に返事をしてうなずくと、子供とは思えぬ素早さで由香利から数歩退いて離れた。

「ちょ、ヴァル。何てこと命じるのよ。大丈夫よ。おいでフクロウ」

　由香利はフクロウに手を伸ばした。が、フクロウはその手を見つめてにこりと笑うと首を振った。由香利が一歩フクロウに近づけば、同じ歩数だけ退く。追いかければ追いかけただけフクロウも逃げる。由香利から一定の距離を保ったままフクロウは由香利の黒い瞳を見上げた。

「本当にヴァルの言うことしか聞かないんだ」

　感心したようにキラーシュが言ったが、由香利はキッとヴァルドエルを下から睨んだ。これではせっかくできた弟に触れられない。

「ヴァル！　何てこと命じるのよっ。撤回して！　これじゃあフクロウを守ってあげられないじゃない」

「いやいや由香利、逆だから。フクロウが由香利を守るんだ」

　ヴァルドエルはしかめっ面のままフクロウを睨みつけた。人を射殺さんばかりの睨みを受けてもフクロウは平然としたままヴァルドエルを見上げる。まさしく忠犬のようだ。命じられたことを忠実に守って、由香利が側そばに寄ろうとするとフクロウは即座に離れた。

「メトケス、木彫りのままじゃ守れねえのか」

「無理だね。人型でこそ守護者になる。木彫りのままじゃただの気休めのお守りさ」

　むっ、と唸ってヴァルドエルは逃げるフクロウと追いかける由香利を見る。焦った顔をして追いかける由香利と、楽しそうに笑いながら逃げるフクロウ。姉弟のようだと言われればそうかもしれない。が、ヴァルドエルの心はもやもやしたまま晴れない。それでもため息を吐いてヴァルドエルは短く命じた。

「……フクロウ、由香利を守れ」

「はい。主様」

　命じればフクロウは即座に由香利の側に歩み寄り由香利の右手を小さな手で握った。ふんわり温かい手のひらを捕まえて、由香利はフクロウを見下ろした。由香利が笑えばフクロウも見上げて笑ってくる。ニコニコしている由香利に、メトケスは呆れたように息を吐いた。

「ヴァルドエルも馬鹿で変わり者だが、あんたも相当変だね」

「え、私が？」

　突然メトケスに言われて、由香利は目を瞬かせた。

「こんな子供が護衛するなんて言ったら、普通は嘘だと喚くか馬鹿にするなって怒るかのどっちかだけどねえ。あんたはただただ可愛いって。しまいには守護者を守るとか、馬鹿じゃないのかい」

　いやいや、と由香利は首を振った。あんな魔法を見せつけられて、疑うほうがどうかしている。現代の技術をもってしても、物に命を宿すことはできない。プログラムから生まれる感情はやはり偽物でしかない。しかしフクロウは違う。木彫りの人形に命を宿し、人の形までしていてしかも温かさまである。ヴァルドエルの命じるままに動くとしても、そこにはやはり命を感じた。

　それに、と由香利はフクロウとつないだ手をキュッと握った。

「可愛いものは正義です！　それに、ヴァルとキラーシュが信じてるメトケスさんの魔法を疑うはずがないじゃないですか。私は二人を信じてますし、メトケスさんもフクロウも信じます」

　メトケスは目を丸め、やがてフフッと小さく笑う。細まった緑色の瞳には優しい光が浮かんでいる。その瞳は幼い子供のそれではなく、確かに年齢を感じさせるものがあった。

「参ったね、こりゃ。ヴァルドエルが気に入るわけだ」

「相手を簡単に信用してしまうんだよ、由香利は。疑うことを知らない。だからこその守護者だ」

「安心しな。フクロウは由香利を確実に守る。攻撃はできないが、防御に関しては信頼してくれていい。ヴァルドエルよりも強い力か、私よりも強い魔力でなければその防御壁は壊せない」

「クソ婆の力は信頼している」

「クソ婆は余計だよ」

　メトケスは椅子に座りなおすと足をぶらぶらさせながら由香利とフクロウに視線をやった。

「由香利、フクロウと少し庭を散歩してきなさい。力が安定するのにはもう少し時間がかかる。庭を一周して来れば、その間に魔力もいきわたるだろうさ」

「はい」

　素直にうなずいて由香利はフクロウと手をつないだままテラスへ出た。ちらりと後ろをうかがえば、三人が椅子に座って何か話している。

　昔馴染みの三人で、積もる話もあるのだろう。邪魔になると判断して、由香利は夏の日差しを受けて輝くような緑があふれかえる庭を、フクロウとともにゆっくりと見て回った。
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　夜の帳とばりがあたりを覆っていた。

　ロウソクの明かりだけが部屋の中を照らしている。外からは何の音も聞こえず、部屋の中には由香利の荒い息遣いと粘ついた水音だけが響く。

　ヴァルドエルの硬い腹筋に由香利は手をついた。足の間からはぴちゃぴちゃと音をさせてヴァルドエルが舌を由香利の秘所に伸ばしている。ヴァルドエルの顔をまたぐようにして由香利は膝をついていた。その格好がとてつもなく恥ずかしいのに、それを感じる間もなく由香利は追い詰められていた。くねくねと自在に動き、快感を引き出していく熱い舌。ねっとりと絡み付くように花芽を撫でられて由香利は背を反らした。

　溶けてしまいそうなほど下腹部が熱い。耳を犯す粘着質な水音が聞こえるたびにきゅんと体の奥が疼いた。そこから溶け出した蜜はヴァルドエルに飲み込まれ、飲み込まれずに唇から零れた蜜はシーツを濡らしている。膝に冷たい濡れた感触が伝わり、それが自分の蜜だとわかればさらに恥ずかしい。どれだけ恥ずかしい蜜を出せば終わるのか。夜は始まったばかりなのに、もう由香利は両手では足りないくらいイかされている。

「あっ、ヴァル。もう、無理……」

　ヴァルドエルは答える代わりに舌を小刻みに動かした。高まった快感に絶頂の兆きざしを感じて思わず逃げだそうとして浮いた由香利の腰を、ヴァルドエルは即座に捕らえて逃がさないようにとがっちりと固定した。

「やっ、それ駄目。イっちゃう、から……ひゃんっんんっ、はっ………んっああああぁぁ!!」

　瞼の裏が白く染まり、体の奥からどっと蜜があふれた。ごくりと蜜を飲み込む音が聞こえて、由香利はまた恥ずかしさに顔を伏せる。

　フクロウとともに昼は買い物をして掃除洗濯と家の用事を済ませ、夜は由香利の作った食事と風呂の後、ヴァルドエルに抱かれる生活を続けて十日が過ぎた。由香利の体力を考慮してか、一日おきにヴァルドエルは由香利を求める。抱かない日も後ろから抱き着くようにして由香利を腕に閉じこめて眠った。時々弄ぶように大きな手が体を這い回り、由香利を翻弄する。なのに肝心なところには触れず、体を熱くさせておいてそのまま眠ってしまう。そうすれば翌日の晩に由香利ははしたないほど嬌声を上げてよがった。

　由香利の体はすっかりヴァルドエルに暴かれていた。熱のこもった瞳を向けられるだけで、体の奥が勝手にうずく。頬を大きな手が覆えば心拍数が上がり目元が赤く染まった。口づけをされると体から力が抜ける。恥ずかしいと思っていても、喘ぎ声は止められない。ヴァルドエルに啼かされ続けた体は、与えられる快楽をもっととねだりせがむ。

　自分で止められない快感による震えをやり過ごし、上がった息を整えて目線を上げた由香利のぼんやりとした視界にそれは目に入った。ヴァルドエルのそそり立つたくましいモノ。そこだけが別の生き物のように色が違う。血管が浮き出た側面。太く長い体に三角の頭部。時折ビクッと震えて、先端から透明な液を吐き出している。

　未確認の宇宙生物のようだ。

　由香利はそんなことを思いながらそれに手を伸ばした。触れた瞬間、それがビクッと大きく震えた。同時にヴァルドエルの腹筋に力が入ってぐっと硬くなる。

「な……に、やってんだ」

　低く唸るような声がヴァルドエルから漏れ聞こえる。苦しそうな声に快感が混じっている気がして由香利はそれをぎゅっと握った。

「………っぅ」

　痛そうな声がヴァルドエルの口から漏れて、由香利は慌てて手を放した。

「……お前、恥ずかしいっていうわりに大胆だな」

「ごめん、痛かった？」

「痛くはねえ。気持ちいいくらいだ」

　由香利は驚いて目を瞬かせ、それからふわりと笑った。自分の手が気持ちいいと言ってくれるのは正直に嬉しい。気持ちよくさせられるだけでなく、ヴァルドエルも気持ちよくしてあげたい。そう思って再び肉棒に伸ばした手をヴァルドエルが掴んだ。やんわりと握りながらも、振りほどくことができない程度の力が込められて由香利の手首は腰のあたりで後ろ手になるような形で固定された。

「ヴァ……ああああっ！　やっ、ヴァル、それ駄目！」

　花芽をちゅっと吸われ、吸われたまま開いた芽を舌先が小刻みに何度も刺激する。突き抜けるような快楽に由香利は腰を浮かした。しかし手がぐいっと後ろに引かれ、ヴァルドエルの与える刺激から逃げられず由香利は再び達した。

　荒い息を吐いて由香利はヴァルドエルの上に倒れこんだ。硬い腹筋が由香利の体を受け止める。由香利は解放された手を再び逞しいモノに添わせた。ヴァルドエルは眉をひそめて素早く由香利の手を捕まえ、軽く押さえつける。自由を奪われて、由香利は顔だけでヴァルドエルを振り返り抗議の視線を向けた。

「だから、何をしている」

「ヴァルを気持ちよくしてあげたい」

「気持ちよくなってる。だから触らなくていい」

「やだ」

「やだって、お前なぁ」

　振り払おうとした腕をしっかりと掴まれて、由香利はぎゅっと眉を寄せる。どうやら放すつもりはないらしい。力を込めても敵かなうはずもなく、ヴァルドエルは余裕の顔で由香利の腕を拘束している。由香利は不満げに唇を尖らせた。

「私ばっかりイって、ヴァルは全然じゃない」

「そりゃ、男はそう簡単にイクわけにいかねえだろ。早漏なんて情けねえ」

「だって……」

「だって、なんだ」

「いつも迷惑かけてるから、ヴァルの役に立ちたい」

「立ってるだろ。最近は飯の支度もしてるし、風呂だって沸かしてくれてる」

「お風呂のお水はヴァルが汲んでくるし、買い物もヴァルのお金じゃない。私、ヴァルにおんぶに抱っこしてもらってる」

「俺が由香利を、か？」

「そう。私、こんなことしか思いつかないし……できないし。だから、私もヴァルにしてあげたいって思ったの」

「おんぶ抱っこ、ねえ。俺はしてるつもりはねえが、そんなに由香利がやりたいなら別に構わねえ。が、大丈夫か？」

「が、頑張る！」

「そうか。だったら、やってみるか」

　言うが早いか、ヴァルドエルは由香利の体の下から抜け出して、無防備な由香利の背中に指を這わせた。由香利に覆いかぶさるようにして肩甲骨に口づけ、緩く曲線を描く背骨の一つ一つを確かめるように撫で下ろした。

「ちょ、違う」

　ヴァルドエルの腕が由香利の腹の下に差し込まれぐいっと持ち上げられる。尻を突き出すような格好に、由香利は慌てた。尻に硬くて熱いものが当たっている。恥ずかしさに顔だけ振り向けば、抗議しようとした唇はヴァルドエルのそれに覆われた。

「ふっ、んん！」

　ヴァルドエルに覆いかぶさるようにして上からのしかかられながら、胸の膨らみを摘まれて由香利の体に再び火がつく。くすぐったいのに、体は勝手に快感と捉とらえて奥から疼くような感覚が湧き上がってくる。

「形はおんぶだろ。これで我慢しろ。俺を本当におぶったら由香利が潰れるぞ」

　耳元で背筋がぞくりとするほど低い声が囁かれる。心地いい声なのに、内容が阿呆すぎて由香利は一瞬意味を掴みかねた。

「ち、違う！」

「違うのか？　ああ、こうか」

　ヴァルドエルの手が伸びて、由香利の花芽を擦りあげる。抗議の声はすぐに喘ぎに変わった。文句を言おうとして息を吸えば、すぐさまヴァルドエルの指が由香利の弱いところを突いてきて吐き出す声は甘い吐息になる。

「やっ、ヴァル。違……ぅああっ！」

「こんなことで由香利が満足するなら、いくらでもやってやる」

　どこまでが本気でどこからが冗談なのかわからない。由香利は首を振って抗議を続けるが、ヴァルドエルの指は容赦なく由香利の快感を引き出していく。あっという間に再びイかされて、自分の体なのに思い通りに動かない四肢をヴァルドエルが支えた。

「慣れないうちは、少しキツイぞ」

　足を閉じたままの秘裂に擦り付けられていた肉棒が、じゅぶりと音を立てて侵入してくる。ヴァルドエルの熱い塊が背中側の壁を強くこすりながら入り込む。足を閉じているせいで、いつもより狭くなっている蜜壺を無理やり押し広げながら奥を目指す。

「あっ、や……あああっ！」

　いつもと違う場所を強く刺激され、いつも以上の圧迫感に由香利の目から勝手に涙が零れた。

「きつ……」

　ヴァルドエルがかみ締めた奥歯から苦しげな声を漏らした。しかしそれは由香利も同じだった。狭い中を熱い塊が、まるで存在を誇こ示じするようにドクドクと脈打ち容赦なく由香利の中を刺激しながら入り込んでくる。

　あまりの熱さに逃げようとした由香利に、ヴァルドエルが逃さないようにわずかに体重をかけて由香利の行動を妨げる。由香利は快感に喉のどを反らせた。涙に濡れた瞳が布製の衝立の向こうにある暖炉を捕らえて、ぼんやりしていた意識が一瞬だけ戻る。

「やっ、あああっ！」

　手近にあった枕を引き寄せて由香利は枕に顔をうずめ、苦痛とそれを上回る快感に声を上げる。

　由香利のそろえた両足をヴァルドエルの引き締まった太い腿が挟み込む。由香利の腰を掴んで、ヴァルドエルはゆっくりと律動を始めた。

　中で暴れ始めた肉棒に、由香利は背を反らした。未知の生物が体の中で暴れている。太く長い体が由香利の蜜をたっぷりとまとわせて中から逃げていく。三角の頭部が由香利の柔らかなひだを引っかいた。痺れるような快感がひだから全身へと伝わる。長い体が動きを止め、再び壁を押し広げながら狭い中へ侵入してくる。意識とは裏腹に喜んで迎え入れた蜜壺が、新たな蜜を出してじゅぶっと卑ひ猥わいな音を奏でる。

　ゆっくりと抜き差しを繰り返しながらヴァルドエルは由香利の小ぶりな胸を揉みあげた。由香利がおぶった大きな男は、由香利の背中でおとなしくしているはずもなく、胸の先端の蕾をくりくりと摘む。由香利はビクリと体を震わせた。それはすぐ上にいるヴァルドエルの肌に直接伝わる。それが恥ずかしいのに、密着した肌は離れず、由香利の反応を楽しむようにさらに手が体を這いまわる。

「ううっ……、むぐっ、んんんんっ!!」

　枕に顔をうずめたまま、由香利はくぐもった声を上げた。ヴァルドエルの太い眉がピクリと動く。

「声、出せよ」

　耳元で低く囁かれる。そのままヴァルドエルの唇が耳を食む。由香利は小さく首を振った。

　ヴァルドエルはそんな由香利の両膝を、シーツの上を滑らせるようにして開かせた。恥ずかしさに逆らおうと力を込めても無駄で、由香利の開いた両足の間にヴァルドエルが体を割り込ませた。そのままぐっとさらに腰を進める。

「んうっ！」

　奥を突かれて由香利は背を反らした。足を開いたことで繫がっている部分が深くなり、いっぱいになっていた中のさらに奥を突かれる。尻を突き出した状態で後ろから最奥を突かれて、由香利は枕を握りしめて押し流されそうな快感に耐える。

　ゆっくりとした動きで中を蹂躙されて、由香利の息が上がる。柔らかな枕は由香利の上げる嬌声も甘い吐息も飲み込んで、ヴァルドエルの耳にはくぐもった音しか聞こえない。それが不満でヴァルドエルは眉を寄せた。

「声、聞かせろ」

　ヴァルドエルの言葉に由香利はやはり首を振る。もう何度もヴァルドエルに抱かれて自分でも呆れるほど声を出しているのに、いまだに情事の声を出すのも聞かれるのも恥ずかしいと感じる。

　声を出すのを躊躇う一番の原因はフクロウの存在だ。ヴァルドエルが家にいる間は、彼の命令によってフクロウは木彫りの梟へと戻る。今も暖炉の上でおとなしく木製の羽を休めているものの、一度命を吹き込まれたものが木彫りの人形に戻ったからといって、その存在を無視することは由香利にはできない。意思のないお守りでしかない木彫りの人形が、由香利の淫らな姿態もはしたない声もわかるはずがないと思っている。思ってはいるが、それが目に入ると途端に意識してしまう。

「フクロウが……見てる」

「見てねえよ。眠ってるんだ。見えるわけがねえ」

「でも……」

　言い募る由香利に、ヴァルドエルは音を立てて強く腰を打ち付けた。パンと肉がぶつかる音が部屋に響く。強く奥を突かれて、由香利は痛みに引きつった声を上げた。

「俺に集中しろよ。お前は今、俺に抱かれてる。他の奴の名を呼ぶな」

　苛立ったような声が上から降ってきて、由香利は枕から顔を上げ振り向いた。ぎらついた光を宿したヴァルドエルの一つしかない黒い瞳に釘付けになる。今、由香利はヴァルドエルに求められている。そう思えるような瞳に射すくめられ、由香利はカッと頬が熱くなった。

「ヴァル……」

　最奥を突いたまま動かなくなったヴァルドエルに由香利は自ら腰を突き出した。先端が触れる位置が変わって、快感に身を震わせる。勝手に由香利の中がヴァルドエルを放すまいと締め付ける。わずかにヴァルドエルの目が開き、それから目を細めて唇に笑みの形を浮かべる。

「俺をもっと感じろよ」

　ヴァルドエルは由香利の腰を掴むと、引き寄せるようにして腰を打ち付けた。

　バックという体位は知っている。ピンクな題名のＤＶＤでは必ずといっていいほどしている体位だ。後ろから獣のように突かれて何が気持ちいいのか理解できなかった。けれど、由香利は今快感に震える体を止めることができない。ヴァルドエルの先端が奥に当たっている。ゆっくりとコツコツとそこを突かれると体だけでなく脳まで痺れる。

　ひときわ高い嬌声を上げて由香利はビクッと体を震わせた。頭が真っ白になって体から力が抜ける。ベッドに倒れこんだ由香利を、それでもヴァルドエルは放さずそのまま抜き差しを繰り返す。熱が解放されたのに、すぐさま体の奥から再び熱い炎が燃え上がる。一度火がついた体はくすぶり続け、体を揺らされるたびに火は大きくなる。燃え尽きることがない火に当てられて、意識も何もかもが持っていかれてしまう。

　尻だけを突き出すような己の姿に恥ずかしいという思いは由香利にはもうない。頭も体もヴァルドエルから与えられる快楽を求めて勝手に動く。一番いい場所を求めて動き由香利が反応すれば、即座にヴァルドエルはそこを徹底的に攻める。高みに上り詰める体は何度も白い世界を由香利に見せた。

　数え切れないくらいの絶頂を由香利が迎えてヴァルドエルもようやく動きを止めた。けれど、中に欲望を吐き出されたような感覚はない。

「ヴァル……もう、イって」

　終わらない快楽に懇願すれば、ヴァルドエルはニヤリと笑って首を振った。その瞳にありありと燃える欲情が見える。ぎらぎらと光っているのに、欲望を出して果てようとはしない。

「イったら、もったいねえだろ」

　何がもったいないのか由香利にはわからない。ヴァルドエルは腰を動かさないまま由香利の花芽を指で擦った。

「ああっ！　そこ、駄目」

「駄目って言葉は、由香利にはイイってことだろ」

　耳に唇をつけてヴァルドエルが囁いた。響く声が鼓膜に絡み付くようにして由香利の脳に届く。鼓膜にも性感帯があるのではないかと思うほど、ヴァルドエルの声は由香利の体を蕩けさせる。大きな手が胸に伸びて薄紅色の蕾をやわやわと摘んだ。唇が背中をたどって、くすぐったさと同時に背筋にぞくりと快感が這い降りる。

　蜜に濡れた指があっという間に由香利を高みへと誘い、由香利は弛し緩かんした体をベッドへ深く沈みこませた。熱に当てられた体を冷たいシーツが包み込む。湿っているのは自分が零した蜜で、そのことが恥ずかしいのに今は上がった息を整えるのに精いっぱいで羞しゅう恥ちは頭の片隅で小さく揺れているだけだ。

　ヴァルドエルは由香利を攻める手を止めて髪に口づけ、サラサラの髪を撫でた。たったそれだけのことなのに由香利の体の奥がきゅんっとなり、蜜壺がうごめいた。

　力の抜けた由香利の体の上にヴァルドエルの大きな体が覆いかぶさっている。上から覆われて身み動うごきもできず、筋肉の檻おりに閉ざされたような気分になる。けれどその檻は温かい。重さは全く感じず、ヴァルドエルが自重を支えてくれているのがわかる。重くない程度に密着した体からヴァルドエルの温かい気遣いと優しさ、そして体温を感じる。心まで満たされたような気持ちになって、由香利はうっとりと目を閉じた。

「気持ちいいか？」

「はい」
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　ヴァルドエルがいつものように聞いてきて、由香利もいつものように答える。

「ヴァルは気持ちいい？」

「ああ。油断してたらすぐにイきそうだ。おんぶも悪くない」

　いや、違うから。そう心の中で突っ込んで由香利は小さく笑った。今までのはバックだし、今の体位は確か寝バックというやつだ。決しておんぶではない。

「ヴァル、もうイっていいよ」

「あ？」

「私、いっぱい気持ちよくなってるし、ヴァルも……その、出していいから」

「気持ちいいのか？」

「気持ちいい。凄く、感じてる」

　言った瞬間、ぴくっとヴァルドエルの体が震えた。それは密着している由香利にも感じられて、肉棒まで震えたことで由香利は小さく喘いだ。

「お前、今煽ったろ」

「は？」

「凄いとか感じてるなんて、煽る以外に何がある」

「ちょ、違っ……んうっ」

　ぐりっと腰を押し付けられて、落ち着いていた呼吸がまた上がる。うつ伏せで足を閉じたまま、後ろからぐいぐいと押される。中をかき回されるように腰を動かされて、由香利は声を上げた。壁のあらゆるところが刺激されて、目まぐるしく快感が押し寄せてくる。ヴァルドエルは上半身を起こすとそのまま由香利の尻に腰を押し当てるようにして何度も突いた。足を閉じているせいでヴァルドエルの熱く硬いモノが何度も行き来するのをいつも以上に感じてしまう。体勢が変わったことで一番感じる腹側の壁をこすられて由香利はシーツをきつく握った。数回擦られただけなのに、あっという間に快楽の波にさらわれる。

「いっあっああっ！　やっ、これ駄目。も、イっちゃう」

「俺も、もたねえ。凄すげぇ、締まる……っ」

　ヴァルドエルは目の前にあった由香利の白い二つの丘をぐっと握った。由香利は絶頂を迎えて背を反らせた。由香利がイった瞬間、柔らかなひだがぎゅっとヴァルドエルを締め付けた。総毛立つほどの快楽に、ヴァルドエルも由香利の中へ精を解き放った。

　小さく呻いてヴァルドエルは熱い息を吐いた。

　自分の呼吸音とヴァルドエルの荒い息遣いだけが聞こえる部屋で、由香利は思い通りに動かない気け怠だるい体とぼんやりする意識に流されるようにして目を閉じた。

　ずるりと自分の中から暴れていた未確認生物が引き抜かれる。何度も絶頂を迎えて、ひだの一枚一枚すら自分でもわかるようなほど敏感になっている中が由香利の意思とは関係なくぎゅっと収縮した。蜜口から吐き出された精がトロリと流れる。由香利は甘い息を吐いてベッドにあおむけに転がった。暗い天井を背にしてヴァルドエルがにやにやと笑っているのが見えた。

「こんなにイきまくってるのに、体はまだ欲しそうだな」

「欲しくない……」

　正直に言って首を振れば、ヴァルドエルはムッとしたように太い眉を寄せた。

「俺は欲しい」

　え、と思う暇もなく、ヴァルドエルは力の抜けた由香利の両足を持ち上げると、白濁がまだ残っている蜜口に熱い塊をあてがった。精を吐き出したばかりなのに、ヴァルドエルのモノは先ほどと変わらぬ質量と大きさをもって由香利の中に再び侵入してきた。

「ひっ、や、駄目！　もう無理」

　二人分の体液でぐちゃぐちゃに濡れていたそこは、何の抵抗もなく簡単にヴァルドエルを受け入れた。新たな刺激に意識は抵抗しようとするのに、体は素直に快感を受け入れて歓喜の声を上げるようにじゅぷじゅぷと音を立てる。

「体は素直に欲しいって言ってるぞ」

「………言わないで」

　鎮火していた火はすぐに燃え上がって、由香利にも自分の体がヴァルドエルを喜んで迎えたことを教えている。由香利はそれが恥ずかしくて、首まで赤く染めて顔を背けた。

「可愛いな、由香利は。そんなだから、もっと啼かせたくなる」

　白い体を赤く染めて淫らに揺れる由香利をヴァルドエルは抱きしめた。甘い声が混じった吐息がヴァルドエルの耳を刺激する。

　普段の由香利は買い与えたドレスをきちんと着て、パッと見はどこにも隙がないように見える。なのにその行動や話し方はどこか抜けていて隙だらけだ。誰に対してもそういった行動と態度をとるのが不満と言えば不満なのだが、ベッドでは昼間はついぞ見せない乱れた姿をさらす。しかもそれを教えたのはヴァルドエル自身だ。

　由香利の処女はヴァルドエルがもらった。つまりそれは由香利の乱れた姿態を見たことがあるのはヴァルドエルだけということだ。誰にも触れられたことのない由香利の体を淫らに調教したのは自分自身だ。そう思うとヴァルドエルの強い独占欲が満たされると同時に、もっと違う側面も見てみたくなる。もっと乱れる姿を、もっと甘い声をと心が望む。

「もっと啼いて、乱れればいい」

　奥深くまで一気に突くと由香利は両手をヴァルドエルの首に回してぎゅっと抱き着いてきた。無意識でのことだろうが、その仕草が可愛くて愛おしくてたまらない。由香利の快感を引き出すように中をかき回せば、由香利はあっという間に達して体を反らせた。汗が浮かんだ肌は宝石がちりばめられたように美しい。

　潤んだ黒い瞳が見上げてきて、心臓がドクリと音を立てる。また熱い血液を硬くなった肉棒に送り込む。そうすれば硬さを増した肉棒は中の柔らかなひだを引っかいて、さらに由香利は乱れる。

　白い姿態も、乱れる様も、甘い声も、ヴァルドエルだけが知っているものだ。他の誰にも見せたくはないし、知られたくもない。

「あっ、ヴァル」

　由香利が甘い声でヴァルドエルを呼ぶ。由香利の声で呼ばれるのならば、怒っていようと拗すねていようと何でもいいと思う。けれど、やはりこうして乱れて甘い息を交えて呼ばれるのが一番いい。

　快感を耐えるときの必死に縋り付くような呼ばれ方も、イったあとのぼんやりと囁くような声でも。

「由香利」

　ヴァルドエルは由香利の体を抱き起こすと、ぎゅっと抱きしめて頬に唇を寄せた。

　座ったヴァルドエルの肉棒に奥が刺激される。由香利は喘いでヴァルドエルにしがみついた。その体は筋肉質で腕も太く、間近にある胸板は厚い。自分とは全く違う男性の体を改めて感じて、由香利はその腕に抱かれていることに安心感を覚えた。力を抜いて胸に頭を預ければ、力強い鼓動が聞こえてきて由香利はゆっくりと目を閉じた。

「ああ、そうか」

　由香利の髪に口づけを落としていたヴァルドエルは、ふと呟いて由香利の両足を持ち上げて抱きあげた。繋がったままだった場所がドクリと脈打つ。

　胸から直接聞こえてくるような声に由香利は首を傾げて声の主を見上げた。

「なに？」

「抱っこ、だろ？」

　言うと同時にヴァルドエルは何の予備動作もなしに立ち上がった。

「きゃあっ」

　不安定なベッドの上で立ち上がられて、由香利はヴァルドエルの首にしがみついた。ベッドの上に立っているのに、天井が高いために圧迫感はない。が、下からの圧迫感が凄まじい。最さい奥おうだと思っていたさらに奥にヴァルドエルの先端が当たっている。圧迫感に両腕に力を入れて腰を持ち上げる。少しだけ抜けて楽になった途端、ヴァルドエルがベッドから降りた。

「あうっ！」

　ずんっと脳まで響く振動が背筋を貫く。目の前に火花が飛んだかのような衝撃に、由香利は訳がわからなくなって目の前の太い首に必死でしがみついた。力の入らない腕を叱しっ咤たして腰を少しでも引こうと由香利は力を入れた。自然とヴァルドエルに顔が近づいて、由香利はその精悍な顔立ちを間近から見つめた。黒い瞳に赤い顔をした自分が映っている。見たことがないくらいの色香を漂わせるような自分の姿に、由香利はそんな顔を隠すようにヴァルドエルの肩に顔をうずめた。

「ちゃんと掴まってろよ」

　ぐっとヴァルドエルの腕に力がこもる。由香利の体が持ち上がり奥を支配していた先端が離れる。圧迫感がなくなり、由香利がふと力を抜いた瞬間、脳を揺らす衝撃が再び襲ってきた。

「あああっ!!　駄目、奥……もう、無理」

「抱っこ、したかったんだろ。ほら、遠慮しねえでもっと感じろよ」

「やっ、落ちる」

　ヴァルドエルが力を抜けば、そのまま落ちてしまいそうになって由香利は腕に力を込めた。

「落とさねえよ」

　クックと笑ってヴァルドエルは由香利の体を上下に揺さぶった。軽い浮遊感の後に背筋を貫く衝撃が何度も襲ってくる。ゴツゴツと先端が奥に当たるたびに由香利は嬌声を上げた。

　体を揺すられるたびに胸の蕾が密着したヴァルドエルの厚い胸板に擦れて快感を呼び覚ます。力強い腕と暴虐なまでに体内を蹂じゅう躙りんする熱い肉棒に、体はどんどん高みへと上っていく。

「これでおんぶに抱っこだ。お互いに貸し借りなしだろ」

　近くにいるのに遠くから聞こえてくるような声を、由香利のぼんやりとした頭の片隅が捕らえた。どこまでが冗談で、どこからが本気なのかわからない。由香利のことを考えてこんな冗談みたいなことをしているのか、はたまた本気で馬鹿まるだしなのか。

　もう、どっちでもいいと由香利はヴァルドエルの太い首筋に顔を寄せた。

　耳を犯し続けている粘ついた水音も、自重で勝手に奥深くまで入り込んでくる圧制者も由香利の意識を犯していく。体の内側から湧き出る熱に身を任せて、由香利はその晩も声がかれるまでヴァルドエルに揺らされ続けた。
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　しくん、と子宮の奥から響いてくる痛みに由香利は眉を寄せた。

　前回の月経から二十六日目。毎月呆れるほどきっちりした周期でやってくる月経が、明日にやってくる予定だ。異世界に来てストレスがかかり、少しは予定が狂うかもしれないと思っていたが、体は歯車一つ狂わずに月経の兆しを教えてくれる。

　由香利は月経前になると食欲が増し、下腹部に軽い痛みが走るようになる。フクロウとともに市場で大量のお菓子を買って摘んだ後に、普通にヴァルドエルとともに夕食を食べた。それでも寝る前にはまた小腹がすいてくる。寝る前に食べるのは健康上よくないことがわかっていても、手が勝手にお菓子を摘んで口に運ぶ。ヴァルドエルには呆れられたが、女性の体は不思議の塊なので仕方がないと切に訴えればヴァルドエルは苦笑しながらもうなずいて頭を撫でてくれた。

　日本にあったような高性能な紙ナプキンがこの異世界にあるわけはなく、やはり主流は布製のナプキンだ。キラーシュにも協力してもらって、すでにそのあたりはリサーチ済みで布製のナプキンも自分で縫って作成済みだ。こんなところで趣味だった裁縫が役に立った。

　形は二タイプ。

　羽をつけた正方形タイプを五枚。長方形の夜用としても使える大きめのタイプを二枚。そして羽タイプに取り換え可能なパッドをたくさん作っておいた。

　日本でも布ナプキンは徐々に浸透してきていて、由香利も興味があってパソコンで少し調べていたことがあった。その知識が今役に立っている。

　紙製と比べてムレやかぶれの心配がなく、冷え性にも良くて月経痛も軽減するとの噂だ。もちろんいい面ばかりではない。一番の心配は漏れだ。昼間はこまめに替えるとしても、夜は大丈夫なのか。匂いも気になるし、洗濯の必要もあるので手間はかかる。

　初めての試みで、しかも頼りにできる紙ナプキンがない以上やってみるしかない。不安な心を胸に、由香利はその夜、ヴァルドエルの腕の中で甘えたように丸くなって眠った。







　朝起きぬけに、昨日まで感じていた熱っぽい感じがなくなっていた。高温期が終わり、低温期が始まったのだ。つまり、今日確実に月経がやってくる。

　ヴァルドエルがフクロウを木彫りの人形から人型へなるよう命じ、出かけていく背中を見送ってすぐに由香利はトイレへ走った。昨日から一応ナプキンはつけていた。それでもやはり不安なのだ。まだ出血はしていない。安堵の息を漏らした由香利はクっと苦笑した。安堵したところで、必ずやってくるのだ。どうせなら早く来てほしい。痛む下腹部を押さえて由香利は部屋に戻った。

　何となく体が怠くて、何もする気がおきない。それでも由香利は掃除を済ませてシーツや衣服を入れた籠を持って洗濯場へフクロウとともに向かった。

　洗濯機がないこの世界では、洗濯は家でするのではなく外の共同洗濯場でする。川から引いた水が町に流れていて、その支流があちこちの水路に流れている。飲料用ではなく下水としても使われている水場で、深い水路とは違って浅く、幅も広く取ってある。タライに水をいっぱいに入れて洗濯物をまとめて投げ入れると、足で踏んで揉み洗いする。洗剤はなく、泡立ちの少ない石鹸を使う。それでも汚れは綺麗に落ちるので、かなり優れものの石鹸だ。ちなみに、この石鹸一つで髪も体も洗える。香りは控えめで、ふんわりと優しい花の香りがほんのわずかにした。

　しんとした洗濯場に水路を流れる水の音と、由香利のシーツを踏むパシャパシャという水音が響く。

　この洗濯場にはいつも由香利一人だ。他には誰もいない。それもそのはずで、このあたりには誰も住んでいないのだ。ヴァルドエルに聞いてみたが詳しく教えてはくれなかった。が、あたりを散策した結果、本当に誰も住んでいないことが判明した。どうりで朝も晩も周囲の家から音がしなかったはずだと由香利は納得した。

　路地をいくつも抜けた奥まった場所にあるヴァルドエルの家は、由香利一人では確実に迷うような場所に建っている。だからこそ住む人がいないのかもしれない。こんな辺へん鄙ぴな場所に好んで住んでいるヴァルドエルが由香利には不思議だったが、面倒くさい暑苦しい堅苦しいと言わしめたキラーシュに問えば『変人だから』と簡潔な答えが返ってきて、由香利はなんとなく納得してしまった。

　洗濯を終えて家に帰ったころには昼前になっていた。

　夏の日差しを受けながらシーツを外に干し、腰をう～んと伸ばしているときに、じゅわっと中から何かが出た感覚があった。

「わあっ！」

　思わず由香利は叫んで内うち股またになった。粘つく液体の感覚に、始まったと思った。トイレに駆け込めば、案の定布地に赤い液体が付着していて、月経が始まったことを示していた。

　妙なもので、始まったとわかると肝が据わるのか、由香利は息をついて肩の力を抜いた。本格的に痛み始めた下腹部は、気にするとさらに痛みを増し、他のことに集中しているときには気にならなくなる。念のためにキラーシュには痛み止めを処方してもらっているが、あまり頼りたくはない。

「フクロウ、買い物行こう」

「はい、由香利様」

　由香利が声をかければ、フクロウは二つ返事でうなずく。由香利はフクロウの小さな手を握って家を出た。







　ゆっくりと一時間ほど市場を見て回り、帰路につく。市場から家までは半時間ほど。本当に辺へん鄙ぴな場所にヴァルドエルは住んでいる。

　鼻歌交じりに意気揚々として歩いていた由香利は、しくんと子宮が痛んでハッとした。

　ナプキン！

　つけてたっけ、と思い、朝と昼に確認したことを思い出し、ほっと息を吐いた。

「うわ～、びっくりした」

「大丈夫ですか？」

「あ～、うん。大丈夫だよ」

　見上げてくる黄色い瞳に由香利は笑った。一応黒っぽいワンピースを選んで着てきている。多少漏れても問題はないはず。そう思いながらも、お尻しりのあたりに手をやって湿り気がないか確認してしまう。

　それにしても、と由香利は思う。紙ナプキンと違って布であるだけに、つけ心地は下着と何ら変わらない。逆につけているのを忘れてしまうくらい違和感がない。ごわついた感じもなければ、ムレもないし擦れて痒くなることもない。

　布ナプキンの凄さは、家に帰ってからも由香利を驚かせた。吸収力が凄いのだ。しかも漏れがない。念のためにとパッドを二枚つけていたが、二枚目は白いままだった。

　二枚とも軽く洗って水を張った桶に浸して蓋ふたをする。こうしておけば大体の汚れは落ちる。あとは明日の洗濯と一緒に洗うだけで元の白さに戻る。

　夜になり、痛みが本格化してきた。ベッドに入り込んで由香利はうつぶせになってお腹に手を当てる。上から毛布をかけられて、由香利はかけてくれたヴァルドエルに向かってほほ笑んだ。

「痛むか？」

「正直に、痛い……」

　そう言えば、温かい手が毛布の上から腰のあたりを撫でさすってくれる。その手にいやらしさはなく、由香利に温もりを与えてくれる。痛みが引くような気がして由香利は目を細めた。

「男にはわからん痛みだな」

「あ～、うん、そうだね。あ、でも聞いたことあるよ。確か、睾こう丸がんをずっと握りしめてるのと同じ痛みなんだって」

　さらっと言って、由香利は自分の口から出た言葉に真っ赤になった。が、ヴァルドエルは逆に青くなる。

「それは……かなり痛いな」

　ヴァルドエルは青い顔をしたまま、由香利が眠るまで両手で由香利の腰を温め続けた。
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　ベッドに入るとすぐさま太い腕が伸びてきて背中から抱きしめられた。背中にヴァルドエルの温かい体温を感じて由香利はほっと息をつく。この世界にやってきてから毎日のようにこうして眠る日が続いていて、逆にこの体温がなければ寂しく思うようになっている。

　明日からヴァルドエルはラクセニア討伐のために出立することになる。ひと月間、この温ぬくもりが感じられないことに由香利はひどく不安を感じていた。が、顔に出すようなことはしない。ヴァルドエルに迷惑をかけたくないからだ。子供みたいに寂しいと言ってヴァルドエルを困らせたくはない。

　今夜はゆっくり眠って、明日は笑顔で送り出そうと決めていた。

　二日前から月経が始まっていて、体調のすぐれない由香利を思ってかヴァルドエルはこの四日ほど由香利を抱いていない。今夜ももちろん駄目な日で、由香利はお腹なかのあたりに回されたヴァルドエルの大きく武骨な手に細い指を添えた。頭の下にあった二の腕にクッと力が入り、由香利の肩をぎゅっと抱きしめる。背中がさらに密着し、熱い体温と力強い鼓動が背中に伝わった。

　首筋に顔を埋められて、息が首元に当たってくすぐったい。柔らかな唇がうなじに押し付けられ、そのままちゅっと吸われる。甘美な痺れが走って由香利は喘ぐように小さく息を吐く。

「離れたくねえ」

　呟かれた言葉は密着した背中からも伝わるように由香利の体に浸透していく。

「行くの、やめるか」

「キラーシュに怒られるよ」

「怒られてもいい。行きたくねえ」

　注射を嫌がる子供みたいな物言いに由香利はくすくす笑った。こちらが寂しいとわがままを言う前に、ヴァルドエルのほうが駄々をこねている。背中に縋すがりつく大男が子供のようで、由香利はやはりおかしくて笑った。ヴァルドエルはそんな由香利の黒髪に手をやって、その感触を確かめるように指で弄ぶ。

「ひと月したら必ず戻る。だから、ちゃんとここで待ってろよ。いなくなってたら、どんな手を使っても探し出すからな」

「いなくならないよ。ここで待ってる」

　何度か繰り返された言葉に、由香利は同じ言葉を返す。主のいない家に他人が居座っていいものかと考えたこともあったが、ヴァルドエルはそのたびに厳しい瞳をして由香利を啼かせてここで待つことを確約させていた。何も考えられなくなるまでイかされ続けて約束した言葉でも反ほ故ごにするわけにいかず、由香利はこの家でヴァルドエルの帰りを待つことを了承する。

「ヴァルは意外にわがままなんだね」

「何だ、知らなかったのか？　俺はわがままで自分勝手なんだ。だから、由香利ももっとわがままになればいい。もっと頼ってくれていい」

　頼りきっている。そう思いながらヴァルドエルの手首をきゅっと掴む。

　実際に由香利はヴァルドエルにおんぶに抱っこだ。自分では何一つ稼いでいないのに、買い物もできれば自由もある。しかも由香利に危険が及ばないようにとフクロウまでつけてくれた。掃除・洗濯・料理と由香利が率先してできることもあるが、ヴァルドエルがいるときは一緒に手伝ってくれる。唯一由香利が奉仕できる夜の伽とぎも、ヴァルドエルは優しく抱いてくれるし奉仕しようとすれば止められ、逆に何度もイかされる始末だ。

「私はヴァルに甘えてばかりだよ」

　抱きしめてくる手に由香利は口づけた。甘えさせてくれる手は大きくて、その主はあまりにも優しい。この優しさに寄りかかっているだけではいけないと由香利は思う。

「ヴァルこそ、私にもっと甘えてよ。何でもするよ？」

　ピクリと由香利に触れているヴァルドエルの体が震える。

「じゃあ、一つ頼みがある」

「何？」

「頑張った褒美が欲しい」

「褒美って、買うのはヴァルのお金だよ。それ、ご褒美になる？」

「なる」

　ニヤリと笑ってヴァルドエルは由香利の腰に手を回して抱き寄せ、耳元に唇を寄せた。熱い息が耳にかかって由香利の背が震える。

「ひと月後帰ってきたら、官能的な服で出迎えてくれ」

「は？　え？」

「で、二日は出かけられないから、その分の食糧を買い込んで」

「待って待って、なんで二日出かけられないの？」

「抱くからに決まってんだろ」

「二日間も？　ずっと？」

「足りねえか？　じゃあ三日分で」

「二日でいいです！」

　由香利が慌てて振り返って叫べば、そこには優しい光を宿した黒い瞳があって、由香利はそれに吸い込まれるようにじっと見つめた。

「やっぱり三日だな」

　顔を青くする由香利にヴァルドエルは満足げに笑む。今でもいっぱいいっぱいの由香利に、三日など体がもたない。

　逃げようか、と瞳を逸らした瞬間、ヴァルドエルの唇が由香利の唇を覆った。あっという間に舌が入ってきて、翻弄されるような口づけを落とされる。あまりの激しさに空気が足りなくて、何も考えられなくなりぼうっとしてしまう。
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「はっ、ヴァ……ん」

　名前を呼ぶ隙も与えてくれない。大きな手が由香利の胸に伸びて、由香利はその手をぎゅっと握った。ガウンの合わせただけの胸元から手が入り込み、直接的な刺激が襲ってきて由香利のぼうっとした頭に痺れたような快感が走る。

「ヴァル、駄目。今」

　月経中だと訴えても、ヴァルドエルは容赦なく由香利の快感を引き出していく。胸の蕾を摘まれて、背中が震えた。逃げようにも筋肉の檻は由香利の細腕では押し返すこともできない。首筋に舌が這い、そのまま肌の上を滑った唇が胸の蕾を口に含む。快感を与えられて力も入らず、褐色の手に添えられただけの手がわずかに抵抗しているようにも見える。

「ふっ、ああ……駄目」

　ヴァルドエルは由香利の右胸の蕾の横に口づけるときつく吸った。赤い跡が花びらのように白い肌に残る。今度は左胸の蕾に吸い付いた。胸のいたるところに赤い花びらを散らせて、ヴァルドエルはようやく唇を離した。

　体を蕩けさせるような熱を与えた唇が、由香利の頬や額に落とされる。由香利は熱で潤んだ瞳でヴァルドエルを見上げた。わずかに開いた唇が誘っているようにしか見えず、ヴァルドエルはどうにか視線を引きはがして由香利を胸にかき抱いた。

「そんな顔したら、我慢できなくなるだろう」

　一方的に熱を与えてきておいて、と由香利はヴァルドエルの胸の中で唇を尖らせた。

「続きはひと月後だ。逃げられないように、俺の印もつけた」

「三日で消えるよ」

「跡は消えても、記憶は消えねえ。由香利が鏡を見るたびに、自分の胸に触るたびに俺を思い出すだろ」

　そんな風に言われては、思い出さないわけがない。今ですら赤い跡は印だけのはずなのに、トクトクとそこに息づいているようだった。常にヴァルドエルの唇の感触が触れているように思えて、由香利は顔を赤らめた。

「楽しみができた。ひと月、やれそうだ」

　赤くなった額に口づけて、ヴァルドエルはニヤリと笑った。







　夜も明けきらぬ早朝に、ヴァルドエルは発った。傭兵団は城門の外で集合し、町の中心にある王城から出発する騎士団の後について行軍する。

　ラクセニアの棲みかとなる森まで六日の工程。森から離れた場所に陣を張り、二週間ラクセニアの討伐に明け暮れる。そこから後始末と街道の整備をし、また一週間かけて王都へ戻る。

　椅子に座り、簡単に日程を書いた紙を眺めながら由香利は眉を寄せた。

　今さらながらにわかったことがある。

　由香利は、ラクセニアがどんな魔物が知らないのだ。討伐されるのだから凶暴なのは間違いないのだろう。けれど、その魔物がどんな姿でどれほど強いのかの知識がない。

「無事に、帰ってくるよね」

　魔物狩りと簡単に考えていたが、由香利の考えていたものとは全く違うことに、本当に今更ながらに気づいたのだ。

　銃のない世界。狙そ撃げきも、散弾も、マシンガンもない。遠くから狙い定めて撃つのではない。爆発的な威力と前方に飛散する何百という鉛玉も存在しない。あたり一面を爆発させるような鉄の塊もない。

　使用できる武器は原始的な剣と弓と槍やり。

　ヴァルドエルは強い。それは傭兵の軍団長をしていることからもうかがい知ることができる。けれど実際にどれほど強いのかは知らない。剣一本で、どれだけのことができるのかも。

　ゲームやアニメのように剣から斬撃が出たりするんだろうか。

　あり得ない、と由香利は首を振って否定する。

「フクロウ」

「はい、由香利様」

　目の前に座る少年に、由香利は目をやった。柔らかな癖のある銀の髪が朝日に照らされて輝いている。黄色の大きめの瞳が理知的な光を宿したまま由香利を見上げた。

「メトケスさんは、今回の討伐に参加してるの？」

「いいえ。メトケス様は宮廷の魔術師です。今回のような下級な魔物討伐には参戦しません。幾人か、魔術師は同行しているようですが、魔術師の手を煩わせることなく討伐は完了するかと思います」

　魔力を込めた時にメトケスの知識も宿されて、フクロウは意外に物知りだ。基本的なことはもちろん、国の情勢や魔法など、由香利の知りたい情報を教えてくれる。由香利は今フクロウにこの国の文字も教わっていた。

　そのフクロウが教えてくれた情報に、由香利はほっと息を吐いた。下級な魔物で、魔術師が出る幕もないほど強くない魔物だとわかったからだ。

「ヴァルは大丈夫だよね？」

「主様は強いです。ラクセニア程度の魔物、主様にとっては何の脅威にもなりえません」

「そっか」

　ようやく由香利は肩の力を抜いた。

「じゃあ、ご褒美を用意して、待っていないといけないね」

　ご褒美の内容を思い出し、その後に待つ激しくも甘い日々を思い、由香利は顔を赤らめたのだった。







　ヴァルドエルが軍団長を務める傭兵団は城門の外で集合する。が、王国の騎士団は違う。王都ラウスの中央に位置する城から出立する。騎士たちは城の巨大な門から町の城門までの大通りを騎馬に乗って行進する。いわゆるパレードをするのだ。

　このパレードにはもちろん意味があり、騎士たちを鼓舞させるためと市民に騎士の勇ましい姿を見せるためだ。

　戦では強者ぞろいの傭兵たちの陰に隠れて目立つことは多くないが、エルファネルの騎士たちもまた他国に後れを取らぬほどに強い。一人一人は特筆するような力の持ち主はいない。しかし集団戦闘となったときにエルファネルの騎士団は真価を発揮する。その団結力は凄まじく、集団戦闘においては傭兵たちでさえ敵わないだろうと言われている。

　毎年行われるこのラクセニア狩りに赴くのは主に若い騎士たちで、新米騎士たちの実戦経験を積ませるのにちょうどよい機会となる。パレードにはこの新米騎士たちの士気を上げるためにも行われる。

　パレードは朝の七時から始まり、三十分かけてゆっくりと城門まで行進する。国の民たちはこぞって騎士たちの姿を見ようと大通りへ詰めかけ、若い騎士たちに声援を送り武運を祈る。そのため、パレード前日からあちこちに市が開かれて一種お祭りのような状態になる。

　由香利もそのパレードを一目見ようと大通りに来ていた。町はいつもよりも活気にあふれていて、人々の顔には笑みと興奮が見られた。

　時間はすでに七時を過ぎている。由香利としては城門の外にいるヴァルドエルを見送りたい気持ちでいっぱいなのだが、門を抜けることはできても再び門の中に入るためには通行証が必要で、由香利はもちろん持っていない。それでもあきらめきれなくて、城門の一番近くにまでやってきていた。ここはパレードの最終地点で騎士団は三十分後にしかここを通らない。それなのに大通りの見える道には騎士たちを見送る市民たちですでにごった返していた。

「フクロウ、手を放しちゃ駄目よ」

　フクロウの小さな手をしっかりと握りしめて由香利は隣にいる小さな守護者を見下ろす。フクロウはそんな由香利を黄色い瞳で見上げてにこりと笑ってうなずいた。可愛いしぐさに思わず由香利はフクロウの癖のある銀髪を撫でた。

　何とか通りが見える場所に二人は陣取ると、ワクワクしながら騎士団を待った。

　由香利は騎士というものを見たことがない。もちろん映画やアニメではよく扱われる題材であるし目にすることはあったものの、やはり空想のものと現実は違う。

　ヴァルドエルは紳士的だがそこは傭兵であるから粗野な部分もあり、スマートな対応をするであろう騎士とは違う。

　礼儀正しく紳士的。そんな騎士を想像してドキドキしながら待っていると、遠くから聞こえていた歓声が少しずつ近づいてくる。周りの人もそれにそわそわし始めた。同じようにそわそわしながら待っていると、突然あたりが歓声に包まれた。通りの角を曲がって騎士団の先頭が姿を見せたのだ。

　あたりの気温が一気に上がったような熱気と歓声に包まれて、由香利は遠くに見える騎士団に目を凝らした。と言っても見知った顔がいるわけではもちろんない。それでも初めて目にする騎士の姿に由香利は興奮していた。

　先頭には二頭の騎馬が進んでいる。彼らは高々と緋色の旗を掲げていた。旗にはエルファネルの紋章らしきものが描かれていて、夏の風と熱気によってはためいている。その後ろには銀の甲兜冑に鮮やかな緋色のマントを翻らせた騎士たちが隊列を組んで続く。騎士たちは兜は被らず小脇に抱えていて、素顔をさらしていた。その年齢はさまざまで、しかし皆一様に背筋を伸ばした堂々とした姿をしており、由香利は知らずため息を吐いた。

「緋色のマントは近衛騎士の証あかしです」

　フクロウが騎士たちに視線を向けながらそう言った。

　近衛騎士の意味くらい由香利にもわかる。君主を守る精鋭だ。その近衛騎士がこのパレードで隊列を組んでいることに由香利は首を傾げた。

「近衛騎士が魔物討伐？」

「いいえ、彼らは……」

　フクロウが口を開くのと、天を震わせるほどの歓声が響いたのは同時だった。何事かとパレードに視線を戻した先に、白銀の鎧よろいをまとい白馬にまたがるひと際目立つ騎士が目に入った。

　年齢はかなり若い。まだ十代と思える顔は少年のそれで、それでも堂々と前を向いてしっかりと手綱を握っている。赤く短い髪に緋色の瞳をした少年は、緊張した面持ちながら片手を上げて市民の歓声に応えている。

「エルファネル第二王子のランギス様です。近衛騎士は王子の護衛で討伐隊に加わります」

「ただの魔物退治なのに王子様が行くの？　危なくない？」

「ランギス様は今年で十四歳になられました。騎士ならば見習いを終えて正騎士として認められる年齢です。ラクセニアを狩って名声を上げるために赴くのでしょう。王族の通過儀礼の一つといってもいいほどで、危険はそれほどありません」

「へ～、十四歳」

　由香利はうなずいて、もう一度ランギスに視線を送った。

　少年とはいえ整った顔立ちは将来美青年になることが約束されているようで、歓声の中には黄色い声も混じっている。

　王子の隊列が由香利の前を通り過ぎていく。一瞬ランギスの視線が由香利に注がれる。数メートルの距離で視線が合う。緋色の瞳はわずかに見開かれ、隊列が進んでも由香利からその視線が外れない。

「黒髪黒目はやっぱり珍しいんだね」

　たくさんの人が集まっているにもかかわらず、黒髪黒目は由香利しかいない。黒髪の人はいるし黒目の人もいるが、両方持ち合わせているのは本当に珍しいらしい。由香利は自分の髪に手をやって、ふうと息をついた。それでもそのお陰で少年とはいえ王子様と目が合ったのは貴重な体験だ。

　王子が通り過ぎると再び緋色のマントの騎士が四列縦隊で続き、次いで鈍にぶい輝きを見せる揃いの銀色の甲冑の騎士が通っていく。その顔はいずれも若く、緊張と喜色がないまぜになった表情を浮かべていた。

　彼らが新米騎士なのだろうと由香利はその若い青年たちを見て思う。

　騎士たちが通り過ぎると、今度は灰色のローブをまとった若い魔術師たちが続く。十人ほどの塊が過ぎたあたりで由香利は目を瞬いた。

「あれ？」

　見知った顔を見つけて由香利は声を上げた。

　肩口まである癖のある赤い髪。少し垂れた目じりに茶色い瞳。背筋を伸ばして馬にまたがるその男は傭兵団の軍医、キラーシュだった。

　傭兵とは違って正式にエルファネルに医師として仕えているキラーシュは、パレードの隊列に加わっていたのだ。もっともその顔は嬉々とした表情をする騎士たちとはまるで違う。こういった目立つことが嫌いなのか、苦虫をかみ潰したような顔で馬の背に揺られている。

　やはり黒髪は目立つのか、キラーシュも多くの群衆の中からすぐに由香里を見つけた。遠目でも笑ったのがわかった。キラーシュは片手を上げて由香里に合図を送る。それに由香里も手を振って応えた。

　キラーシュの背中が見えなくなり、パレードの最後尾が城門の外へ消えると集まっていた群衆も散っていく。

　由香利は空を覆うほどの巨大な城門を見上げ、開け放たれた門のその向こうに広がる緑の地平線に目をやった。

（どうか、皆が無事で帰ってきますように）

　由香利は心の中でそう小さく呟いた。
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　エルファネルの夏は日本と違ってカラッとしていて、風は涼やかで心地よい。空を見上げればどこまでも高く澄んだ色をした蒼あおが広がっている。夏の中にも秋を感じさせるような空に、由香利はほんのわずかに日本を思い出した。

　思い出すのは仕事のこと、友達のことだ。

　ひと月もたって、会社にはもう自分の席がないであろうことは予測がついた。激務とは言わないが、それなりに忙しい日々を過ごしていたし、やりがいのある仕事だった。優しく厳しい仕事仲間。由香利の愚痴を聞いてくれていた友人。

　しかし、帰りたいかと問われれば、やはり由香利は首を振る。仕事も友人も気になるし、心配しているのではないかと思う。それでも帰りたいとは思わないのは、やはり金の亡者と化した親類縁者に関わりたくないからだ。嫌がらせは数知れず、犯罪まがいのことをされそうになったことも一度や二度ではない。警察に相談もしに行ったが、血の繫がりのある親類であることと事件が起きていない段階では相談に乗ってはくれても動いてはくれなかった。

　新聞に被害者として名前が載るような事件が起きる前に、異世界という親類が追ってこられないような場所に、偶然とはいえ逃げられたのは本当によかったと由香利は思う。

「一時帰国とかできたらいいのになあ」

　そうすれば身の回りを綺麗に整理するのに。特にマンションの冷蔵庫の中とか。

　由香利は冷蔵庫の中で緑色のふかふかした菌に覆われた作り置きのおかずを想像して身震いした。フクロウが不思議そうな顔をして黄色い瞳で見上げてくるが、由香利は何でもないとほほ笑んで小さく首を振って思考を切り替えた。

　今日は市場へ買い物をするために外出していた。

　エルファネルは小国でありながら交易は盛んで、北にある港町ファーレスからは新鮮な海の幸が、南の山岳地帯からは山の幸が運ばれる。エルファネルの特産品である色とりどりの織物は国外にも輸出され、品質の良さから飛ぶように売れた。また友好国であるヒットミンからは銀や宝石が輸入されてくる。

　国王は善政を行い、不正を許さない厳格な人物として知れ渡っている。民はそんな王を敬い、貴族は領民を導き守る。適正な通行税を払い、商人たちは嬉々としてエルファネルで商売をする。それがまたエルファネルに潤いをもたらした。

　昼下がりの町の市場はやはり混雑していた。左右には様々な露店が立ち並んでいる。布の屋根をかけている果物屋もあれば、マントを広げて古美術を売る老商人もいる。声を張り上げる女もいれば、胡う散さん臭い格好の商人もいた。

　由香利は野菜の横で売られている物騒な剣に目を移して頬を引きつらせた。平和な光景がある一方で、その横で普通に武器が売られている不思議な光景にいまだ慣れない。日本がいかに平和だったのかを、そしてここが戦いのある異世界なのだと強く意識してしまう景色だ。

　そんな武器を横目に見ながら市場を進み、由香利は必要なものを買っていく。葉物野菜を一束と、トマト、キュウリのような野菜をいくつか購入した。

　この世界には氷室は存在するが基本自炊をしていなかったヴァルドエルの家にはなく、貯蔵庫はあっても食べ物を冷やすような便利な道具がないせいで、肉や魚はその日に買ってその日に消費するのが基本だ。

「フクロウはやっぱり何も食べない？」

「はい、由香利様。私はもともと木彫りの人形なので、食事も睡眠も必要としません」

　由香利の問いかけに当然のようにフクロウの返事があって、由香利は小さく息を吐いた。一人で作って食べる食事はあまりおいしく感じない。ヴァルドエルがいた時は肉や魚を結構な頻度で購入していたが、由香利一人になってからは野菜中心で肉や魚は食卓に上がらない。

　冷蔵庫があれば作り置きしておけるものの、そういうわけにもいかず由香利の晩ご飯は今日もサラダ一択だ。ヴァルドエルが帰ってきたらわがままを承知の上で氷室を買うことを提案してみようと思う由香利であった。







　時刻はすでに午後四時。太陽が西に傾き始めたころ、いろいろと物色しながら必要な買い物を終えて由香利は市を抜けた。ここからはいつも迷う路地を進んで傭兵団の砦を右に見て進み、さらに迷うような路地を抜けた先がヴァルドエルの自宅だ。

　さすがに何度も往復したせいで、路地裏とはいえ道は覚えた。由香利は慣れた足取りで進む。

　通りから一本入ればそこは路地裏で、人通りは途端に少なくなる。いつもより一時間遅い時間だが、それでも空はまだ青く路地裏といえどもそれなりに明るい。

　慣れた道をたどっていた由香利は不意に足を止めた。

　──嫌な感じだ。

　路地の向こうに妙な男が立っている。一目見ただけで胡散臭いと思える男はまだ由香利には気づいていない。由香利は無言でフクロウの手を引いて、別の路地に足を向けた。行ったことのない道だが、かかわりたくない。

　路地裏を足早に進み、前方に開けた通りを見つけてほっと息をつく。狭い路地裏よりは、知らぬ通りのほうがまだ安心できる。

　路地を抜けた通りは古のヨーロッパを思い起こさせる風景だった。人通りもあり、淑女然とした女性から薄着の明らかに娼婦のいでたちをした女性もいる。それに目をやる若い男もいれば、全く我関せずと言った風で急ぎ足で通り過ぎる紳士もいた。

　ヴァルドエルの自宅周辺とは違って二階建ての建物が多く、クリーム色の土壁の家が並んでいる。

「ここ……」

　由香利はあたりを見回して呆然と呟いた。ほんのひと月前の光景が鮮やかに脳裏によみがえってくる。

　雨に煙けぶる大通り。雨の中、身じろぎもせずにヴァルドエルが由香利を見つめていた。左目が潰れている強面な顔。見上げるほどの背丈に頑強な筋肉。一見顔も怖くて体も大きなヴァルドエルが、心優しいことを由香利は知っている。どこまでも甘やかしてくれる精悍な顔をした大男。

　低い声で名前を呼ばれると胸がきゅっとなる。繊細な指とは正反対の暴虐な下半身。何度も啼かされて、何度もイかされたその男は、しかし今はどこにもいない。

　ヴァルドエルが魔物退治に出かけてから一週間がたとうとしていた。一人では広すぎるベッドにも慣れてきていると思っていた矢先、唐突に大きな体の男を思い出して由香利は眉を下げた。

　たとえフクロウが一緒にいたとしても、大して広くもない家はヴァルドエルがいないだけで寒々しく感じた。一人で眠るベッドは広すぎて落ち着かない。食事をとらないフクロウとテーブルを囲んでもむなしく感じて食欲もあまり出なかった。

「ヴァル……」

　この場にいない男の名を呼べば、由香利の胸がとくんと小さく鳴る。由香利は思わず胸を押さえた。その押さえた手が胸の蕾に触れて由香利はそこにあったはずの跡を思い出す。

　ヴァルドエルが由香利に残した赤い花びらのような跡は、三日もすれば消えていた。けれどヴァルドエルが言ったように、着替えるたび、風呂に入るたび、鏡を見るたび思い出す。

　消えない記憶が由香利の心を占めていて、だからこそ寂しくなる。

　ヴァルドエルが戻ってくるまであと三週間。急に思い出した人肌の温かさに由香利の胸がきゅっと軋む。

「行こうか、フクロウ」

　由香利は首を振って思いを振り切るとフクロウの手を引き、再び路地に足を向けた。ヴァルドエルと出会った場所から遠ざかろうと、寂しさは由香利を追いかけてくる。

　足早に狭い路地裏に入り込んだ由香利は、急に立ち止まったフクロウに手を引っ張られて慌てて止まった。前方の路地の端、日の当たらない隅に男がいた。すぐに先ほどの男だと由香利は思った。

　特徴的な薄汚れた短い緑の髪と、酒に酔ったような濁った灰色の瞳。

「行こう」

　由香利はすぐに踵を返した。が、すぐにその足が止まる。後ろにも髭面の男が路地をふさぐように立っていた。茶色い髭と髪をした男は、やはり瞳は濁っていて嫌な印象しか受けない。逃げたくても前後の通りをふさがれていてはそれも無理だった。男たちの脇を素早くすり抜けるという芸当ができるはずもなく、由香利はフクロウの小さな手を握って唇をかんだ。

　路地裏にはえてしてこういった種類の人間がいることがある。特に娼館に近い路地裏はおこぼれをもらおうとする男どもがウロウロしている。だからこそ早めの時間に帰宅していたのだが、いつもより一時間遅いだけでこうも違うのか。

「私に何か用？　用がないなら、そこを通してください」

　できるだけ低い声で言ってみたが、男たちは下卑た笑いを上げて由香利の全身を舐めるように見つめてくる。視線だけでも嫌悪感が増してきて、由香利はぎゅっと眉を寄せた。

「そんな子供のお守りはやめて、俺たちにつき合えよ。いい思いをさせてやるぜ」

「結構です。急いでるので、そこを通してっ」

　強気に言っても男は意に介した風もなく、一歩由香利との距離を詰めてくる。が、髭ひげ面づらの男が急に眉をひそめた。

「……黒髪黒目」

　ああ、と由香利は息をついた。

「子連れの魔術師……」

　二人は顔を見合わせると途端に由香利から離れた。

　強力な魔術師が路地裏を闊かっ歩ぽしていると噂が立ったのは一週間前だ。黒髪黒目の見た目は少女のような魔術師は、銀髪の幼子を連れて町を行きかっている。魔術師に関わったものは皆大怪我を負い、さらには呪いをかけられてしまう。魔術師に出会いその黒い瞳を見れば精気を吸われるという。

　魔物が少女の姿に変化しているだの、少女は見せかけで実の魔法使いは子供のほうだの、妙な噂が飛び交っている、らしい。

　らしいというのは、実際に由香利がその耳で聞いたことがないからだ。しかし、市場でまことしやかに流れる噂をよくよく聞けば、由香利にちょっかいを出してきたならず者がフクロウの結界に触れて吹き飛ばされて怪我をしたことから始まっているようだった。そこから幾人かのならず者が同じような目にあい、噂に大量の尾ひれがついて恐ろしい悪魔のごとき魔術師としての噂となってしまった。

「……えっと、とりあえず、そこどいてくれる？」

　引きつった笑いを浮かべながらも由香利がそう言えば、男たちはビクッと体を揺らせて由香利に道をあけた。

「どうか、命だけは」

　自分よりも大きな男に震える声でそう言われて、由香利は大きく息を吐いた。命どころか、何も取る気はない。由香利は首を振って男たちの脇をすり抜けた。由香利が離れると、男たちは一目散に逃げだしていった。その背中を眺めて由香利は再び息を吐いた。

「なるほど、そなたが噂の魔術師か」

　再び路地を進もうとした由香利は、そう声をかけられて後ろを振り向いた。振り向いたまま由香利は固まった。呼吸さえ止めて、由香利はそこにたたずむ美女を見つめた。

　美人。そんな言葉では言い表せないくらいの絶世の美女が路地の先に立っていた。薄暗い路地にあって、そこだけがまるで舞台の照明が当てられているような感じさえする。輝くような容姿に由香利は同姓でありながら見み惚ほれていた。

　肩口で切りそろえられ、しずくが落ちそうなほどしっとりとしているのに、わずかな微風でもサラサラと流れる白い髪。透き通るようなきめ細やかな白い肌。薄い紫の瞳は澄んでいて、濡れて光っている。赤い唇がかすかな笑みをたたえていた。高名な画家が描いた妖精が絵から抜け出してきたような姿。なのに妖艶という言葉が自然と口に出てしまいそうになるのは、その豊かな胸とひざ丈の白いワンピースの裾すそから覗いているすらりと伸びた二本の足だ。目のやり場に困ると由香利は思いながらも、豊かな胸に目が行ってしまう。

　一見して娼しょう婦ふのように見える美女は、紫の瞳を細めて由香利を見つめている。

「これはこれは。今日は収穫はないと思うていたに、まるで運命のような出会いじゃな」

　涼やかな声が赤い唇から漏れる。聞きほれそうになる美声に、由香利はうっとりとした。が、フクロウが手をきゅっと握ってきて我に返る。

「あの、貴方あなたは？」

「妾わらわの名はエテルシア。妾はずっとそなたを探しておった。ひと月間、ずっとな」

「ひと月？」

「そうじゃ。ひと月、辛い思いをさせたの。これからは妾が不自由のない暮らしを与えてやろう」

　エテルシアは白く細い手を伸ばして由香利の頬に触れた。だが、触れた瞬間、エテルシアの細く美しい眉がわずかにゆがむ。

「妾が何者かわかっていての態度か？」

　え、と思う間もなく、フクロウが由香利の手を引いてエテルシアから距離を取るように下がった。油断なくエテルシアを睨にらみあげる黄色い瞳は、見たことがないほど冷徹な光が宿っていて、由香利は唖然とした。

「わかっているからこそ、守っているのです。理由はわかりますよね。淫いん魔まの王エテルシア」

　フクロウの言葉に、エテルシアは艶然とほほ笑んだ。
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「妾が魔王じゃから主には関わるなと言いたいのじゃな。小さき守護者よ」

「その通りです。偉大な魔王よ」

　フクロウの言葉に由香利は目の前にたたずむエテルシアを見つめた。言葉は恭うやうやしくても、魔王に対するものとは思えない態度でフクロウは冷徹な瞳をエテルシアに向ける。一方エテルシアはそんなフクロウに機嫌を損ねるでもなく、笑みを崩さず悠然と立ってる。

　その姿はどこからどう見ても人間で、肌の色が違ったり角つのや牙が生えているわけでもない。ゲームや小説に出てくるような魔王感はどこにも感じられなかった。

　人に危害を与えそうな雰囲気も、魔物や魔族を従える禍まが々まがしさも、由香利の目で見る限りは持っていそうにない。確かに美人で淫いん猥わいな感じもするが、魔王かと問われれば即座に否定するほど人との違いが見つけられなかった。

　ここは娼館が近いしこういった姿の女性も少なくはない。由香利もこの世界に来たばかりの時の格好はエテルシアの服に近いし、どちらかと言えば現代に近い姿で逆に親近感が湧く。

　この世界の魔王という存在は、地球で考えられているようなものとは違うのかもしれない、と由香利は思った。魔族たちの王様というだけで、邪悪な存在ではないのかもしれない。それでも由香利はフクロウの顔に顔を近づけるとそっと囁いた。

「本当にあの人、魔王なの？」

「はい。正真正銘の魔王です。メトケス様の記憶に刻まれている姿と全く同じなので、間違いありません」

　由香利がフクロウの耳元で小さくそう尋ねれば、やはり小声でフクロウが答える。

「淫魔の王エテルシアは、誕生を司る神王と対をなす、眠りと夢を司る夜の神の一柱です」

「夜の神……」

　フクロウの説明に、やはり地球とは違うのだと由香利は内心うなずく。

　しかし魔王が神の一人だと由香利に説明していても、フクロウはいまだに緊張したように由香利の手をきつく握ってきている。魔王が強大な力を持っていて畏い怖ふしているにしても、神と同等の存在に対する態度とは思えない。

「今、メトケスと言うたか？」

　二人の考えをよそに、エテルシアは首を傾げてそう聞いてきた。唐突な質問に、由香利はドキリとして顔を上げた。耳元で囁くような小声で言われたのに、エテルシアには聞こえていたらしい。

　地獄耳なのかデビルなイヤーなのかわからないが、エテルシアに内緒話は通じないらしい。由香利は視線を彷徨わせてからうかがうようにチラリとエテルシアに視線を向ける。

　そんな由香利のうろたえた姿に、エテルシアは小さくほほ笑んだ。それからフクロウに視線を移して目を細める。

「そうか、お前はメトケスの作った守護者か。確かにまとう魔力があの娘と同じ色をしているの。資質のある娘と思っておったが、妾の力を弾くほどの強い力をつけてるとは面白い。直々に魔術を教えた甲か斐いがあったというものじゃ」

「魔術を教えた？　それって、エテルシアさんがメトケスさんの師匠だってこと？」

「メトケス様はお認めになりませんが、私の中にある記憶ではそうなっています」

　神と対をなす魔王。それがどれほどの力を持っているかはわからないが、少なくとも『王』の名を冠する以上、神と同等の力を持っているだろうことは想像できる。その魔王が師匠ともなれば、見た目幼い少女であるメトケスがエルファネルで一番の魔術師いうのもうなずける話であった。

　それよりも面白いのは、日本で魔王と言えば魔族を従え人を襲う諸悪の根源とされる存在だが、ここでは神と同等に扱われ、しかも人と関わって生きているということだ。魔術も魔物も存在する異世界だから、魔王も存在するかもしれないと密かに思っていた由香利は、しかし意外な魔王の性質に驚くとともにもっと知りたいとも思い出していた。

「あれはいろいろと面白い娘であった。妾に対する表情と態度がいちいち面白い。今のお前のようにいつも不機嫌な顔をしていたの」

　フクロウの仏頂面を見ながらも、エテルシアはコロコロと鈴を鳴らすように笑った。

「術を教えればすぐに覚えたし、応用もしてみせた。人にしては珍しく物おじせぬ娘であったの」

「本当？」

「本当です。メトケス様は魔術に関して素晴らしい素質がおありでした。だから、魔王に見初められ、幼いころにさらわれたのです」

「さらわれた!?」

「さらっておらぬ」

　驚いて由香利が声を上げれば、エテルシアが即座に否定した。美しい眉根を寄せて、フクロウを睨むように見つめる。不機嫌になった顔も美しく、綺麗な人は何をしていても綺麗なんだと由香利は場違いなことを考えた。

「メトケスにもきちんと確認はした。魔術を教えてやるから一緒に来い、とな。承諾したのはメトケスじゃ。我ら魔王はこれでも昔は人の導き手。今でも人が望めば力を与えるし、嫌がることはせぬ。それにそのお陰で今では国一番の魔術師として名を馳せておるじゃろうが」

「その代わり、色事も相当教えられました」

「色事……」

「淫魔の名を冠する魔王に師事を乞うた時点で、それくらい予想済みじゃろうが。それに言うたじゃろう？　人が嫌がることはせぬと。メトケスは魔術の資質もあったが、色事にもなかなかに良い反応をしてくれる娘じゃった」

　淫魔という言葉から、そうではないかと思っていたが、やはりと由香利は一人うなずく。夢魔と呼ばれる魔物が地球にもいる。もちろん想像上の魔物だが、彼らは人の夢に入り込み誘惑して淫猥な夢を見せて精を吸い取ると言われている。サキュバスやインキュバスと呼ばれる彼らは低級な魔物と言われているが、目の前にいるのは魔王である。

　夢魔の王が教える色事。

　由香利はエテルシアの豊満な胸に目が行き、次いで自分の胸を見下ろしてぽっと赤くなった。

　胸の頂近くにつけられたヴァルドエルの印はすでに消えている。が、つけられた時の甘美な感触は時折頭によみがえって心と体の奥をきゅっと締め付ける。同時に体の奥が疼くように熱くなる。

　自分が求めているものがわかっているだけに、由香利は恥ずかしさでますます顔を赤らめた。

「あれも面白かったが、今はメトケスの話をしに来たのではない」

　笑んだままエテルシアは赤くなった由香利をひたと見つめた。由香利は自分の淫らな考えが見抜かれたような気持ちになって、慌ててエテルシアから視線を逸らせた。

「強力な魔術師がいるとの噂を聞いて会いに来たのじゃが、まさかここで探し人に会えるとは思わなんだ」

　酷ひどく優しく声をかけられて目を向ければ、エテルシアの潤んだ瞳と目が合った。迷子の子供を見つけたようなエテルシアの慈愛の瞳に由香利は戸惑う。

　ひと月間探していたとエテルシアは言っていた。が、由香利には魔王に探される理由がまるで思いつかない。

「あの、でも私、魔王に見初められるような勇者でも魔術師でもないですよ。誰かと間違えてるんじゃないですか？　そもそも私、ここに来たのもひと月前で、知り合いもあまりいないですし」

　知っているのはヴァルドエルとキラーシュ。それにメトケスだけだ。あとは顔かお馴な染じみになった市場の人たち。ごく普通の、どこにでもいる人間だ。とても魔王の耳に届くような立ち位置でもないし、強力な魔術を使えるわけでも、ヴァルドエルのように強いわけでもない。

「ひと月前に来たのなら、間違いなくそなたじゃ」

「？」

「条件は三つ」

　エテルシアは静かに告げる。何のことかわからず由香利は首を傾げた。

「条件？」

「一つは黒髪黒目であること。一つは乙女であること」

　エテルシアはにっこりとほほ笑んで由香利の艶やかな黒髪と黒曜石のような黒い瞳を見つめた。エテルシアが言っている『条件』が何に対するものなのかはわからないが、探し人が由香利であることは間違いないように思えた。エテルシアの次の言葉を待って由香利はごくりと唾つばを飲み込む。

「条件の最後の一つは、今いる世界から逃げ出したいと望んでいること」

「世界から逃げ出すって……っ！」

　由香利はエテルシアの言いたいことをようやく理解して息をのんだ。

「妾はひと月前、一人の乙女を異世界より召喚した。それがそなたじゃ、妾の乙女よ」

　エテルシアの言葉が由香利の耳に届く。けれどそれが理解できるまで数瞬の時を要した。それほどにエテルシアの言葉は衝撃的だった。

「召喚って……でも、だって」

　エテルシアの突然の告白に由香利は混乱した。

　異世界に来たのは、由香利を可哀そうに思った神様の仕業だと勝手に思っていた。いや、実際にエテルシアは魔王とはいえ神の一人とされているから、神の仕業と言えなくはない。

　それでも、何かの意図を感じることはなかったのに、目の前の魔王に召喚したのだと言われれば、驚くとともになぜ自分なのかと考えてしまう。

　由香利は特別な人間ではない。運動が特別できるわけでも、勉強が特別できるわけでも、顔が特別いいわけでもない。どこにでもいる、ごく普通の女性だ。

「どうして……私だったんですか」

「そなたを特定してのことではない。言うたであろう？　条件は三つじゃと。三つの条件に当てはまり、さらにそなたは妾と波長が合った」

　由香利はひと月前のことを思い出すように眉根を寄せた。

　確か大雨の日だった。一歩先さえ見えにくい豪雨の中を歩いていた。雨が地面に叩たたきつける音が激しくて、何も聞こえるはずがないのに何かに呼ばれたような気がして足を止めたのだった。声が聞こえたとか、何かの音が聞こえたわけではない。なんとなく足を止めてあたりを見回した時に路地が見えたのだ。暗くよどんだ路地は、しかし妙にはっきりと見えたことを由香利は覚えている。

　薄汚れてゴミの散乱した路地は気分も暗くさせた。そして思ったのだ。『別の場所に行ければいいのに』と。

　そして、エテルシアの導きのまま、あの路地を通ってこの世界に来てしまった。

　ここで、ふと由香利は疑問に思った。

　エテルシアは由香利を探していたと言った。だが、異世界への道をつなげられるほどの力を持っているのなら、由香利を直接エテルシアの元に導けばよかったのだ。そうすればエテルシアは由香利を探すこともなかっただろう。

「妾がつなげた異界への道を通り抜けて、そなたはここへ来たのじゃ」

　エテルシアは自慢げに言った後、ふいに眉根を寄せた。

「じゃが、解せぬのはそなたが妾の元へ来なんだことじゃ。妾の元へと引き寄せたのに、何かに邪魔されて途中で見失ってしもうた」

「邪魔された？」

「そう。まるで道を失ったように、道を外れてそなたは突然妾の元から消えたのじゃ」

「道を外れた……」

　呟いて由香利は首を傾げた。

　エテルシアは言った。異界への道を通り抜けて由香利はこの世界へとやってきたと。

（通り抜けたっけ？）

　いや、路地は通り抜けていない。通り抜ける前に、暗く考えている自分が嫌になってすぐに暗い考えは捨てたはず。で、引き返した。

　つまり、道を外れたことになる。

「あ……」

　由香利は気づいて視線を彷徨わせた。

　確かにあの時由香利は道を外れた。路地を引き返しエテルシアの元への道をたどらずに、由香利は全く別の場所へと出てしまった。結果、エテルシアは由香利を見失い、ひと月もの間由香利を探すことになった。

　それは別に由香利が責任を感じることではない。エテルシアが勝手に召喚して失敗しただけの話だ。が、由香利は焦っていた。

　あの時、なぜ引き返したのかと問われたときに、どう返答すればよいのかを。

　自分を振った彼氏を殴るつもりで引き返した。

　そんな恥ずかしいことを言えるはずがない。それに、と由香利はここにはいないヴァルドエルのことを思う。

「妾の元に来るがよい、異界の乙女よ。話は妾の館やかたで聞こう」

「あの、でもそれは……」

　手を差し伸べられて由香利は戸惑った。ひと月前なら、ヴァルドエルに出会う前ならば何の躊ちゅう躇ちょもなくその細い手を取っただろう。だが今は状況が違う。

　ヴァルドエルが待っていろと言った。それに、満足するまで側にいると約束もした。それを破って彼の側を離れることはできない。ヴァルドエルには恩がある。それを返すまでは、たとえ魔王の言葉といえども承諾することはできなかった。

「このひと月間、とてもお世話になった人がいるんです。その人に恩返しするまでは、貴方の元には行けません」

「妾に恩は感じておらぬのか？　そなたが逃げたかった世界から、こちらの世界へ逃がしてやったというのに。それに、異界で苦労せぬよう言葉を授けたのも妾じゃぞ」

「えっ!?」

「そなたに妾の魔力をほんの少し与えた。それでこの世界の言葉が理解できるようになったのじゃ」

　由香利はエテルシアの説明にようやく合点がいった。明らかに日本語と違う文字。なのに話す言葉は理解できた。そして魔法など存在しない地球で育ったにもかかわらず、由香利にほんのわずかにあるという魔力。チートがないのに魔力があるのはおかしいと、ほんのわずかだが疑問に思ったこともある。もっとも、一瞬で忘れられるほど些さ細さいな疑問ではあったが。

　神様の特別待遇だと思っていたが、本当にそうであったことに驚く。だが、言葉がわかるお陰で路頭い迷わずにすんでいたのは確かだ。言葉がわからなければヴァルドエルの誘いを理解できず、生きるための方法は身売りしかなかっただろう。

「それについては感謝しています。でも……」

「ひと月は長かった。毎日毎日、ずっとそなたを探していた。妾の魔力が足りぬせいでと思って、自分を責めて………」

　エテルシアは潤んだ目で由香利を見つめた。由香利は居たたまれなくなってうつむいた。うつむいたまま目だけでちらりとエテルシアを見上げれば、エテルシアは両手で顔を覆って泣いているように見えた。本当に由香利のことを心配してくれていたのかもしれない。ひと月間、ずっと由香利をこの美女が探し回っていたのかと思うと罪悪感でいっぱいになってしまう。

　感謝しているし恩返しもしたいと思うが、今は無理なのだ。

　どうしようもない思いに胸にちくりとした痛みが走る。そのままエテルシアを見ていれば、細い指の間からちらりと紫の瞳を由香利に向けてきた。その瞳に打算的な光が見えて、由香利は途端に目をすがめた。胸の痛みはすでに霧散している。

「ううっ、ひと月は長かった……」

　言いながらもエテルシアはちらちらと由香利の顔色をうかがっている。

「美女が泣き落としなんてズルいです！」

「駄目か？」

　可愛らしく小首を傾げられ、潤んだ瞳で見つめられて、演技とわかっていても由香利はたじたじとなった。美女は何をしても美人だ。自分がこんなに美形に弱いとは思っていなかった。

「仕方ないのう、人に強制はできぬし。ならば今はそなたを友人として妾の館に招待しよう。どうじゃ？」

「友人としてなら……」

　譲歩案にうなずいた由香利は、ふと視線を感じてフクロウを見下ろした。見下ろした先にいたフクロウが体は動かさず、必死の形相で口だけをパクパクさせている。が、声は出ていない。

「ああ、悪いの。そ奴の行動は少し制限をかけていた。邪魔じゃからな。今解いてやる」

　いつの間にそんな魔術をかけたのか、エテルシアが軽快な音をさせて指をパチンと鳴らす。途端にフクロウは由香利の手をぎゅっと握ってきた。

「駄目です、由香利様！」

「了承をもらった。ならば力には逆らえまい。特にその娘は妾の恩恵を授けてある。妾の力は弾かれぬ」

　エテルシアは先ほどの潤んだ瞳はどこへ消えたのかと思うほど、艶然とした笑みを浮かべながら由香利の手を取った。ひんやりとした指が由香利の腕をしっかりと掴む。同時にフクロウも由香利の左手をぎゅっと握った。

　一瞬、重力がなくなったように感じた。高速のエレベーターに乗ったときのような、ほんのわずかな浮遊感。あたりの景色がゆがみ、気持ち悪くなって由香利は目をつむった。

　時間にして一、二秒。

　次に由香利が目を開いたとき、あたりの景色は全く違うものに変わっていた。

　家の壁が続く路地裏ではなく、広大な庭が広がっていた。遠くに聞こえていた町の喧騒は聞こえず、代わりに鳥のさえずりや木々のざわめきが聞こえてくる。

「ようこそ、妾の館へ」

　丘の上に建つ美しい洋館が三人の前にあった。
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　白亜の壁にグレーの屋根。ヴィクトリア朝時代に建てられた館と酷似しているその建物は、建築様式を知らない由香利の目からは何かのアトラクションハウスか、はたまたホテルのように見えた。

　呆気あっけにとられたままエテルシアに手を引かれて館のホールへ入ると、由香利は開いた口がふさがらなかった。メトケスの屋敷も広かったが、こちらは規格外すぎて由香利はただ目を白黒させるしかない。

　城を思わせるような広いホールには赤い絨じゅう毯たんが敷かれ、吹き抜けの天井は信じられないくらいに高い。アーチ状の壁を支える柱には精密な彫り物がしてあり、そのどれもが大理石を思わせる石でできている。壁に掛けられている絵画には美しい風景画が描かれ、その額にも意匠が施されていた。

「どうした？」

　ホールに突っ立ったまま動こうとしない由香利に、エテルシアが首を傾げた。由香利はあんぐりと口を開けたまま、この館の主であるエテルシアに視線を注いだ。

「……その、驚きすぎて言葉もないと言うか、場違いな場所に来てしまったと言うか」

　日本にはないような建物。いや、実際には由香利が知らないだけであるのかもしれない。だが、間違いなくドレスコードが必要な、由香利のような一般庶民では入れないような場所だろう。そんな場違いな場所に連れてこられて、由香利は委縮してしまう。

　メトケスの館では側にキラーシュやヴァルドエルがいた。彼らはどこにいても堂々としていたし、由香利は彼らにくっついていただけなので、それほど衝撃を受けなかった。けれど、今は由香利とフクロウだけだ。

「不思議な娘じゃな。そなたほどの娘が、この程度の屋敷で驚くとはの」

「私は一般市民です。こんな城みたいな家、見たことも聞いたこともないです」

「一般市民？　そなたが？」

　エテルシアの言葉に、由香利が今度は首を傾げた。エテルシアは無遠慮な視線を由香利の頭から足の先にまで向ける。

「肌はなめらかできめも細かい。重い物を持ったこともないような腕の細さじゃし、足も細い。そなた、貴族の娘ではないのか？」

　そう聞かれて、そういえばキラーシュにも同じことを聞かれたことがあったと由香利は思い出した。

　毎日風呂に入る習慣のあるエルファネルの民でも、毎日香油を使って肌を整えるのは貴族以上の人だけだと言っていた。一般人なら生活のために水や薪を運んだり、買い物をするだけでも遠くまで歩いたりと、腕と足の筋肉を使う。だから自然と筋肉がついて太くなるし、肌も荒れてくる。

　由香利は確かに一般人だが、化粧水や乳液は毎日使っていたし、水はひねれば出てくるし、ガスがあるので薪まきを使わず炊事もできる。仕事にも電車で行っていたし、買い物はもっぱら自転車を使っていたから歩く距離は短い。宅配で運んでくれるサービスもあり、重い物を持つ必要に迫られることはなかった。

　この世界の一般人と日本の一般人では差がありすぎるのだ。

「買い物しても重い物は運んでくれるし、歩かなくても遠くに行く手段がたくさんあったので」

「ほう。そんな生活をしていて貴族ではないのか。不思議な世界じゃの」

　エテルシアは目を細めて笑うと由香利の手を取って引っ張った。

「もっとそなたの話が聞きたい。さあ、こっちじゃ」

　由香利はエテルシアに手を引かれるまま廊下を進む。その左手を握ったまま仏頂面のフクロウも続いた。

　応接室もやはりというべきか、相当な広さがあった。一番目を引いたのは壁だ。今までは石壁や白い壁がほとんどだったが、応接室には壁紙が一面に貼ってあった。それも木々が描かれた壁紙であった。部屋の中にいるのにまるで外にいるような錯覚さえ起こすほど精密に描かれた見事な壁紙に息をのむ。

　窓から明るい日差しが入ってきていて、部屋全体を明るく照らしていた。窓にかけられたカーテンが丘を駆ける風で揺れる。それはエルファネルのカラッとした熱い風とは違い、北国を思わせるしっとりとした涼やかな風だ。

　おそらく魔術だろう瞬間移動でここまで来てしまったが、簡単に帰れるほどの距離でないことを風が由香利に教えてくれていた。帰る方法はエテルシアに再び魔術を使って送ってもらう以外になかった。

　買い物を終えたのは確か四時だった。二、三時間話をしても、夜更け前には送ってもらえることになる。由香利はそう自分で結論付けると、部屋の中央にあるソファに腰を下ろした。隣に当然のようにフクロウも座る。その小さな手はまだ由香利の手を放さなず、視線は常にエテルシアに向けられている。

　何をそんなに警戒しているのか、由香利にはわからない。わからないが、フクロウが警戒しているのだ。何かあるのだろう。それに相手は美女とはいえ魔王。気をつけなければならない。

　そう思いながらも、その魔王本人を見てしまうと警戒心が霧散してしまう。可愛いと美しいは正義なのだ。

「さて、それでは改めて、妾の館へようこそ異界の娘よ」

「はあ」

　今更の言葉に由香利は気の抜けた返事をする。

「妾はそこの守護者も言うておったが、淫魔の王エテルシア。それで、そなたの名を聞いてもよいかの？」

　問われて由香利は自分が名乗りもせずにいたことを初めて知った。フクロウに何度か名前を呼ばれていたが、自分から名乗ってはいなかった。

「由香利です。こっちは守護者でフクロウ」

　名乗った途端エテルシアがにっこりとほほ笑んだ。見惚れそうになって由香利は慌てて視線を逸らした。美女の極上スマイルは心臓に悪い。

　そのとき、応接室の扉が小さくノックされた。エテルシアが返事をすると扉が開いて一人の青年がティーセットを持って入ってくる。

　執事のようにパリッとしたスーツを着こなし、山吹色をした髪を背中でひとまとめにした青年は、三人分のティーセットをローテーブルに置いていく。一つ一つの仕草が丁寧で、やはりこちらも整った顔立ちだ。ルビーのように赤い瞳が一瞬由香利を捕らえ、すぐに離れた。

「失礼します」

　部屋を出ていく青年の姿を見送って、由香利は知らずため息を吐いた。この世界には美男美女しかいないのではないかと思うくらい容姿がすぐれている者が多い。

　そこでふとヴァルドエルの精悍な面立ちを思い出し、美男ばかりではなかったと思いなおす。

「あの人は人間ですか？」

「いや、アレルは妾の子飼いの魔物の一匹。今は人と変わらぬ姿をしておるが、元は大蛇の魔物じゃ」

「蛇……ですか」

　イケメンの顔と蛇が結びつかず由香利は眉根を寄せた。蛇を毛嫌いするわけではないが、好きと言えるほどでもない。

「なかなかよいぞ。そなたも試してみるか？」

「何をです？」

「アレルは元々蛇じゃから性器は二本あってな。前と後ろの両方……」

「結構です！」

　慌てて由香利はエテルシアの言葉を遮った。エテルシアの豊満な胸に抱き着く先ほどの美青年の姿が勝手に脳裏に映像化されて、由香利は視線を逸らした。

　顔を真っ赤にさせてうつむく由香利にエテルシアはほほ笑んだ。

　由香利は頬を両手で押さえてほてりがなくなったことを確認して、ようやく顔を上げた。視線が胸に行ってしまい、慌ててエテルシアの瞳を見れば紫の瞳は由香利をまっすぐに見つめ返してくる。

「あの、それでエテルシアさん。話がしたいと言ってましたが、何の話ですか」

「何の話でもよいのじゃ。そなたの口から聞ける話であれば、異世界のことでも色ごとでも。何でも聞きたい」

「異世界の話、ですか？」

「そう。妾の知らぬ世界の話じゃ。時に、そなたの世界では人はどのくらい生きる？　五十年か、それとも百年？」

「日本……あ、私の住んでいた国の名前なんですが、平均寿命は八十歳くらいだったと思います。知り合いのおばあちゃんは百六歳まで生きたし、どこかの島で最長で百十六歳まで生きた人もいたとか」

「百年か。本当に人の生は短いの」

　指を組んでその指を見つめたまま、暗い表情でエテルシアは小さく呟つぶやいた。

「エテルシアさんは、いくつなんですか？」

　魔王というくらいだから、相当な年齢なのだろう。百年を短いというくらいだから、千歳以上であることは確かだろう。

「さあな。もうずいぶん昔に数えるのをやめてしもうた。国や自然でさえも不滅なものは何もない。すべてが変わる世にあって、自分だけ変わらぬというのはつまらぬものじゃ。この世の真理を追及するのも飽きた。人の世は変わっても人はあまり変わらぬ。人の子の話を聞くのもやはり飽きた。で、考えた。この世でない世界の人の子ならどうじゃろうか、とな」

「えーと、つまりそれって、好奇心から召喚してみたってことですか」

「大正解！」

「いやいや、そんな風に可愛く言われても」

「あと言っておくが、召喚することはできても戻すことはできぬ故、帰りたいと言わぬようにの」

「戻れないんですか!?」

　由香利は驚いて声を上げた。

　召喚を題材にした小説や漫画では、だいたいが元の世界に帰るために奮闘して無事に帰ることが多い。帰る方法はあるが主人公が帰りたくないだけといったものも多いが、帰れないというのはないこともないが意外に少ない。

「世の理はなかなかに難しい。世界は一つではなく並行していくつもある。その中の一つから引っ張り込むことはできても、同じ場所に戻すことは難しいのじゃ。じゃから三つの条件の中に、今いる世界から逃げ出したいと考えている人間というのを入れた。元の世界に帰りたいと言われても困るからじゃ」

「適当ですね」

「ならばそなたは帰りたいのか？」

「いえ、別に」

　問われて由香利は即座に首を振った。一時帰宅を望んではいたが、もともと帰るつもりはなかったし、帰る方法を探すつもりもなかった。今更帰れないからと言われても、そうですかとしか言いようがない。実際にこちらの世界に逃げてこられてよかったとさえ思っているくらいだ。

「じゃあ、こちらからも質問。なぜ三つの条件に黒髪黒目っていうのが入ってるんです？」

　淫魔と言われるくらいであるから処女である乙女に拘ったのはわからないでもない。が、黒髪黒目に拘る必要性が今一つ理解できない。

「別に何色でもよかったのじゃが、簡単に言えば珍しいからかの」

「適当ですね」

「こちらも一つ質問じゃ。そなた、乙女か？」

「…………」

「やはり処女は失ったか。先ほど言っておった世話になった者に捧げたか」

「そんなところです」

「ひと月もたっておれば仕方のないことじゃな。処女を妾の色に染めて花開かせてみたかったが、話を聞くだけでも一興じゃしな」

「話？」

「そう。処女がどのように花開いていったのか、ぜひとも聞きたい」

「駄目です！」

　ずっと黙っていたフクロウが唐突に声を上げた。

「話は十分しました。私たちをエルファネルに帰していただきたい」

「まだ話は終わっておらぬぞ。由香利、そうじゃろ？」

「え？　えーと、そう………なのかな」

「駄目です、由香利様。はっきりと拒絶してくださらないと、断ったことになりません」

「断っておらぬから、話はまだ終わっていないということじゃ。それでそなたの恩人は今夜は戻るのか？」

「いえ、あと三週間は……」

「由香利様！」

　フクロウに強く左腕を引かれて由香利は口をつぐんだ。けれど、すでに言葉は出てしまった後で、取り消すこともできない。

「ならば、泊まっていくがよい。一人の食事はつまらぬじゃろ？　それに、この館には肌がスベスベになる温泉も引いてあってな」

「温泉!?」

「泊まっていくか？」

「はい！」

　思わず答えてしまってから、由香利はしまったとフクロウを見下ろした。フクロウの大きな黄色の瞳が泣きそうになっている。それでも温泉という言葉の魔力には逆らえない。

　ヴァルドエルが出立してからはお風呂は公共の風呂屋に行って毎日入っているが、風呂と温泉は違うのだ。日本人ならこの違いをわかってもらえるに違いない。そして由香利は大の温泉好きだった。

「ごめんね、フクロウ。明日、明日は必ず帰るから。ね？」

　由香利はフクロウに両手を合わせてお願いするのだった。








４












　昔々の物語。

　大人は子供たちの枕元でその物語を語る。

　世界がまだ混こん沌とんとしていて昼も夜も定まっていなかった神代の時代、全能の大神が人を生み出した。そして彼らを導く存在として五柱の神王と五柱の魔王を生み出した。神王は活力ある昼を、魔王は夜の安寧をそれぞれ人に与えた。人々は王たちの元で豊かに暮らし、永遠の生を謳おう歌かしていた。やがて人の生活が安定すると神王たちは天に昇り、魔王たちは地の底で人の営みを見守る存在となった。

　だが、幾百という年月が流れ、神の存在が遠くなった人々は堕落し始めた。不平や不満を言いつのり、醜い争いを繰り返し、全能の大神を罵ののしり始めた。そんな人々に嘆いた神王たちは人間の世界から姿を消した。一方、魔王たちは自分勝手な人間に怒りを抱き、さらなる地の底へと潜っていった。

　神王たちの恩恵を失い、昼の太陽と夜の月は残ったものの、永遠に近い人の寿命は老いと死が与えられるようになった。そして魔王たちの嘆きと怒りから生まれた闇の魔物たちは、その憎しみのままに人を襲い始めた。彼らの怒りが解けぬ限りは魔物は地中より生まれ続けると言われている。

　そんな中にあって、二柱の魔王は地上に残った。

　欲望を司る貧どん魔まと眠りと夢を司る淫魔だ。彼らの司る欲は人間そのもので、それを受け入れ楽しむように、いまだに人の側にあって人々の前に時折姿を見せる。

　彼らは欲望に忠実な人を好み、古来より口伝えでその行動は語られている。

　欲を掻き立てる言葉を囁いて人を堕落させることもあれば、死を目前に控えた人を助けてみたり、教えを請うた人に強力な魔術を授けてみたりもする。現在伝わっている強力な魔術のほとんどは魔王から直々に教えられたものから派生したものばかりで、中には力を求めすぎて人の手に余る力を持ったために身を滅ぼすことになった魔術師もいる。

　しかし彼ら魔王は非常に気まぐれで、放浪していて住む場所も特定できず、探しても見つけられる確率は低い。なのにふらりと現れては魔術を教えて人を救ったり、欲望を人の心に植え付けて破滅させたりする。







「破滅……」

　不穏なワードに由香利は顔を青ざめさせた。

　由香利とフクロウが一緒に横になってもまだ余裕があるほどの大きなベッドにあおむけに寝転がり、由香利はベッドの上に座り込むフクロウを見上げた。

　温泉をたっぷりと満喫した後にエテルシアと豪華な食事をとり、与えられた寝室に戻った由香利はフクロウから魔王について教えてもらっていた。

　悠久の時を生きる魔王。百年を短いと言っていたエテルシアの表情を思い出して由香利は眉を下げた。

　人が死ぬのは辛いものだ。それは両親を早くに亡くしている由香利にはよくわかる。長く生きるのは辛いだろう。長く生きている分、たくさんの死を見てきたことになる。

　大切に思っていても、どれだけ好きでも、老いと寿命はやがて人を死に至らしめる。止めることは魔王にもできないのだろう。メトケスとて同じだ。ヴァルドエルはメトケスのことを婆だと言っていた。実際由香利の三倍生きていると言っていた。魔法で姿を変えているにしても、いずれ死は訪れる。

　周りの人も国も自然すらもエテルシアを置き去りにして朽ちていく。

「ちょっと、可哀そうな人だね」

「いいえ、非常に厄介な方です」

　可愛い顔には似合わず辛しん辣らつな調子でフクロウは即座に答えた。

「なんでそんなにエテルシアさんを嫌がるの？　色事は好きそうだけど、悪い人じゃなさそうに見えるけど」

「由香利様は人を信用しすぎです。魔王の力は絶大で、人が簡単に逆らえるものではありません。だから、関わらないのが一番だったんです」

「でも関わっちゃったし。というか、この世界に来た時点で関わってたから、今更なかったことにはできないでしょ」

　この世界に召喚したのがその魔王であるだけに、お世話になりましたと言ってすぐに別れるのは由香利には気が引けてしまう。金の亡者である親類から逃がしてくれて、しかもこの世界の言葉を理解できるようにしてもくれた。

　すべてエテルシアの一方的な行為だったとしても、結果的に由香利は助けられている。恩を感じたら返すのが当たり前の由香利にとって、厄介な魔王だからと言って無視することができない。

「エテルシアさんは話を聞きたいだけだって言ってたし、私の話で満足してくれるなら別にそれはそれでいいと思うんだけど」

　お喋りは得意だ。

　女性は喋ることでストレスの発散をしていると言われるくらいお喋りが好きだ。由香利ももちろんそうで、ヴァルドエルやフクロウは由香利の話をちゃんと聞いてくれるが、やはりそこは女同士でないとわからない話もある。

　男脳と女脳は全く別物で、一説では別の生物と言ってもいいほど考え方も行動も違う。男には男の、女には女でないとわからないことがやはり多いのだ。

「私は魔王に関わるのは反対です。しかし、由香利様の気持ちを蔑ないがしろにするわけにもいきません。でもやっぱり……」

　フクロウは眉を下げながら、それでも由香利の意思を尊重してくれようとしている。たとえそれがヴァルドエルの命令だったとしても、それが嬉しくて由香利はフクロウの小さな手を握った。

「心配してくれてありがとう。でもきっと大丈夫だよ。メトケスさんのお師匠様なんでしょ。エテルシアさんも時々来てくれるだけでいいって言ってたし」

　食後に言われたのは、ヴァルドエルへの恩返しが終わったらエテルシアの元に来てほしいということと、恩返しが終わらぬうちでも時々でもいいから遊びに来てほしいという願いだった。

　由香利はそれにすでに承諾している。ヴァルドエルのいないときに約束するのはどうかと思ったが、別にずっとエテルシアの元にいると言ったわけではない。時々ここへ来て話して帰るだけでいいのなら、友人の一人として接することとあまり変わらないと思ったのだ。

　ちなみにここに来る方法はフクロウの力を利用してのことだったので、魔法の力を使うのだろうと由香利は考えている。

　それに、と由香利は先ほどのお風呂と食事を思い出す。

　出された食事は由香利の買った野菜も使い食材を無駄にすることなく、しかもとても美味しかった。贅沢な品は使われていなかったが、調理法とハーブなどの調味料をうまく使って素材の味を生かしつつ、おいしく味付けされていた。

　シェフはやはりエテルシアの子飼いの魔物で、当然目を見張るほどのイケメンだ。

　何よりも、誰かと一緒に食べる食事はやはりおいしくて、由香利はお礼にと食事の後でエテルシアの望むまま異世界のことを話して聞かせた。

　車、電車、飛行機。スマホにパソコン。二十四時間開いている店や夜でも昼のように明るい街のことなど。エテルシアは一つ一つに興味を示し、驚きながらもうなずいたり何かを考えたりしながら由香利の話を面白そうに聞いてくれる。

　こんなに話したのは久しぶりで、由香利も話に夢中になって気づけば夜中近くまで話し込んでいた。

　その後に天然温泉の風呂も堪たん能のうした。

　温室のようなガラス張りの内風呂には赤い花びらが浮かべられ、かぐわしい花の香りが広がっていた。また、ガラス戸を開いて外に出ればそこは大きな露天風呂になっていて、緑に囲まれていて開放感があった。満天の夜空を見上げながら入る風呂は格別で、ヴァルドエルの家の風呂もそれなりの大きさがあるが足を伸ばして入るのはやはり気持ちがいい。

　湯は少しとろみのあるようなしっとりとした感触で、入った後は何もしなくても肌が潤っているのがわかるくらい保湿性がある。お陰で由香利の肌はスベスベになり、自分で触っていても気持ちがいい。

「温泉は、やっぱりいいよね」

　温泉を思い出し、由香利はうっとりとほほ笑んだ。その目がだんだんと蕩けるようにして閉じていく。いろいろとあった一日の疲れを癒してくれたお風呂は、そのまま極上の眠りへと由香利を誘いざなう。

　急な眠気に逆らうこともできず、夜の闇に引っ張られるように由香利は睡魔に身を任せて眠りに落ちた。







　由香利が眠る寝室の扉が音もなく開く。廊下の少し冷えた空気が部屋に流れ込み、空気を揺らした。それを敏感に感じ取って、フクロウは闇夜の中で黄色い瞳を光らせた。

　守護者に眠りは必要ない。由香利が眠るときにフクロウもと望むので横にはなるが、目をつむっているだけで眠ってはいない。

　フクロウの黄色い瞳が部屋の中央にたたずむ人影を捕らえる。それは闇に溶け込むかのように気配を感じさせず、姿も常人では見えない。フクロウはもちろん人ではないため、そこにいる影が誰かを察してすぐに由香利の手を取ろうとした。が、その手が途中で止まる。

　フクロウが自分の意思で止めたわけではない。行動を止められたのだ。

　昼間、魔王の言葉を肯定しようとした由香利を止められなかったように、体が金縛りにあったように動けない。

　フクロウは内心歯は噛がみする。

　やはり、魔王に対して警戒を解いてはいけなかったのだ。もちろん、フクロウは警戒していた。けれど、内包する魔力の量は天地の差ほどもある。

　魔王は人を導くために大神から力を与えられた。絶大なる力を持つ魔王にも、しかし力を使う上で制約がある。それが人相手である場合に限るが、力を振るう際には人の承諾が必要となる。

　人が拒否すれば、人を導くことも術をかけることさえできないのだ。けれど人でないフクロウにとって、魔王の力は承諾も拒絶も関係ない。

　簡単に魔王の魔術の影響を受ける。

「人を警護につけていないのが、メトケスの甘さじゃの。もっとも、妾が関わると思っておらなんだやもしれぬが」

　エテルシアはフクロウに手を伸ばすと、ポンと銀の髪を触った。フクロウの姿が一瞬で消え、ベッドの上に木彫りの梟ふくろうの彫刻が転がる。

「心配するな、守護者よ。妾は由香利を傷つけぬ。ただ、話を聞くだけじゃ」

　エテルシアは由香利の側に体を横たえると、サラサラと流れる黒い髪に手を置いた。由香利はよほど疲れているのか、深い眠りについているために全く起きる気配がない。

「さあ、話しておくれ、人の子よ。妾の支配する夢の中で、そなたとそなたの恩人の話を」

　エテルシアは背後から由香利を抱きしめるように腕の中に包み込むと、黒髪に顔をうずめてゆっくりと目を閉じた。
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　由香利に意識をシンクロさせる。エテルシアの閉じた瞼の裏にいくつもの光が見えた。それは由香利の記憶の切れ端で、それに触れれば記憶は瞬く間によみがえり淫魔王の司つかさどる夢へと形を変えて様々な情報をエテルシアに教えてくれる。

　その光の一つに意識を集中させてエテルシアはほくそ笑んだ。由香利が大切にしている記憶の一つで、それはつい最近作られた記録だ。

　エテルシアはその光にさらに意識を深くシンクロさせていく。

　ぼんやりとした視点がはっきりとしてくる。うまく夢の中に入り込めたようだ。目の前の大きなベッドに筋肉質な男が座ってこちらを見ていた。おそらくこれが由香利の言っていたヴァルドエルという男だろう。

　由香利の視点から見る夢の中で、男は由香利を見上げたまま口を開いた。







「九の月、十一日に出発が決まった」

　由香利は髪を拭ふく手を止めてヴァルドエルを見つめた。唐突な言葉に由香利は二度瞬きを繰り返して、それから小さくうなずく。

「そっか」

　由香利は短く応えて、ヴァルドエルが横たわるベッドの端にちょこんと座った。そのまま何も言わずにタオルで髪の水気を丁寧に拭う。ヴァルドエルはそんな由香利の長い黒髪に武骨な指を絡めた。湿った髪がヴァルドエルの太い指に巻き付く。常にはサラサラな髪の、濡れてしっとりとした感触にヴァルドエルは目を細めた。

　出発というのはもちろんラクセニア討伐へ向かう出立の日で、毎年だいたいの日にちは決まっているのだが、星回りや吉凶で毎年出立日は異なり、出立の少し前に日にちが決まる。

　今回もようやく決まった出立日は今日から数えて半月後だ。準備はほとんどすんでいるが、馬や装備などの準備で明日から忙しくなることは由香利にも予想がついた。

　明日から忙しく毎日を過ごし、半月後にこの家の主は魔物討伐のために出かけ、ひと月間は戻らない。

　ヴァルドエルが出立するにあたり、由香利には考えなければならないことがいくつかある。

　その一つが住居の問題だ。

　主のいない家に、居候が居座るわけにはいかないと由香利は考えている。半月前に拾った女に留守を任せられるはずがない。

　自分のマンションに半月前に知り合ったばかりの人を留守番としてひと月間住まわせるかと問われれば、間違いなく由香利は思い切り首を振る。信用ならないし、他人に自分のプライベート空間を弄ってほしくない。

　ヴァルドエルはそういったところがルーズなのか元来気にしない質たちなのか、由香利に対してタオルのたたみ方や皿の置き方といったことを細かく求めてきたことはないが、由香利自身は気にしていて置いてある通りに並べるし、居候である自分の荷物は一か所にまとめて置いてある。

　ラクセニア討伐の話はヴァルドエルから何度も聞いていたし覚悟も決めていたが、実際に告げられるとその現実が由香利に重くのしかかる。荷物をまとめていたとしても、心の準備はまだできていなかった。

　それでも決まってしまった日は何もしなくてもやってくる。そうなると九の月十一日までに住み込みのできる仕事を探さねばならない。一昨日まで家を出ることもできなかったが、メトケスからフクロウを守護者としてつけてもらい、合鍵までもらった今ならば町に出て探せるかもしれない。

「何を考えている」

　下から低い声が聞こえてきて、由香利はヴァルドエルの黒い瞳を見下ろした。この優しい男に今までずいぶんと甘えていたが、これからはそういうわけにもいかない。半月後からはちゃんと自立した生活を送らなければならない。

「できるだけ早く探すね」

「何をだ」

「何って、住むところ」

　由香利の言葉にヴァルドエルの頬がピクリと動く。

「ここに、住んでるじゃねえか」

「今はそうだけど、これからそういうわけにもいかなくなるでしょ。住み込みで働けるところを探して、ヴァルにお世話になった分はちゃんと……」

　言葉を言い終わらぬうちに、由香利はぐいっと腕を引かれてあっという間にベッドに押し付けられた。上になったヴァルドエルの黒い瞳を見上げて、由香利は息をのむ。厳しい色をたたえた一つだけの瞳が、由香利の瞳を射抜く。

「出ていく気か」

「そりゃ、ずっとここにいるわけにはいかないし」

「なぜだ」

「なぜって……」

　射抜かれそうな視線に心までからめ捕られそうで、由香利は反射的に視線を逸らした。それが気に入らなかったのか、ヴァルドエルはさらに顔を険しくさせて由香利を見下ろす。

「なぜここを出る必要がある」

　再度問われて由香利は視線だけでちらりとヴァルドエルを見上げた。部屋の暗さとロウソクのつくり出す陰影が、いつものヴァルドエルよりも強面にさせている。

　由香利の顔の横に手をついて、ヴァルドエルは由香利との距離をさらに縮めた。

　顔が近づいて反射的に逃げ出した由香利をすぐさま捕らえて、ヴァルドエルは自分の体の下に由香利を閉じ込めた。

「おんぶに抱っこもして、お互いに貸し借りはなしだと言っただろう」

　由香利はヴァルドエルに言われて顔を引きつらせた。

『おんぶに抱っこ』という日本的な言い回しが悪かったのか、それとも呆れるほどヴァルドエルが馬鹿なのか全く話が通じなかったが、ヴァルドエル的にはすでに由香利が恩を感じる必要性はないと考えているようだ。

　けれど由香利的には受けたを恩を少しも返している気になれない。

　合い鍵をもらって町に出て、いろいろなことが見えてきた。

　このエルファネルという国は物も水も豊かだ。が、その恩恵にあずかれず、住む家もなく道の端で眠る者や物乞いする者もいる。夢も希望もない、死んだような目で虚空を見るその瞳に由香利は自分を重ねた。この世界のことも全くわからず、何もできない由香利はヴァルドエルがいなければ自分もそうなっていたということは容易に想像できた。生きていくために身売りをするか物乞いになるしか道はなかった。

　今はヴァルドエルの庇ひ護ごのもと生活で困ることはないし、必要なものは買いそろえてくれる。しかも多額のお金まで渡してきて、自由にしていいという。行動の自由も認めてくれて、しかもフクロウという守護者までつけてくれた。

　ヴァルドエルが気まぐれで拾ってくれたことは、由香利にとって奇跡に等しい。受けた恩は大きすぎて、メイドのように家事を手伝ったり処女だった体を差し出しても簡単に返せるものではない。

　ヴァルドエルが満足するまでいるという約束も有効で、けれどそれがいつなのかは直接聞いたことはない。二日に一度はヴァルドエルに抱かれている。何度も精を奥に吐き出されて満足しているかと思えば、すぐにまた由香利を求めてきて腕に閉じ込める。

　その姿は巨きょ躯くを誇る男なのに母親を求める小さな子供のように見えて、由香利は何となく放っておけなくなる。そして求められるままその腕の中で眠るのだ。

　側にいてあげたいのはやまやまだが、やはり主がいない家にい続けるのは気が引ける。主がいないひと月間だけでもどこかに住み込みで働くのが一番いい。その後はヴァルドエルが望んでくれるのならば、またここへ戻ってきてもいい。もちろん、仕事はそのまま続け、お金という目に見える形でも受けた大恩を返していきたいと考えている。

「俺の側にいるのは嫌か？」

　自分の考えに浸っていた由香利は、ふいに降ってきた低い声に弾かれたようにヴァルドエルを見上げた。不満でも怒りでもなく、悲しげな光が黒い瞳に宿っていて由香利は慌てて首を振った。

「嫌なんて、そんなこと全然ない！」

「じゃあ、なんでここを出ようとする。嫌じゃないなら俺の側にいればいい」

「……それはまた別の話で」

　由香利がまた視線を逸らすと、ヴァルドエルは由香利の視界を覆うように顔を近づけて瞳を覗き込んでくる。黒い瞳から逃れられず、ヴァルドエルからの無言の問いかけに降参したように小さく息を吐いた。

「ヴァルは、ラクセニアの討伐に行くでしょ？　ひと月間家を留守にするのに、居候っていうか、迷惑かけっぱなしの私が主がいないのにここにずっと住むわけにはいかないって思うの。ヴァルには迷惑かけてるから、これを機会にここを出て働いてお金を稼いで、少しでも何かを返せたらって。だから、住み込みの働き口でも探そうかと」

「………それはつまり、俺が嫌だってことか」

「そうじゃないってば」

　話が全然通じていないことに由香利は眉を寄せた。

「ヴァルは自分がいない間、この家に私がずっといることは嫌じゃないの？」

「ああ、それは嫌だな」

「でしょ？　だから……」

「ずっと一緒にいてえ。由香利も連れていけたらいいのにな」

　いやいやと由香利は首を振った。

「無理だよ。私魔物なんか見たこともないし、まして退治なんて」

「だろうな。由香利には危険すぎる」

「だから、そういうことじゃなくて」

　由香利はヴァルドエルの厚い胸板を腕で押し返した。が、やはりというかピクリとも動かない。さらに力を込めてみるが、動く気配すらない。

　由香利は今度は力いっぱい押し返してみた。わずかに動いたヴァルドエルの体が、しかし離れるどころか由香利を上から抱きしめるようにしてさらに密着する。

「何してる」

「ちょっと近すぎるから、離れようと」

「放したら逃げるだろ」

　低い声が耳元で聞こえてドキリとする。同時に背筋が震えた。

　ヴァルドエルの無骨な手が由香利の体のラインをたどる。上から下へ、下から上へと繰り返し撫でられると、由香利の唇から勝手に吐息が漏れた。

「逃がしたくねえ、お前だけは」

「ひゃん……」

　耳に押し当てられた唇から、熱い息と共に言葉が直接鼓膜を揺らす。くすぐったさに首をすくめた由香利の首筋に顔を埋めて、ヴァルドエルは甘い香りが漂う肌に口づけた。

「ちょっと待って」

「待てねえ」

　身じろぎする由香利の両腕を捕らえて一ひと纏まとめにし、ベッドに押し付けた。ヴァルドエルにすれば力などかけてもいないが、由香利はそれだけで腕を縫い付けられたように動けなくなる。

「ヴァ……んっ」

　名前を呼ぼうと開いた口が唇に覆われ、舌が入り込んできて言葉は奪われて無意味な音が唇から漏れた。ちゅくっと由香利の舌を絡めとって吸い上げ、下唇を食んで味わうように舐める。抵抗する力も意思もなくなって、由香利は全身から力が抜けていくのを感じた。

「逃がさねえし、逃がすつもりもねえ。だから諦あきらめてここにいろ」

　ヴァルドエルは由香利の黒い瞳を覗き込んで、視線を絡めとったまま口にする。

「でも……んんっ！」

　反論の言葉はヴァルドエルの唇にふさがれて、由香利は不満げにヴァルドエルを上目遣いに見た。

「否定の言葉はいらねえ」

　言葉と共にヴァルドエルの唇が頬に瞼に降ってくる。首に唇を押し付けられて強く吸われた。今まで幾度となくされた行為に、これから与えられるだろう快感を期待するかのごとく体が勝手に反応して熱くなる。呼吸が速まって由香利から甘い吐息が零れた。

　再び唇を吸われ、背筋にピリピリした快感が駆け抜ける。

　口づけされると力が抜け、体の奥に淫猥な火が灯る。心の奥底から染み出すように湧き出てくる感情はとても口にはできないような淫いん靡びなもので、それから目を逸らすように由香利は目を閉じた。

　けれど目を閉じるといっそうそれが強く感じられ、目を開ければ欲情した野獣のような黒い瞳に射られて逸らせなくなる。

「ここにいろ。俺をここで待っていればいい」

　由香利が返事をする前にヴァルドエルの大きな手が由香利の小ぶりな胸を揉もみ上げた。返事の代わりに口から吐息が漏れて、由香利は恥ずかしげに顔を逸らした。

「返事は？」

「……だ…あっ、ん」

　聞かれて答えようとすると、ヴァルドエルの手が巧みに動いて言葉にならない声が漏れる。それを楽しむようにヴァルドエルは由香利の肌に指を這わせた。羽根のようにそっと撫でさする太い指が、時折強く肌を掴む。由香利の息はそのたびに弾んだ。

「…意地……悪…、やっ、ああっ……駄目」

　胸の蕾をきゅっと摘まれて、反対の蕾も同時に舌で転がされ由香利は身をよじって快感に耐える。そうしなければあっという間にイかされてしまいそうだ。胸だけでイクなど、痴女のようではしたないと由香利は首を振った。

　逃げ出したくても手はまだ捕らえられたままで、足はヴァルドエルにのしかかられて動くこともできない。

　そんな由香利の思いを知ってか知らずか、ヴァルドエルは執拗に胸の蕾に愛撫を繰り返す。弱く優しく、けれど時に強く愛されると、蕾はもっととせがむように身を硬くする。それを甘噛みされるとジーンと全身に痺れが走って、思考が霞がかったようにぼんやりとしてくる。

「は、あぁ……、あ、ああっ…んっ」

「気持ちいいか？」

「はい」

「俺が帰るまで、ここで待ってろ」

「…………」

　答えない由香利にヴァルドエルは由香利の秘所に手を伸ばした。ぎゅっと閉じられたままの足の間に指を差し込む。通いなれた道をたどるようにヴァルドエルの指は簡単に由香利の花芽を探し当てた。花芽を擦りあげれば由香利はビクビクと背を反らして叫ぶように嬌声を上げた。

　蕾にむしゃぶりつくような執拗な愛撫と、花芽を刺激されて由香利の熱は一気に上昇する。解放を求めて上ってくる快感を、由香利は必死に目をつむって耐えた。

　身をよじって、背を反らして、嬌声を上げて。あらゆる抵抗を試みてはみたが、突き抜ける快感は由香利の意識を攫って行ってしまう。

「やっ、駄目！　ヴァル……もう、駄目に、なっちゃう。やだっ………や、あっあああっ!!」

　ひときわ高い嬌声を上げて由香利は体を硬直させた。硬直が解けると、どっと汗が流れた。

　ヴァルドエルは荒い息をついている由香利の上から退くと、由香利の足を抱え上げて秘所に舌を伸ばした。秘裂を舐め上げられ、由香利の足がピクリと震える。荒い息がたちまち甘い吐息に変わって、由香利はとろんとした表情でヴァルドエルの繰り返す愛撫に身を任せる。

「甘いな、由香利の蜜は」

「そんな………わけ、な……ぃんっ、はぁ……あ、んああっ」

「気持ちいいか？」

「は……い」

「ひと月待ってろ」

「……だって…、や、ひっぁあああっ!!」

　花芽を唇で食まれて頭の芯まで痺れるような快感が体を突き抜ける。舌で愛撫されたまま、ヴァルドエルの右の中指が蜜壺につぷりと差し込まれた。何の抵抗もなく吸い込まれるように太い指が中へ侵入する。由香利のどこが弱いのかをすでに知っているヴァルドエルは、容赦なく由香利の快感ポイントを責めてくる。

「駄目、そこ……あ、ああっ……や、イク、から……」

　高まった快感に押し流されて、由香利の意識がもうろうとする。頭は霞がかっているのに、快感だけははっきりと感じられて、体は高みを目指して駆け上っていく。

　イク、と思った瞬間、しかしヴァルドエルは指をさっと引き抜いた。抱えていた足も放して、ベッドに胡坐を組んで座る。

「ヴァル？」

　体に疼きを抱えながら、由香利はぼんやりとしたままヴァルドエルを見上げた。

「来いよ、由香利。欲しいなら、自分から」

　ヴァルドエルは闇の中で由香利に手を伸ばした。

　ぼんやりとした頭に、ヴァルドエルの声だけが響く。由香利は半身を起こすとヴァルドエルの差し伸ばされた手を取った。グイッと引っ張られて逞しい腕が細い腰に回される。

　ヴァルドエルの足をまたぐようにして膝ひざ立だちした由香利の秘所に、太く逞たくましいモノの先端が当たっている。熱く脈打つそれが由香利の入口を刺激して、密がトロリと滴したたった。

「欲しいか？」

　聞かれて由香利は逡しゅん巡じゅんしながらもこくりとうなずいた。体の熱はいまだ冷めず、行き場を失った快感は体の奥で解放される時を待って疼いている。ほんのわずかに腰を沈めれば、それは由香利の中に入り込む。けれど、ヴァルドエルの手が由香利の腰を支えていて動かすことができない。

「あ……」

　ヴァルドエルの肉棒がピクリと動いた。それは由香利の秘所をわずかに刺激する。敏感になっている体は、ほんのわずかな刺激にも反応して快楽を得ようとする。

　官能的な刺激に由香利はたまらずヴァルドエルの首にしがみついた。

「ヴァル……欲しい」

　囁くように言った瞬間、ヴァルドエルの腕に力がこもった。

「……っ!!」

　一気に最奥まで貫かれて由香利はヴァルドエルにしがみついたまま身を震わせた。呼吸が止まるかと思うほどの衝撃を伴って快感が背筋を駆け抜ける。入れただけで軽くイってしまい、由香利は呼吸を乱したまま顔を赤らめた。

　異世界に来てから半月しかたっていない。ヴァルドエルに抱かれたのは五回目だ。もっとも、一晩を一回とするならばの話でヴァルドエルのイった回数は二倍ほどになるし、由香利のイった回数はもう数えるのも億おっ劫くうになるほどだが。

　そんな経験の少ない由香利は、自分が簡単にイけてしまう体になってしまったことが恥ずかしい。しかも自分から求めてしまうくらい、淫いん乱らんになってしまっているのかと思うと泣きたくなる。けれど体は正直で、ヴァルドエルの肉棒を逃がすまいと無意識に中が締め付けて放そうとしない。下からははしたない、いやらしい水音が響き、自分の吐息と声が耳につく。

「あ、やっ……あぁ、ん、は……」

　こんなに感じている自分が恥ずかしい。知らなかっただけで自分は淫乱なのだと自覚してしまう。

　ピンクなＤＶＤに出ている女性は『女優』なのだ。半分以上が演技だという話も聞いたことがある。喘ぎ声も、乱れる姿も、イクという言葉でさえ。

　由香利は確かにイク回数は多い。一度でも両手では足りないくらいイかされて、普通の人はこんなにイクものなのか、こんなにはしたない声を出すものなのか、由香利には全くわからなかった。

　普通の、ごく普通の女性は男性と睦みあう時にどんな反応をしているのか由香利は知らない。もしかしたら、ヴァルドエルには演技だと思われているのかもしれない。だからまだ満足していないのではないだろうか。

　けれど由香利は本当にいっぱいいっぱいで、本気でヴァルドエルを感じているし、演技も何もなく快楽に喘いで本気で何度もイっている。

　だから由香利はぼんやりとした視界に黒い瞳を捕らえてこう言った。

「私……本気だから」

　ピクリとヴァルドエルの頬が痙攣した。イラついたように目を細め、口元をぐっと引き締めた。その顔は不機嫌そのもので、由香利はヴァルドエルの剣けん呑のんな雰囲気に息をのんだ。

「奇遇だな、俺も本気だ。本気で……絶対に逃がさねえ」

「え？　ちが……っ！」

　由香利は本気で感じていると言いたかったのだが、本気で出ていこうとしているとヴァルドエルには伝わった。凶悪なほどに凄んだ笑みを浮かべると、繋がったまま由香利を持ち上げて乱暴にベッドへ押し倒した。

　ヴァルドエルは由香利の花芽に指をあてがった。蕾んでいる芽を中指を使って引っ張り出すと、開いた芽を人差し指でぐりぐりと押しつぶした。

「あうっ、駄目、ヴァル！　そんなに触っちゃ……また、イク……、は、ん、あああっ」

　強い刺激に由香利の目じりから涙が零れ落ちた。

「逃げられないように、俺を忘れられないようにしてやる」

　有言実行するように、ヴァルドエルは激しく由香利を揺らした。

「んくっ、い、ああっ……」

　由香利を揺さぶりながらヴァルドエルが唇をふさぐ。舌を絡めて奥深くに差し込まれ、呼吸も甘い吐息も喘ぎ声さえもヴァルドエルにのみ込まれていく。苦しくなって由香利は唇を離して息を深く吸い込んだ。が、すぐさまヴァルドエルが追ってきて再び由香利の唇を奪った。

　真っ白になって、けれど色鮮やかにチカチカと明滅する視界。苦しくて、けれど気持ちよくて、由香利はだんだん何も考えられなくなる。ただ揺さぶられて下半身が溶けそうなくらいに熱く、快楽は突き上げるように脳を揺さぶってくる。

　快感を覚えた体は簡単に絶頂を迎え、由香利は突かれ続けて何度も高みに持っていかれた。しかし由香利が何度イっても、ヴァルドエルの動きが止まることはない。

　何度も花芽でイき、中を執拗に擦られて長く深い絶頂感がずっと体の中にある。体の中で激しく燃える炎は、ヴァルドエルの起こす風によってさらに燃え上がる。

　自分では止められない快楽に肌からは汗が流れて、二人の体液が混ざり合ってぬちゅっぬちゅっと耳を刺激する水音が響く。体の芯をがんがん突くように強く奥を攻められると、頭の芯まで痺れた。

　猛然と奥を突かれて由香利は首を振ってヴァルドエルにしがみついた。それでも腰の動きは止まらない。

　ゾクゾクとした快感とともに、迫りくる何かから逃げるように引いた腰が無理やり引き寄せられて最奥を何度もゴツゴツと突かれる。目を開けているのに景色が遠のいていき、真っ白くなって弾けた。

「あっ……や、ああああっ!!」

　悲鳴に似た声を上げて、由香利は体を何度も痙攣させヴァルドエルの太い腕を掴んだ。抵抗する気力などとうになく、揺らされて啼かされて泣かされている。

「ヴァ……ルゥ、も……う、無理……、ぅくっ、む……り、だっ……、あ、あっあああっ！」

　休息すら与えられず再び揺すられはじめて、由香利は泣きながらヴァルドエルに懇願した。が、いつもならば由香利の言葉でとどまるヴァルドエルは、今夜に限って止まらず由香利をさらに攻め立てる。

「んくっ……っは……あ、あっ、ヴァル、やだっ……や、駄目、やめっ……ひっあ、ああっ」

「由香利、俺の側に……いると言え」

「いる、いるか……ら、も、やっ……、おか、しく……なっちゃ………っ！」

　先ほどイったばかりなのに、すぐに次の絶頂がやってきて、次々に快感の波にさらわれていく。快楽の波に沈み込み、時折最奥を突かれて一気に意識が浮上する。

　激しく追い立てる腰の振りと速さに、今まではまだ遠慮があったのだと意識の片隅が認識し、その意識すらものみ込まれて白く上り詰めていく。

　数え切れないほどの白い世界を魅せられて最さい奥おうに放たれた熱く迸るモノを感じ、由香利はそのまま白い世界へ意識を手放した。







　闇の中でエテルシアは瞼を開いた。

「これはまた……困った男に目をつけられたものじゃな」

　女を喜ばせる体も技術も持っているのに、女心というものをまるでわかっていない。由香利が恩を感じていて少なくとも恩人の男を嫌っていないからこそ側にいるものの、このままでは由香利が疲れ果ててしまう。それはエテルシアにとってもよろしくない事態だ。

　かといって無理やり由香利を攫さらうのはエテルシアにはできない。由香利は時々来ることは承知したが、ここに住むことは承知していない。恩人の男が『満足』するまでは由香利は男の側にいるだろう。

　男が自分から手放すように仕向けるか。

　エテルシアは闇の中で邪悪な笑みを浮かべ、それから考えてなおして首を振った。夢の中で見た男は相当な独占欲を有していた。それに手放せるようなら、由香利が出ていくと言った時点で解放しているはずだ。

　ならば由香利を説得して引き離すか。

　エテルシアはそう考えてやはり首を振った。

　由香利と話していて感じたのは義理堅いことと異常なほど生真面目な性格。たとえ由香利が嫌悪を抱こうとも男が望まぬ限りは側そばにい続けるだろう。だがそうすると由香利の心が病にかかってしまう。

　それはエテルシアの望むところでは当然ない。

　男を殺せば由香利が悲しみに暮れるだろう。初めての相手というのは心に残るもので、由香利にとっては異世界での拠より所どころである男の死はやはり心の病へと繫つながる。

　八方ふさがりになってエテルシアは頭を抱えた。

「あ、そうか」

　ふと思いついてエテルシアはにんまりと笑った。

　要は由香利が男を嫌いにならなければいい。というか、好きになったほうがいい。好きという感情は心の中にしまっておけるものではなく、誰かに話したくなる嬉しいことだ。そして由香利の話し相手はエテルシア以外に誰もいない。守護者である木彫りの人形も、見た目が子供のメトケスも恋の話をするには適していない。

　夢で由香利の記憶を垣間見たエテルシアはそれがよくわかっていた。

「恋の話か。そなたを手に入れるよりも、そのほうが楽しそうじゃの。恋をすれば感度も上がる」

　ぺろりとエテルシアは唇を舐めた。由香利が好きな男の腕の中でどんな風に花開くのか。想像するだけでゾクゾクしてくる。

「楽しみがまた一つ増えそうじゃの」

　エテルシアは目を細めて無防備に眠る異界の娘を見つめた。







書き下ろし







　ちゅっと音を立てて唇が離れる。そして再び重ねられる。

　ベッドに潜り込んですぐに抱き寄せられ、唇を奪われた。

　昨晩も長く激しく求められて、その情事の跡は体にまだ残っている。二日に一度のペースだったので油断していた由香利は驚いて目を開いた。

　由香利は唇を重ねるときには必ず目をつむってしまう癖がある。何かが顔に降ってくると思わず目を閉じてしまう癖もあるし、第一恥ずかしい。

　目を開けた由香利の瞳に映ったのは閉じられたままの傷のある左目と、しっかりと由香利を捕らえている開いたままの右目だった。

　至近距離で目が合い、由香利は猛烈に恥ずかしくなった。ヴァルドエルの口づけは、唇を合わせているだけなのに気持ちがいい。どこもかしこもが筋肉で硬いのに、唇だけは柔らかく由香利を蕩けさせる。目をつむってヴァルドエルに応えている自分は恍惚とした表情をしていたに違いない。そんな表情を見られていたかと思うと、顔から火が出そうなくらい恥ずかしい。

　思わず顔を背けた由香利に、ヴァルドエルは片眉を上げた。

「なんだ？　今さら嫌なんて言うなよ」

「嫌じゃなくて、は、恥ずかしい」

「煽るなよ。昨日もしたのに、今夜も抱いてほしいってせがんでるのか？」

　そうじゃないと由香利は首を振る。

「ヴァルはなんで目を開けてるのよ」

「あ？」

「キ、キスするとき、目を閉じてほしい。顔見られるの恥ずかしい」

　訳がわからないとヴァルドエルは首を傾げた。

「口づけてる時の由香利は可愛い。見逃したくねえ」

「は、え？」

「凄すげぇそそられる顔だ。まずいな、勃ってきた」

「いや、ちょっと待った。昨日もいっぱいしたよね」

　いまだ腰を中心に残っている違和感や疲れはその時のもので、毎夜では体がもたないと由香利は慌てて首を振る。が、そんなことで止まる男でないことは承知の上で、由香利はヴァルドエルの分厚い胸板を押して距離を取ろうとする。が、逆に引き寄せられてさらに距離が縮まった。

「昨日は昨日だろ」

「で……」

　でも、との抗議の声は柔らかな唇によって押さえられた。押さえつけられるだけの唇が、やがて深くなるのにそう時間はかからない。

「んぅ……」

　由香利が小さく呻けば、さらに深く口内を探るようにヴァルドエルの舌が動く。舌を厚い舌で舐られて吸われると、触られてもいないのに蜜口がしっとりしてくるのが感じられ腰の奥が疼く。

　唇を甘く吸われながら、大きな手が由香利の小ぶりの柔らかな胸に優しく触れた。武骨な手はどこまでも優しく由香利を解きほぐす。中心にある薄紅色の蕾つぼみはヴァルドエルの行為に応えるように硬く立ち上がってくる。そこを摘まれて由香利の背に快感の波が走り抜けた。

「ふっ………、ん、あっ」

　由香利の意識とは裏腹に体は内に熱を灯ともして由香利の唇から声が漏れる。そうするとヴァルドエルはますます由香利を攻め始める。

　首すじ、胸、脇腹へと唇がたどって由香利の広げた足の間へとヴァルドエルの頭が下りていく。蜜のあふれる花弁が指で広げられ、外気に触れるだけで由香利の肩がぴくっと反応した。

「綺麗だ」

「う、嘘。綺麗なわけない」

　由香利とて自分のものをしっかりと見たわけではないが、想像上のそこは決して綺麗なものではない。

「綺麗な桃色で濡れて光ってて、喰いたくなる」

　ヴァルドエルは言葉通り由香利の花芽を食んだ。

「あああぁぁっ」

　全身に衝撃が走るほどの快感に、由香利は喘いだ。呼吸を整える暇もなく、ヴァルドエルが敏感な部分を舌で味わい舐めとる。執拗な愛撫にせりあがってくる快感が限界を超え、目の前が白く弾けた。

　ヴァルドエルは口元を手の甲で拭ぬぐうと由香利の足を持ち上げて自身をあてがった。

「今夜は抱かねえつもりだったが、そんな顔をされたら我慢もきかねえ」

「そんな顔って」

「今の由香利の、甘えて蕩けて煽ってくる顔だ」

　ヴァルドエルはぐっと腰を進めた。硬く太く熱い塊が中に侵入してきて由香利は息を詰めた。圧迫感が胸まで届くようで、それを逃すように荒く息を吐き出す。そこに熱と甘さの絡んだ吐息が混じる。

「ああぁ………」

　ヴァルドエルの動きが止まって由香利は呼吸を整えた。苦しいほど中はみっちりヴァルドエルのモノで埋まっていて隙すき間まの一つもない。暴虐な肉棒は由香利を奥まで支配している。そんないっぱいいっぱいな由香利の表情を見て取ってヴァルドエルはクッと笑う。

「まだ全部入ってねえぞ」

「嘘………。も、無理」

「無理じゃねえよ」

　言葉通りさらにヴァルドエルは腰を進める。逃げようとした由香利の腰を捕らえてさらに進める。

「あ、ああっ、ヴァル、無理。入らない、大きすぎる」

「煽るなって言ってるだろ」

「煽ってないって……ひうっ、やあぁ」

「男を喜ばす言葉を言って、煽ってるとしか思えねえだろ」

「はぁ………ああぁ、駄目。や、あぁぁ………、ひんぁっ」

　由香利の声が耳に届くとそれが官能に直結してヴァルドエルのモノをさらに硬くさせる。それが由香利の狭い中になかなか入れない理由ではあるのだが、自分では制御できない。

　全部を由香利の中に収めて、ようやくヴァルドエルは腰を止めた。狭く熱く締め付けてくるひだにヴァルドエルも熱い息を吐く。

　由香利の呼吸が落ち着いてきたのを見計らってヴァルドエルは再び動き始めた。

　埋まったモノをギリギリまで引き抜き、そこからまた奥をめがけて一気に突き刺す。由香利が嬌声を上げる。それを聞きながら再び抜いて突き刺す。ヴァルドエルが動くたびに蜜がじゅぶっじゅぶっと音を立てる。

　由香利はその動きに翻ほん弄ろうされて声を上げた。とめどなく声が漏れて、それが恥ずかしいのに止められない。勝手にあふれてくる涙が頬を伝った。

「うっ………く、はっ」

　上からヴァルドエルの声が聞こえて由香利は薄らと目を開けた。何かに耐えるように眉根を寄せ、それでもぎらぎらと光る瞳はまっすぐに由香利を見下ろしていた。

「あっ、や……だ、恥ず、かしい」

　感じている顔を見られたくなくて両腕で隠せば、すぐにその腕は力強い腕によって捕らえられベッドに張り付けられた。隠すものがなく、由香利が顔を逸らせばヴァルドエルの視線も由香利の顔を追ってくる。

「やっ、見ないで……恥ずかしい」

「凄ぇそそられる顔してる。由香利」

　ヴァルドエルの言葉に由香利はさらに赤くなった。快感は解放を求めて体中を駆け巡り、激しく抜き差しを繰り返す蜜みつ壺つぼから、追い立てられるように由香利の背筋をたどって脳天をめがけて一直線に駆け上ってくる。

「ひあっ………あっ、駄目。イっちゃう！　見ないでっ……」

「イってる顔が見たい。イけ、由香利」

「駄目、本当に駄目！　あっ、イクッ！　あああぁっ…………駄目！」

　瞼まぶたの裏が弾けて背が弓なりに反る。快感に全身を震わせ、由香利は体にまとわりつくような疲労とともに背中をベッドにうずめた。直後にまたヴァルドエルの律動が始まる。下降することなく再び熱くなる体に由香利は再び嬌声を上げた。目を開けば黒い瞳が強い光を持って射抜くように見下ろしてくる。隠したくても手は押さえられたままで、由香利は首まで赤く染めてヴァルドエルに何度も突きあげられ、中をかき回されて幾度となく達した。







　ヴァルドエルが精を何度か解き放ち、ようやく解放されて由香利は冷たいシーツに包まった。ほてった体を冷ましてくれるシーツの冷たさが心地いい。包まったシーツの中から由香利はヴァルドエルを睨んだ。

「ヴァルの馬鹿」

「あ？」

「顔見ないでって言ったのに」

「見逃すわけにいかねえだろ。そんな可愛い顔」

　疲れさえ感じさせずにヴァルドエルは由香利をシーツごとその腕に抱き寄せると額ひたいに唇を寄せた。長い黒髪に指を絡ませ優しく頭を撫でる。由香利の顔を見下ろしたヴァルドエルはふと眉まゆ根ねを寄せた。
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「俺以外の奴にそんな顔見せるなよ」

「そんなって……どんな顔？」

「今の由香利みたいな顔」

　訳がわからず由香利は唇を尖とがらせて責めるようにヴァルドエルの顔を見上げた。ヴァルドエルは小さく息をついて、わずかに視線を逸らした。

「だからそんな顔するなって。また襲っちまうぞ」

「え!?　いや、どんな顔かわからないし」

「だから、そういうそそる顔をやめろって。あ、まずい、また勃たってきた」

「は？　や、待って………ちょ、ヴァル」

　シーツを素早くはがして由香利の白い肌にヴァルドエルは吸い付く。途端に由香利は吐息を漏らした。







　月は東の空に昇ったばかりで夜が更けるにはまだ早く、二人の夜はまだまだ終わらない。
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